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さいころの目の
出やすさは

どうなっているのかな？

直径が変わると
ボールの体積は

どのくらい変わるのかな？

116-72 116-82 116-92

数学を見つけよう

「どういうことだろう？」

ふとした疑問から

数学の学びは始まります。

自分で見つけた疑問は

もっと大きくなって

もっと知りたくなって

やがて深い学びへと

繋がります。

『中学数学』は

その学びのきっかけを

見つけることができる

教科書です。

数学の学習内容を見いだすことができる身近な物をメインビジュアル
として採用しました。身の回りの事柄を数学的に捉え、数学の考え方
を使って解決できるようになってほしいという想いを込めています。

表紙デザインコンセプト

ホールケーキを
6等分するには

どうすればいいかな？



数学的な見方・考え方を働かせた「わかる・できる・活
い

かす・楽しむ」数学的活動の充実と
ICTの活用により確かな資質・能力が育つように…
私たちはこの教科書が、そのたすけとなることを心から願って編修しました。

子どもたちの学ぶ意欲を引き出し
「確かな資質・能力」をはぐくむ
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数学的に考え表現するための学び方をはっきり示します
〜主体的・対話的で深い学びの実現〜

数学の楽しさやよさをしっかり感じられるようにします
〜学びに向かう力の涵

かん

養
よう

〜

数学を生活や学習に活用するための力をきっちり築き上げます
〜基礎的・基本的な力の確実な定着〜

基本
方針

基本
方針

基本
方針
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学びに向かう力を育てよう

「学びに向かう力」の涵養
資質・能力の三つの柱のうち、「学びに向かう力、
人間性等」は生徒が「どのように社会や世界と関わり、
よりよい人生を送るか」に関わる資質・能力であり、

他の二つの柱をどのような方向性で働かせ ていくかを

決定付ける重要な要素です。

そこで、この教科書では「学びに向かう力」の涵養を特に大切にしました。
数学が「楽しい！」「おもしろい！」「わかった！」「好きになった！」と実感し、

生徒の自己肯定感を高めることができるような紙面づくりをしています。

巻頭 p.6-7 の《学びに向かう力を育てよう！》で、

「主体的に学習に取り組む態度」とはどのような態度なのか、
生徒や保護者の方にもわかりやすいように、具体例とともに示しています。

文部科学省（令和３年３月）『学習指導要領の趣旨の実現に向けた 
個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に関する 参考資料 』

1 年 p.6-7

学びに向かう力、
人間性等

どのように社会・
世界と関わり、

よりよい人生を送るか

知識及び技能

何を理解しているか
何ができるか

思考力、
判断力、表現力等

理解していること・
できることを
どう使うか

特集 1

授業開きのオリエンテーションや普段の
学習態度の確認に使うことができます。

学びに向かう力、人間性等 主体的に学習に取り組む態度

数学のよさについて考えようとする態度 解決の過程をふり返って評価・改善しようとする態度

多面的にとらえ考えようとする態度数学を生活や学習に生かそうとする態度

学びに向かう力を育てよう！
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例

例

例

�真
ま
衣
い
さん

�彩
あや
さん

�陸
りく
さん

数学のよさについて考えようとする態度1

数学を生活や学習に生かそうとする態度2

この教科書で学ぶみなさんには、次のように学習に取り組む態度を自らとることが
できるようになって欲しいと願っています。このような態度を身につけることで、
みなさんにとって必要な「学びに向かう力」が養われていくでしょう。

学びに向かう力を育てよう！

正方形を正三角形に変えると、
棒の本数は何本になるかな。

　��学んだことを生活に生かそう

　��ほかにわかることや新たな問題を見つけよう

麻
あさ
の葉

は
市
いち
松
まつ

うろこ

卵を使わないクッキー 30枚分の材料
●小麦粉	 150g
●砂糖	 60g
●バター	 80g

長さが等しい棒を並べて
正方形を横一列に4個つくるとき、
必要な棒の本数を求めましょう。

答　13本式　1+3*4

合同な図形を
規則正しく並べると
美しい模様ができるね。

このクッキーを40枚つくるとき、
材料はそれぞれ何g必要かな。

6

20人が漢字クイズ10問と歴史クイズ10問の両方に挑
ちょう
戦
せん
したところ、

正答数の平均値はどちらも4.5問でした。あなたが挑戦したとき、
より多く正答できそうなのは、どちらのクイズだと思いますか。

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 (問)

漢字クイズの正答数

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 (問)

歴史クイズの正答数
平均値
4.5問

平均値
4.5問

例

例

学習を終えたら、学習の過程をふり返って、ここで紹
しょうかい
介したような態度を

とることができていたかを自分で評価してみましょう。

�真衣さん

解決の過程をふり返って評価・改善しようとする態度3

多面的にとらえ考えようとする態度4

陸さん

平均値だけでは
わからないことがあるよ。

ドットプロットで比べると
どんなことがわかるかな。

すぐに答えにたどり着けなくても、
ねばり強く考えよう。
うまくいかないときは、
別の方法で考えることも大切だよ。

台形の面積の求め方を考えましょう。

2つの直角三角形と
1つの長方形に分ける。

対角線で2つの
三角形に分ける。

合同な台形を2つ合わせて
平行四辺形にする。

「面積の求め方を知っている図形をつくる」
という考え方はどの方法も同じだね。

レオさん

7
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指導と評価の一体化をサポート
生徒が粘り強い取り組みを行おうとしているか、また、自らの学習を調整しようと
しているかを評価できるような課題を各章に 1か所以上、計 23か所設けています。

ワークシートを付けることが特に有効な課題には、

学びの過程や変容を見取るための《ふり返りシート》を巻末に用意しています。

学びに向かう力を育てよう特集1

例

例

例

�真
ま
衣
い
さん

�彩
あや
さん

�陸
りく
さん

数学のよさについて考えようとする態度1

数学を生活や学習に生かそうとする態度2

この教科書で学ぶみなさんには、次のように学習に取り組む態度を自らとることが
できるようになって欲しいと願っています。このような態度を身につけることで、
みなさんにとって必要な「学びに向かう力」が養われていくでしょう。

学びに向かう力を育てよう！

正方形を正三角形に変えると、
棒の本数は何本になるかな。

　��学んだことを生活に生かそう

　��ほかにわかることや新たな問題を見つけよう

麻
あさ
の葉

は
市
いち
松
まつ

うろこ

卵を使わないクッキー 30枚分の材料
●小麦粉	 150g
●砂糖	 60g
●バター	 80g

長さが等しい棒を並べて
正方形を横一列に4個つくるとき、
必要な棒の本数を求めましょう。

答　13本式　1+3*4

合同な図形を
規則正しく並べると
美しい模様ができるね。

このクッキーを40枚つくるとき、
材料はそれぞれ何g必要かな。

6

　　組　　番　　名前

ふり返ろう

ここでの学習をふり返って、文字と式のよさや大切だと思った考え方をまとめましょう。
また、疑問に思ったことやさらに知りたいこともかきましょう。

303

ふり返りシート 　 （86ページで使います。切り取って使い、ノートにはって残しましょう。）2

60ページのように正方形をa個つくるとき、必要な棒の本数を求める図と式を、
いろいろな考え方で表しましょう。

「正方形」を別の形に変えた新しい問題をつくって、同じように考えてみましょう。

a個a個

a個a個

次の数量の間の関係を、等式で表しなさい。
（1） 1本 x円のジュースを 3本買って、1000円札を 1枚
 出したところ、おつりは y円だった。
（2） 1辺がacmである正三角形の周の長さと、
 1辺がbcmである正方形の周の長さが等しい。

次の数量の間の関係を、不等式で表しなさい。
（1） 1枚agの封

ふう
筒
とう
に、1枚bgの便せんを 5枚入れて

 重さをはかったところ、25gより重かった。
（2） x円分の図書カードで、1冊 a円の本を 3冊買うことが
 できた。

1個 a円のりんごと、1個 b円のももが売られています。
このとき、次の等式や不等式はどんなことがらを
表していますか。
（1） 3a+4b=1500

（2） 2a+3b>1000

（3） b-a=200

（4） 2a+b≤600

1

2

3

数量の等しい関係を
式に表すこと
▶p.83

数量の大小関係を
式に表すこと
▶（1）p.84�例３
▶（2）p.85�例４

等式や不等式の意味
▶p.85�問５

主体的に学習に取り組む態度思考・判断・表現

60ページのように正方形を a個つくるとき、
必要な棒の本数を求める図と式を、いろいろな
考え方で表しましょう。

学びに向かう力を育てよう

1

正方形を別の形に変えると、
新しい問題がつくれそうだね。

基本の問題 解答例▶p.283�3節　文字式の活用

レオさん

ふり返りシート 2▶p.303
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教師用指導書資料編「主体的に学習に取り組む態度」の評価の例

評価 評価の視点 生徒の記述例

「おおむね満足できる」状況 （B） 正方形の問題に取り組み、文字と式
のよさや大切だと思ったことなどに
ついて振り返りの記述をしている。

・文字を使うと、正方形が何個のときでも必要な
棒の本数を式で表せることがわかった。

・図をかいて考えることが大切だと思った。
・友達の説明を聞いて、左端の１本と３本のまとまり
が a個あるから 1+3aであることがわかった。

「十分満足できる」状況 （A） 複数の方法で考えたり、新しい問
題を作ったりしようとしているな
ど、粘り強い取り組みの様子を見
取ることができる。
また、課題に取り組む前と後での
変容について見取ることができる。

・友達の意見を聞いて、自分と異なる考え方でも計算
すると同じ式になることがわかった。

・正方形を正三角形に変えた新しい問題でも、「左端の
１本と２本のまとまりが a個あるから1+2a」とい
う同じ考え方を使うことができた。

・２通りの方法で考えた式をそれぞれ計算すると答え
がちがったので、まちがいに気づいた。

教師用指導書には、　　　　　　　　　　　　   の指導案や評価の例など、

「主体的に学習に取り組む態度」の評価に役立つ情報を掲載します。

主体的に学習に取り組む態度 指導と評価の一体化

各章では、指導と評価の一体化を
実現するために巻頭 p.6-7 と連携した

次のような活動を適宜設けています。

●数学のよさについて考える活動

●数学を生活や学習に生かす活動

●解決の過程を振り返って評価・改善する

活動

●多面的に捉え考える活動

また、「主体的に学習に取り組む態度」が
身に付いているかどうかを評価することも

できます。

比
例
と
反
比
例

４
章

x 10 20 30 40 50

y 12 6 4 3 2.4

m倍

x 60

y

この表には、
どんな特

とく
徴
ちょう
があるかな。

　倍1
m

右の図のような天びんを使って、
次のような実験をしました。
1 支点の左側に、石がはいった
 紙コップをつるして固定する。
2 支点の右側には、いろいろな
 重さのおもりを、天びんが
 つり合う位置につるす。
次の表は、xgのおもりを天びんがつり合うように
つるしたときの、支点からの距離をycmとして、
実験の結果をまとめたものです。

上の表で、対応するxとyの積は一定です。
このことから、yはxに反比例すると考えられます。

例2の表から、60gのおもりを支点の右側につるして
つり合うときの支点からの距離を、次の2通りの方法で
それぞれ求めなさい。
（1） yをxの式で表し、その式を使って求める。
（2） 右の表を使って求める。

問2

主体的に学習に取り組む態度思考・判断・表現

身のまわりから、比例、反比例と
みることができることがらを
さがしましょう。

学びに向かう力を育てよう

見つけた数量の関係が
比例や反比例であることは、
説明できるかな。

おもりの重さと支点からの距
きょ
離
り
の関係例2

真
ま
衣
い
さん

ycm

xg

支点

147

5

5

10

10

15

15

20

20

25

見る

1 年 p.147

1 年 p.6

1 年 p.86

1 年 p.303

巻頭 p.6-7 に示した態度に
対応した課題を用意しています。

各学年に《学びに向かう力を育てよう》で使える
《ふり返りシート》をつけています。
生徒が記述した内容を観点別評価の
材料の一つとすることができます。

生徒が振り返りを記入する際に、
巻頭p.6-7が振り返りの視点として
参考になります。

学びに向かう力を育てよう

学びに向かう力を育てよう
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※教師用指導書は現在制作中です。記載の内容は予告なく変更する場合があります。
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x 10 20 30 40 50

y 12 6 4 3 2.4

m倍

x 60
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この表には、
どんな特

とく
徴
ちょう
があるかな。

　倍1
m

右の図のような天びんを使って、
次のような実験をしました。
1 支点の左側に、石がはいった
 紙コップをつるして固定する。
2 支点の右側には、いろいろな
 重さのおもりを、天びんが
 つり合う位置につるす。
次の表は、xgのおもりを天びんがつり合うように
つるしたときの、支点からの距離をycmとして、
実験の結果をまとめたものです。

上の表で、対応するxとyの積は一定です。
このことから、yはxに反比例すると考えられます。

例2の表から、60gのおもりを支点の右側につるして
つり合うときの支点からの距離を、次の2通りの方法で
それぞれ求めなさい。
（1） yをxの式で表し、その式を使って求める。
（2） 右の表を使って求める。

問2

主体的に学習に取り組む態度思考・判断・表現

身のまわりから、比例、反比例と
みることができることがらを
さがしましょう。

学びに向かう力を育てよう

見つけた数量の関係が
比例や反比例であることは、
説明できるかな。

おもりの重さと支点からの距
きょ
離
り
の関係例2

真
ま
衣
い
さん

ycm

xg

支点

147

5

5

10

10

15

15

20

20

25

見る

生徒キャラクターの吹き出しで、
「主体的に学習に取り組む態度」を
示唆しています。

本資料 p.42
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ICT を使った学びのサポート

アニメーションや動画、シミュレーション、練習問題など、

1 人 1 台端末環境での学びを支える QRコンテンツを豊富に

用意しています。

指導者と生徒が、授業や家庭学習などさまざまな場面で

使用することを想定し、コンテンツへのアクセスのしやすさ、

使い方のわかりやすさ、操作のしやすさを向上させました。

3 年 p.128

相似の位置と相似比

相似の中心と相似の位置

特集 2

全QRコンテンツは
こちらからご覧いただけます！

学習内容のすぐそばにあるから使いやすい

分類が示されているから使いやすい
コンテンツを起動しなくても内容を推測しやすいように、分類を付記しています。

生徒にとって学びやすく、指導者にとって指導をしやすいように、
コンテンツを使う教材のすぐそばに二次元コードを掲載しています。

式や表、グラフ、図形などを変化させて
考察を深めるシミュレーションなどです。

理解を助けるアニメーションや
動画などです。

図形の性質を確認することができる
アプリケーションです。

統計の表やグラフをつくることができる
アプリケーションです。

調べ学習やデータ収集に役に立つ
ウェブページへのリンクです。

基礎的・基本的な知識や技能を
身に付けるための練習問題です。

見る

身につける

調べる

図形のまとめ

統計ツール

ためす

次の図 1 は、半直線OA、OB、OC上に、OA%=2OA、OB%=2OB、
OC%=2OCとなるように点A%、B%、C%をとって、;A%B%C%をかいたものです。
同じようにして、図 2 に;A%B%C%をかいてみましょう。

対応する線分の比に着目して、相
そう
似
じ
な図形について調べよう。

　 の図 1 、図 2 のようにかいた;A%B%C%は、もとの
;ABCを形を変えずに各辺の長さを2倍に拡大した図になります。

　相似の位置にある2つの図形は相似です。

めあて

　 の図 1 、図 2 の;ABCと;A%B%C%のように、
2つの図形の対応する点がすべて点Oを通る直線上にあり、
Oから対応する点までの長さの比がすべて等しいとき、
2つの図形は相似の位置にあるといい、
点Oを相似の中心といいます。

相似の位置と相似比2

見る

1

2

O

A

C

A%

C%

B%B

O

A

C

A%

B

ためす
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3年 p.115
電車が自動車を追いぬくようすと関数のグラフ

再生速度を
変更できます。

繰り返し再生します。

1 回だけ再生します。

チャプターごとに一時停止します。
チャプターの区切りは、
シークバーの上に目印がついています。

任意のシーンまで
進めたり戻したり
することができます。

教科書QRコンテンツ

誰もが使いやすい
教科書QRコンテンツ

ユーザーインターフェースがわかりやすいから使いやすい
QR コンテンツは初見の生徒でも迷わずに扱うことができるよう、
わかりやすいインターフェースとしています。
アニメーションでは、再生速度を変更したり、任意の位置にスライダーを
移動させたりできるので、各自のペースで見ることができます。

見る

※教科書QRコンテンツは、スマートフォンでは快適に動作しない場合があります。
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https://www21.nichibun-g.co.jp/r7js_qr_contents/sug/
https://www21.nichibun-g.co.jp/r7js_qr_contents/sug/3/p115-2/
https://www21.nichibun-g.co.jp/r7js_qr_contents/sug/3/p128/
https://www21.nichibun-g.co.jp/r7js_qr_contents/sug/3/p128-2/


理解を助けるコンテンツ

ICTを使った学びのサポート特集2

個別最適な学び 知識及び技能

1年 p.170　線分の垂直二等分線の作図

2年 p.73　1 次関数の表と式とグラフの関係

1年 p.189　いろいろな立体

1年 p.19　2つの数の大小

1年 p.193　ねじれの位置

動くからわかりやすい

対応関係がわかりやすい

動画やアニメーションが、把握しにくい概念や場面の理解を助けます。
1 年「5 章 平面図形」には、基本作図の手順を説明する
動画やアニメーションを豊富に用意しています。
繰り返し再生させたり、一時停止して確認させたりすることで
作図の手順の理解と技能の定着を助けます。

生徒がつまずきがちな表と式とグラフの対応関係を
ひとめで理解できるようにしています。

動かせるから理解できる
立体を 3D 回転させたり展開させたりすることができるシミュレーションが、
面や辺、頂点の位置関係などの理解を助けます。

繰り返しの練習で定着する
ランダムに問題を出題し、繰り返し練習させることで知識・技能の定着を図ります。

教科書QRコンテンツ

見る

ためす

ためす

ためす

身につける

「x の係数」と「定数項」のスライダーを動かすことで
インタラクティブに表、式、グラフが変化します。
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https://www21.nichibun-g.co.jp/r7js_qr_contents/sug/1/p170/
https://www21.nichibun-g.co.jp/r7js_qr_contents/sug/2/p73-3/
https://www21.nichibun-g.co.jp/r7js_qr_contents/sug/1/p189/
https://www21.nichibun-g.co.jp/r7js_qr_contents/sug/1/p193/
https://www21.nichibun-g.co.jp/r7js_qr_contents/sug/1/p19/


ICT を使った学びのサポート特集2

2 年 p.109
補助線を使った
角の大きさの求め方
Qの図

1年 p.259
立方体の切り口

３年巻末見返し　図形のまとめ３年

2年 p.192　年ごとの猛暑日の日数（大阪、ヒストグラムと箱ひげ図）

※ sgrapa.comは、株式会社正進社が制作・提供しているウェブサイトです。

統合的・発展的な考察ができるコンテンツ

発展的な内容のコンテンツ

生徒がインタラクティブに操作をすることで統合的・発展的に思考を深めることができます。

巻末には発展的な内容のコンテンツも用意しています。
生徒の興味に合わせた個別最適な学びができます。

図形のまとめコンテンツ
これまでに学んだ定理などを振り返ったり、証明問題を解く際の
手掛かりにしたりできるコンテンツを用意しています。

ヒストグラム、度数分布多角形、箱ひげ図
などを簡単に作成できる正進社の
統計ツール SGRAPA と日本文教出版が
コラボしました。二次元コードを
読み込むだけで、教科書のデータが
あらかじめ入力された状態で起動します。

思考力、判断力、表現力等を
育成するコンテンツ

教科書QRコンテンツ 個別最適な学び 協働的な学び思考力、判断力、表現力等

QR コンテンツに搭載している
ペンツールを使って、自分の
考えをかき込めます。
また、画面を見せ合うことで、
協働的に学ぶことができます。

統計ツール

図形のまとめ
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https://www21.nichibun-g.co.jp/r7js_qr_contents/sug/2/p109/
https://www21.nichibun-g.co.jp/r7js_qr_contents/sug/1/p259/
https://www21.nichibun-g.co.jp/r7js_qr_contents/sug/3/pe06/
https://www21.nichibun-g.co.jp/r7js_qr_contents/sug/2/p192/


デジタル教科書の
体験版はこちらから

ICT を使った学びのサポート特集2

学習者用デジタル教科書
1 人 1 台端末で利用する「学習者用デジタル教科書」では、
個別最適な学びの実現をめざし、
授業や個別学習のサポートとなる機能・コンテンツを用意しています。
学校や自宅などそれぞれの学習状況に合わせてご活用ください。

学習者用デジタル教科書に加え、さらに機能を追加した
「学習者用デジタル教科書＋教材」と「指導者用デジタル教科書（教材）」をご用意しています。

デジタル教科書・
デジタル教材のご紹介

デジタル教科書 個別最適な学び

4 月下旬
公開予定

画像イメージ

QRコンテンツが
ワンクリックで

起動

いつでも拡大、
いつでもかき込み

正誤判定機能付き
練習問題

解答表示機能で
個別最適な学び

多種多様な
デジタル
ワークシート

充実した
学習支援機能

利用頻度の高い「拡大」「ペンツール」
「ページ送り」の基本機能をいつでも使
いやすいように配置しています。

全学年に正誤判定機能付きの練習問題
を搭載しています。生徒の主体的な学
びをサポートします。

解答表示機能を指導者用だけではなく、学習者用デジタル教
材にも搭載しています。計算の途中式や解説の図もあるので、
個別学習にも適しています。

※本製品は開発中のため、記載の内容・画像は予告なく変更する場合があります。

デジタルワークシートを用意しています。
PDF 版もあるので、生徒に配布して使用することができます。

一人一人の特性に合った学習をサポー
トします。

●文字色や背景色の変更
●行間、文字の大きさ変更
●本文の音声読み上げ
●総ルビ表示　など

表 4 高
こう
知
ち
市の 3月の平均気温

階級(℃)
度数(回)

20世紀
前半

20世紀
後半

以上 未満
6 〜 7 2 0
7 〜 8 3 2
8 〜 9 14 2
9 〜 10 16 17
10 〜 11 8 14
11 〜 12 6 12
12 〜 13 1 3
合計 50 50

左の表は、前ページの表4を完成した
ものです。
　左下の図2は、表4の階級を横軸

じく
、度数を

縦軸にとって、20世紀前半のデータの分布を
グラフに表したものです。

　ヒストグラムの柱状の長方形の面積は、
各階級の度数に比例しています。

データの分布をグラフに表して比
ひ
較
かく
しよう。めあて

図2のように、階級の幅
はば
を横、

度数を縦とする長方形を順に並べて
かいたグラフをヒストグラム、または
柱
ちゅう
状
じょう
グラフといいます。

ヒストグラムを用いると、
データの分布が
わかりやすくなるね。

　上の表 4をもとに、20 世紀後半のデータの
ヒストグラムを左の図 3にかきなさい。
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表 4　高
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市の 3月の平均気温

階級(℃)
度数(回)

20世紀
前半

20世紀
後半

以上 未満
6 〜 7 2 0
7 〜 8 3 2
8 〜 9 14 2
9 〜 10 16 17
10 〜 11 8 14
11 〜 12 6 12
12 〜 13 1 3
合計 50 50
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図3　20世紀後半
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下の表4をもとに、20世紀後半のデータの
ヒストグラムを右の図3にかきなさい。

　　組　　番　　名前

多様な利用環境に対応しています！

Windows/Chromebook/iPad の
3種に対応しています。
また、各種マニュアルや商品詳細を
デジタル教科書専用のホームページにて
ご提供し、授業をサポートします。

https://www.nichibun-g.co.jp/digital_support3/

表示ソフトウェア

表示ソフトウェアは、多くの教科書発行会社、複数の教科で
使用されている「みらいスクールプラットフォーム」を
採用しています。一元的に管理しやすく、教科横断的な学習
にも適しています。

デジタル教科書
サポートサイトは
こちらから

~xの大きさをいろいろな方法で求めましょう。

　　組　　番　　名前

学習者用デジタル教科書＋教材
指導者用デジタル教科書（教材）

反転表示

総ルビ
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https://www.nichibun-g.co.jp/digital_support3/trial/middle.php
https://www.nichibun-g.co.jp/digital_support3/


教科書の構成
巻頭 参照

章

章

巻末
巻末

2 年 p.11

2 年 p.12-13

2 年 p.2302 年 p.14-15

数学の学習を始めよう！

学びに向かう力を育てよう！ 本資料 p.5

数学的な見方・考え方を
身につけよう！ 本資料 p.22

ノートのくふう 本資料 p.20

ICT を活用しよう！ 本資料 p.8

次の章を学ぶ前に 本資料 p.34

章の扉 本資料 p.17

節
小節 本資料 p.32

基本の問題 本資料 p.17

章末
章の問題 本資料 p.17

とりくんでみよう 本資料 p.17

学びに向かう力を育てよう 本資料 p.6

数
学
マ
イ
ト
ラ
イ

SDGs と数学 本資料 p.30

数学を仕事に生かす 本資料 p.31

数学研究室 本資料 p.40

プログラムと数学 本資料 p.31

数学レポートをかこう

算数の確かめ（１年） 本資料 p.36

補充問題 本資料 p.36

総合問題（３年） 本資料 p.36

活用の問題 本資料 p.37

ステップアップ（３年） 本資料 p.37

解答例 本資料 p.17

対話シート 本資料 p.21

ふり返りシート 本資料 p.7

巻末付録・折込（１・３年）

次の章を学ぶ前に �解答例▶︎p.230�

確かめ　▶︎1年（1）～（3）の1次式について、1次の項
こう
とその係数を、

例にならって表にかき入れましょう。

次の計算で、 にあてはまる数をかき入れましょう。
（1） 7x+2-5x+1
　=7x-5x+2+1
　= x+

（3） 2 (4x+3 )

　=2*4x+ *3
　= x+  

x=3のとき、次の式の値
あたい
をそれぞれ求めましょう。

（1） 3x+5 （2）　－2x+10

（3） x2 （4）　－x2

1

2

3

（2）　4y * 6
　=4 * y * 6
　=4 * * y

　= y

（4）　8y/　

　=8 * y *

　=8 * * y 

　= y

4
3

1次式 1次の項 1次の項の係数

例 4x-5 4x 4

（1） 3x-4

（2） -5a

（3） -9+b

・ 4x-5 は、次のような 

加法の式になおすことが 

できる。

この式で、4xを
1次の項という。
また、式4x-5を、
1次式という。

・ 式の項のまとめ方 

　8x+7-6x-2 

=8x-6x+7-2 

=(8-6 )x+(7-2 ) 

=2x+5

・ 1次式と数の乗法では、 
分配法則を使う。

　4(3x-2)

=4*3x+4*(-2 )

=12x-8

・ 式の中の文字xの 

代わりに数3を 

あてはめることを 

xに3を代入するといい、 
代入して計算した結果を 

x=3のときの式の値と 

いう。

項

4x + ( -5 )

xの係数
5

15

10

11

次の章を学ぶ前に
次の章の予習として、家庭学習で使えます。

章の扉
学習のきっかけとなる導入の場面です。第１節の第 1小節へとスムーズに接続します。

2年 p.25

次の式は単
たん
項
こう
式
しき
、多項式のどちらですか。

また、何次式ですか。
（1） 6x （2）　-3xy （3）　8-a2

（4） 4x+y2 （5）　b+b2 （6）　3x2+xy2-y

次の計算をしなさい。
（1） 2x-3y+5x-2y （2）　7ab-3ab+2ab

（3） (6x+4y)+(x-5y) （4）　(a2+1)-(-5a2+a-1)

次の計算をしなさい。
（1） 2(5a-2b) （2）　(8x-12y)/4

（3） 2(a-b)-(a+b) （4）　　　　　　-　　　　　

次の計算をしなさい。
（1） (-6x)*(-3xy) （2）　(-10x2y)/5x2

（3） 12x2y/2x/3y （4）　2b2/4ab*6a3

x=3、y=-4のとき、次の式の値
あたい
を求めなさい。

（1） 3x+y-x-2y （2）　2xy-5xy-3xy

（3） 2(3x-4y)-3(x-2y) （4）　3xy*(-8y)/6xy

次の計算の答えがあうように、　に+、-、*、/を
あてはめなさい。

（1） a　　b　　2a　　2b=3a-b

（2） 5a　　b　　a　　4b=ab

（3） (4a　　4a　　4a)　　4=a

1

2

3

2x+y

4

x+5y

6

4

5

6

基本の問題 解答例▶p.230	1節　文字式の計算

単項式と多項式
▶p.14〜15

同類項
▶（1）（2）p.16	例１

多項式の加法と減法
▶（3）p.17	例２
▶（4）p.18	例４

いろいろな
多項式の計算
▶（1）p.19	例１
▶（2）p.19	例２
▶（3）p.20	例３
▶（4）p.20	例４

単項式の乗法と除法
▶（1）p.22	例３
▶（2）p.22	例４
▶（3）（4）p.23	例５

式の値
▶p.24	例１

文字式の計算
▶p.16〜23

20

15

10

5

15

10

5

式
の
計
算

１
章

25

次の式は単
たん
項
こう
式
しき
、多項式のどちらですか。また、何次式ですか。

（1） 2a （2）　a2+2 （3）　3a-8 （4）　5xyz

（5） 9x （6）　6a3-a2 （7）　7a2 （8）　x2-4x+3

次の多項式は何次式ですか。また、それぞれの多項式の項を
答えなさい。
（1） 2x-5y+4xy （2）　a2+ab 

（3） x2-　+　 （4）　5a+3a2b

次の計算をしなさい。
（1） 5x+4y-3x （2）　2a2-a-5a2+7a

（3） (7x-4y)+(2x-y) （4）　(5a+2b)-(3a-5b)

（5） 4(3a-2b) （6）　(-2x+y)*(-3)

（7） 3(x-2y)+(x+4y) （8）　(2a-b)-2(a+4b)

（9） (-4x)*6y （10）　(-2a)2

（11） 15x2/5x （12）　8ab/4ab

x=5、y=-　のとき、次の式の値
あたい
を求めなさい。

（1） 6x-4y+5(2y-x) （2）　2x2y/3xy*(-6y)

nを自然数とするとき、いつでも6でわり切れる自然数になる式を、
次のア～カの中からすべて選びなさい。
ア　6n イ　n+6 ウ　3n+6

エ　6n+6 オ　6(n+2) カ　　

次の等式を、〔　〕の中の文字について解きなさい。
（1） x+2y=10　〔y〕 （2）　l=2πr　〔r〕

「１章　式の計算」で学んだことをふり返って、できるように
なったことやもっと知りたいことなどをかきましょう。

1

2

x

4

3

4

3

4 1

2

5

n

6

6

1章の問題 解答例▶p.230	
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次の計算をしなさい。
（1） x+　y+2x+　y （2）　(3x-2y+1)/　

（3） 2x-5y+5(2x-y) （4）　4(3a-b)-2(a-2b)+5(b-2a)

（5） 　　　-　　　 （6）　5a*(-a)2

（7） 2ab*(-3a2)/4ab （8）　2y/(-4xy)*(-12xy2)

次の等式を、〔　〕の中の文字について解きなさい。

（1） m=　　　　　〔a〕 （2）　-4x-3y=5x-2　〔y〕

右の 2つの円柱で、アの体積は、
イの体積の何倍かを求めなさい。
また、アの側面積は、イの
側面積の何倍かを求めなさい。

1
1

3

2

3

1

4

2x+y

3

x-2y

2

2
3a+5b

2

3

B
P

A
x y

1

2

a b

b a

ア イ

右の図のように、線分AB上に点Pをとり、AB、
AP、PBをそれぞれ直径とする円をかきます。
ABを直径とする円の周の長さを 1 、AP、PBを
それぞれ直径とする円の周の長さの合計を
2 とするとき、 1 、 2 について、下のア～エの
中から正しいものを１つ選びなさい。また、それが
正しいことを、AP=x、PB=yとして説明しなさい。

ア　 1 は 2 より長い。　 イ　 1 は 2 より短い。
ウ　 1 は 2 と等しい。　 エ　 1 と 2 の関係については判断できない。

4
説明できるかな？

とりくんでみよう 解答例▶p.230

ためす
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基本の問題
その節で学んだ基本的な問題です。

2年 p.36

とりくんでみよう
その章で学んだ内容の応用的・発展的な問題です。

2年 p.35

章の問題
その章で学んだ標準的な問題です。

解答例
《次の章を学ぶ前に》や《章の問題》
などに加え、新たに《基本の問題》の
解答例を載せています。

小節
原則、1小節１時間の構成になっています。

230

1　  章　式の計算

次の章を学ぶ前に� p.11

1  （順に）
 （1）　3x、3  （2）　-5a、-5
 （3）　b、1

2  （順に）
 （1）　2、3  （2）　6、24

 （3）　2、8、6 （4）　　、　、6

3  （1）　14  （2）　4
 （3）　9  （4）　-9

基本の問題� 1節　文字式の計算　p.25

1  （1）　単項式　1次式 （2）　単項式　2次式
 （3）　多項式　2次式 （4）　多項式　2次式
 （5）　多項式　2次式 （6）　多項式　3次式
2  （1）　7x-5y （2）　6ab
 （3）　7x-y （4）　6a2-a+2
3  （1）　10a-4b （2）　2x-3y

 （3）　a-3b （4）　 

4  （1）　18x2y （2）　-2y
 （3）　2x （4）　3a2b
5  （1）　10 （2）　72
 （3）　17 （4）　16
6  （順に）
 （1）　+、+、- （2）　*、-、*
 （3）　+、-、/
 　（ または-、+、/、または*、/、/、 

または/、*、/）

基本の問題� 2節　文字式の活用　p.34

1  （1）　 28-2-8=18 
57-5-7=45 

90-9-0=81 など 
（予想） 2けたの自然数から、その数の 

十の位の数と一の位の数をひくと、

その答えは 9の倍数になる。
 （2）　 ㋐　10x+y ㋑㋒　x、y（順不同） 

㋓　9x ㋔　9
2  （1）　x=9-4y

 （2）　a= 

 　または　a=  b+ 

 （3）　x=2y-6 （4）　b= 

� p.351章の問題

1  （1）　単項式　1次式 （2）　多項式　2次式
 （3）　多項式　1次式 （4）　単項式　3次式
 （5）　単項式　1次式 （6）　多項式　3次式
 （7）　単項式　2次式 （8）　多項式　2次式

2  （1）　2次式  項 2x、-5y、4xy
 （2）　2次式  項 a2、ab

 （3）　2次式  項 x2、-　、　

 （4）　3次式  項 5a、3a2b

3  （1）　2x+4y （2）　-3a2+6a
 （3）　9x-5y （4）　2a+7b
 （5）　12a-8b （6）　6x-3y
 （7）　4x-2y （8）　-9b 
 （9）　-24xy （10）　4a2

 （11）　3x  （12）　2

4  （1）　2  （2）　10

5  ㋐、㋓、㋔

6  （1）　y=  （2）　r=

� p.36とりくんでみよう

1  （1）　3x+y  （2）　12x-8y+4
 （3）　12x-10y （4）　5b

 （5）　  （6）　5a3

 （7）　-　a2  （8）　6y2

2  （1）　a= 　 （2）　y=　

3

4

3

4

4x-7y

12

2b+7

5
2

5

7

5
2
a

x

4

3

4

10-x

2

l

2π

x+8y

6
3

2

2m-5b

3

-9x+2

3

解答例
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例1

　6ab - a2

=6ab +( -a2 )

　　　項

多項式6ab-a2の項は、6ab、-a2です。

次の多項式の項を答えなさい。
（1） 2x+5 （2）　3a-2b

（3） x2+　x-3 （4）　-4x2y-3x+4y

問1

1

2

　カレンダーから十字形に 5つの数を選んだとき、
その真ん中の数をxとすると、選んだ 5つの数の
和は、右下の図から
　　(x-7)+(x-1)+x+(x+1)+(x+7)=5x
　よって、その 5つの数の和は、真ん中の数xの
5倍になることがわかります。
　したがって、5つの数の和を5でわると、
真ん中の数を求めることができます。

式の形や、かけ合わされた文字の個数に着目して
文字式の特

とく
徴
ちょう
を調べよう。

めあて

多項式の項

　5xやab、x2のように、数や文字についての乗法だけで
できている式を単

たん
項
こう
式
しき
といいます。xや-1のような、

1つの文字や 1つの数も、単項式と考えます。

　一方、2x+1のように、2つ以上の単項式の和の形で
表される式を多

た
項
こう
式
しき
といい、1つ 1つの単項式2x、1を、

多項式2x+1の項といいます。
 x-1=x+(-1)だから、x-1も多項式です。

単項式
5x　　ab

x2　　x

-1

多項式
2x+1
x-1

x-7

x-1 x x+1

x+7

1 2 3

6 7 8 9 10

13 14 15 16 17

20 21 22 23 24

4 5

11 12

18 19

25 26

27 28 29 30

文字式の計算1節
単項式と多項式1

20
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10

5
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10

5

２年１章　221117

14

例3

例2

次数が最も大きい項に
着目すればいいね。

2個

3個

6ab= 6 * a * b

-4x2y= -4 * x * x * y

2次式
3x2 -2x +4

2 次の項　1次の項　定数項

（1） 3x+2や2a-3bは、1次式です。
（2） x3やa2b+4ab-bは、3次式です。

次の式は何次式ですか。
（1） x+2y （2）　a2-a+3 （3）　-8x3

（4） 1-a （5）　　b-3c （6）　x-y2+2xy2

問3

4

5

（1） 6abの係数は6で、
 次数は2です。
（2） -4x2yの係数は-4で、
 次数は3です。

次の単項式の係数と次数を答えなさい。
（1） -3x （2）　a （3）　5xy2

（4） -a2 （5）　　abc （6）　

 多項式では、各項の次数のうちで最も
大きいものを、その多項式の次数といいます。
　多項式3x2-2x+4では、2次の項3x2の
次数2が最も大きいから、この多項式の次数は
2です。

問2

1

3

xy

2

 単項式6abや-4x2yで、文字の部分ab、x2yは
　　　　a*b　　　　x*x*y
のように、それぞれ 2個の文字、3個の文字の積です。

n次式

単項式の係数と次数

 次数が2の式を 2次式といいます。

 単項式で、かけ合わされた文字の個数を、
その単項式の次

じ
数
すう
といいます。

確かめ　▶1年
4xという項で、
数の部分4を
xの係数という。

身につける

身につける
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日 月 火 水 木 金 土

6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

4

11

18

25

5

12

19

26

4月

何かきまりがあるのかな？

式の計算章1

 陸さん 陸
りく

さんのお姉さん

カレンダーから十字形に5つの
数を選んで、その5つの数の
和を求めてごらん。

？

？ ？ ？

？

選んだ5つの数の真ん中は
15でしょう？

8+14+15+16+22=75

8

14 15 16

22

75になったよ。

えっ、
どうして
わかったの？

日 月 火 水 木 金 土

6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

4

11

18

25

5

12

19

26

4月

12

なぜ、お姉さんは陸さんが選んだ5つの数の
真ん中の数をあてられたのでしょうか。 式

の
計
算

1
章

1年では、文字を使って数量の関係などを式で表したり、
式の意味を読み取ったり、式の計算のしかたを考えたりしました。
この章では、式の計算や変形のしかたを学び、
文字式をいろいろな場面で活用できるようになりましょう。

ほかの5つの数を選んだ場合も
試
ため
してみよう。
共通するきまりがあるのかな。

x

真ん中の数をxとすると、
選んだ5つの数の和は、
どんな式で表せるかな。

ためす

13

1716



主体的・対話的で深い学びを実現する教科書

主体的・対話的で
深い学びを実現するために
数学の学びでは、問題解決の結果だけではなく、その過程が大切です。

主体的・対話的で深い学びを実現できるようにするため、

自分で考え、対話を通して学び合う問題解決の過程を示しました。

内角外角

外角

外角

外角

内角 内角

内角

n角形の内角の和を求めましょう。

三角形の内角の和に着目して、n角形の内角の和の求め方を
考えよう。

めあて

　多角形についても、三角形と同じように、
内角と外角を考えることができます。

陸
りく
さんは、まず、四角形の内角の和について
考えてみることにしました。
陸さんと同じ方法で、五角形の内角の和を求めましょう。
また、その求め方を図と式で表しましょう。

三角形の内角の和は180°ということが
わかったけど、十角形のような、
もっと頂点の数が多い多角形の内角の和は
どうなっているのかな。

四角形は、1本の対角線で2つの
三角形に分けることができます。
1つの三角形の内角の和は
180°だから
　　180°*2=360°
四角形の内角の和は360°です。

表現の例

対話シート 3▶︎p.255

6 多角形の内角の和を求めよう 学び合おう

いくつかの場合から
予想する

具体的な数で考える

大切な見方・考え方
1 見通しをもとう

真
ま
衣
い
さん

陸さん

5

5

10

図
形
の
性
質
と
合
同

４
章
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（1）  陸
りく
さんと同じ方法で、六角形、七角形を1つの

 頂点から出る対角線でいくつかの三角形に分け、
 内角の和を求めましょう。また、その考え方が
 わかるように、図と式で表しましょう。

（2）  次の表を使って、これまでに調べたことを整理してみましょう。

上の表からきまりを見つけて、気づいたことを
話し合いましょう。また、話し合ったことを
もとに、n角形の内角の和を求めましょう。

　
　n角形は、1つの頂点からひいた対角線によって、
(n-2)個の三角形に分けることができます。
　このことから、次のことが成り立ちます。

3 話し合おう

三角形 四角形 五角形 六角形 七角形 … n角形

頂点の数 3 …

三角形の数 1 …

内角の和を求める式  180°*1 …

1

2
3

n-2

n角形の内角の和は180'*(n-2)である。

頂点の数が１つ増えると、
内角の和は何度増えるかな。

頂点の数と三角形の数には
どんな関係があるかな。

2 考えよう

知っていることを
使えるようにする

三角形の内角の和を
使えるように
補助線をひく

大切な見方・考え方

関連づけてまとめる

共通する考え方に
着目してまとめる

大切な見方・考え方

　多角形の内角の和

 彩
あや

さんレオさん

5

10

15

5

10

15

112

めあて

3 話し合おう

１年

p.52-53 ☆平均値の求め方をくふうしよう
p.80-82 ◆碁石の総数を表す式を求め説明しよう
p.148-149 ☆何m走ることができるかを考えよう
p.178-179 ◆作図の方法を説明しよう

２年

p.32-33 ☆スタート位置を決めよう
p.92-93 ☆総費用で比べよう
p.111-113 ◆多角形の内角の和を求めよう
p.178-179 ☆くじのあたりやすさを調べて説明しよう

３年

p.36-37 ◆数の性質を見いだし証明しよう
p.112-114 ☆自動車が止まるまでの距離を考えよう
p.174-175 ☆船の位置を見つけよう
p.195-196 ☆どこまで見えるか調べよう

掲載箇所一覧学び合おう

☆印は日常生活や社会の
事象を、◆印は数学の事象を
扱う数学的活動です。
また、それぞれの場面で
言語活動を充実させています。

2 考えよう

対話的な学びを
実りあるものにするために、
まずは各自で問題解決に
取り組みます。

友だちの考えと同じところは
ないか、よりよい解決方法は
ないかなどを話し合います。
多様な考えを知り認め合う
ことで協働的な学びの効果が
高まります。

話し合いの観点について、
生徒キャラクターの発言を
参考にすることができます。

2 年 p.111 2 年 p.112

1 見通しをもとう

学び合おう

問題解決の見通しを立てます。

を起点として主体的に

学習を始めます。

主体的・対話的で深い学び 協働的な学び

日常生活や社会の

事象、数学の事象

から問題を見いだし

解決する過程を

丁寧に示しています。

本時の学習のめあてを
確認します。
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数学的活動
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n角形の内角の和を求めるときに、
どんな方法や考え方が役に立ちましたか。

多角形について、次の問いに答えなさい。
（1） 十角形の内角の和を求めなさい。
（2） 内角の和が1800'である多角形は何角形ですか。

真
ま
衣
い
さんとレオさんは、それぞれ陸さんとは

ちがう方法でn角形の内角の和を求めました。
次の図は、３人が考えた図です。

（1）  真衣さんとレオさんの考え方でn角形の内角の和を表した式を、 
次のア～カの中から1つずつ選びなさい。

 ア　180'*(n-2)　　　　　 イ　180'*(n-1) 

 ウ　180'*(n-1)-180'　　 エ　180'*n-180'

 オ　180'*(n-1)-360'　　 カ　180'*n-360'

（2） ３人の考え方に共通しているのは、どんなことですか。

問1

真衣さんとレオさんの図をもとに、
n角形の内角の和の求め方を
説明してみよう。

補充問題21
▶︎p.222

レオさん

ほかの方法を考える

三角形のつくり方を
考える

大切な見方・考え方

陸さん 真衣さん

4 ふり返ろう

5 深めよう

比べて考える

共通する考え方や
異なる考え方に
着目する

大切な見方・考え方

ためす

5

10

15

5

10

15
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対話シートを中心に授業を進め、授業の終盤に
教科書を使って、まだ出ていない考え方や
よりよい説明の仕方を確かめるといった
使い方もできます。

主体的・対話的で深い学びを実現する教科書

対話シート

豊富な QR コンテンツで
学びを深めることができます。

2 年 p.113

１〜３年 p.9

2 年 p.255

4 ふり返ろう

問題解決の結果や過程を
振り返り、授業を通して
何を得たのかを自覚したり、
得たことを活用すれば
どんなことができるのかを
発見したりします。

新たな問題を見いだして、
統合的・発展的に考えたり、
学んだことを別の場面で
活用したりして、学びを
深めます。

5 深めよう

ためす

　　　　　　　   には、切り離して使えるワークシートを巻末に用意しています。

対話シートを使って、自分の考えを整理し、互いに考えを伝え合う協働的な学びを通して、

考える力や説明する力を高めることができるようにしています。

学び合おう

各自で学習をふり返って、
次のようなことをかこう。
1　わかったこと
2　役に立った考え方
3　よさを感じたこと
4　生活との関わり
5　次にしたいこと、
　　さらに調べたいこと
 など

学習をふり返ろう

各学年の巻頭の
《ノートのくふう》には、

左のような振り返りの
観点のほか、振り返りの
具体的な記述例も示しています。

ミシン目を施しているので、
簡単に切り離すことが
できます。

一般的なノートより
ひとまわり小さいので、
学習の記録として
ノートに貼って残すことが
できます。

各自の学習の振り返りを
記入することができます。

主
体
的
・
対
話
的
で

深
い
学
び

特
集
１
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主体的・対話的で深い学びを実現する教科書

2 年 p.130

2 年 p.26

1 年 p.31

日々の学習を助ける大切な
見方・考え方

数学的な見方・考え方 知識及び技能 思考力、判断力、表現力等

数の関係に着目する

大切な見方・考え方

根拠を明らかにする

大切な見方・考え方

結びつけて考える

大切な見方・考え方

数に着目する

大切な見方・考え方

同じように考える

大切な見方・考え方

関連づけてまとめる

大切な見方・考え方

数量の関係に着目する

大切な見方・考え方

いくつかの場合から
予想する

大切な見方・考え方

知っていることを
使えるようにする

大切な見方・考え方

広げて考える

大切な見方・考え方

生徒が学習の過程を振り返る際は、
　　　　　   を見ることで、
問題解決の場面でどのような
数学的な見方・考え方を
働かせたのか確認することが
できます。

大切な見方・考え方

図形の関係に着目する

大切な見方・考え方

場合を分けて考える

大切な見方・考え方

条件を変えて考える

大切な見方・考え方

数学の問題にする

大切な見方・考え方

比べて考える

大切な見方・考え方

ふり返って考える

大切な見方・考え方

ほかの方法を考える

大切な見方・考え方

ほかの場面で活用する

大切な見方・考え方

いくつかの場合から予想する

大切な見方・考え方

数量や図形及びそれらの関係といった数学的な視点に着目すること数学的な見方

統合的・発展的な考え方 これまでに学習したことと関連付けたり、
今わかっていることから他にわかりそうなことを考えたりすること

1年 p.80

右の図のように、1辺に n個ずつ碁
ご
石
いし
を並べて

正三角形の形をつくります。
碁石の総数をnの式で表しましょう。

　簡単な場合を考えてから、n個の場合を考えましょう。

彩
あや
さんは、1辺が「5個の場合」や「6個の場合」を
考えてから、「n個の場合」を考えることにしました。
次に示したのは、彩さんの考えを示したノートの一部です。

［彩さんのノート］

彩さんの考えをもとに、1辺が n個の場合の碁石の総数を
式に表しましょう。

図と式を使って碁石の総数を表す式を求め、
その求め方を説明しよう。

彩さんとはちがう方法で碁石の総数を表す式を求め、
その式の求め方を、301ページの対話シートにかきましょう。

めあて

p.78のチャレンジの答　(1) 　a　(2) -3n
2
7

n
個

文字式の活用3節
碁石の総数を表す式を求め説明しよう1

いくつかの場合から 
予想する

具体的な数で考える

大切な見方・考え方

対話シート 2▶p.301

学び合おう

1 見通しをもとう

2 考えよう

■1辺が5個の場合　　　■1辺が6個の場合　　　■1辺がn個の場合

5
個

6
個

n
個5

個
6
個

n
個

4 * 35 - 1

5
個

6
個

n
個

5 * 36 - 1

80

5

5

10

15

ためす

ためす

次のア～ウの文と図は、~AOBの二等分線を
作図する手順を説明したものです。この作図の
方法が正しいことを示すには、どうすれば
よいでしょうか。
ア  OC= ODとなる点C、Dを、~AOBの 

辺OA、OB上に、それぞれとる。
イ  点Oのほかに、CP= DPとなる
　　点Pをとる。
ウ  半直線OPをひく。

証明すべきことがらを見いだして、その証明をしよう。

　 の作図の方法が正しいことは、
　　　 OC=OD、CP=DP ならば ~COP=~DOP

が正しいことを導くことで証明することができます。

右のような図で、OC=OD、CP=DPならば
~COP=~DOPであることの証明を
完成しなさい。

めあて

問1

　

　
　
　
　
　
　
　
　

;OCPと において
仮定から　　　　 OC =  ………①
　　　　　　　　 CP =  ………②
共通な辺だから　 OP = OP  ……………③
①、②、③より、

から
　　　　　 ;OCP #

合同な図形の対応する角の大きさは等しいから
　　　　　 ~COP = ~DOP

P

C

D
O

P

C

D
O

［仮定］

［結論］

P

A

C

D BO

ア
イ

ウ

イ

作図の手順のアとイが
仮定にあたるね。

三角形の合同条件を使う証明6

数学の問題にする

仮定と結論を
明らかにする

大切な見方・考え方

証明

見る

5

10

15

20

25

5

10

15

20

25

30

130

1 年で学んだ角の二等分線の作図の手順から、
長さが等しい線分の組などに着目して、
命題を見いだし表現する活動の場面です。

数の性質を帰納的に見いだす活動の場面です。

正の数と負の数の加減を考えることによって、
減法の計算を加法の計算と統合的にみる
活動の場面です。

例1

連続する3つの整数の和は、3の倍数になることを、
文字を使って説明しましょう。

まず、連続する3つの整数を1つの文字を使って
表すことを考えます。
nを整数とすると、連続する3つの整数は、
n、n+1、n+2と表せます。

考え方

1、2、3や6、7、8のような連続する
3つの整数の和について、いつでも
成り立つ性質を予想しましょう。

数の性質を予想して、それがいつでも成り立つことを
文字を使って説明しよう。

　 で調べたことから、連続する3つの整数の和について、
次のことが予想できます。

　連続する3つの整数の和は、3の倍数になる。…ア

！注意	整数の範
はん
囲
い
で、ある数の倍数というときには、

 (ある数)*(整数)と考えます。
 したがって、-6や0も3の倍数です。

　整数は無数にあるので、アについて、すべての場合を
調べることはできません。そこで、いつでも成り立つことを、
文字を使って説明する方法について考えましょう。

めあて

連続する3つの整数の和

　

1 + 2 + 3 = 6

6 + 7 + 8 = 21

19 + 20 + 21 = 60

+ + =

 6 =3*2
 -6 =3*(-2)

 0 =3*0
 (3の倍数) =3*(整数)

6 、 7 、 8
6 、 6 +1 、 6 +2
n 、 n +1 、 n +2

文字式の活用2節
文字を使った説明 11

いくつかの場合から予想する

大切な見方・考え方

20

25

15

10

5

20

15

10

5
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26

各小節では、それぞれの学習場面の横欄に〈大切な見方・考え方〉を示すことで、

生徒が数学的な見方・考え方を働かせながら、知識及び技能を習得したり、

思考力、判断力、表現力等を育成したりできるようにしました。

条件を変えて考える

正三角形→別の図形

大切な見方・考え方

条件を変えて考える

速さ一定→道のり一定

大切な見方・考え方

条件を変えて考える

45°→ほかの大きさの角

大切な見方・考え方

汎用的な見方・考え方
具体的な見方・考え方

正
の
数
と
負
の
数

１
章

（1） 4-10

　=-6

（2） -2-5

　=-7

次の式の正の項と負の項をそれぞれ答えなさい。
また、式の計算をしなさい。
（1） -3-7 （2）　-4+9 （3）　-8+5

（4） 2-6 （5）　19-27 （6）　-30+30

　7-9+8-5のような式でも、次のように、正の項、
負の項をそれぞれまとめて計算することができます。
　7-9+8-5
=7+8-9-5

=15-14

=1

！ 注意  計算の結果が正の数のときは、答えの正の符号+を 
省くことができます。

次の式の正の項と負の項をそれぞれ答えなさい。
また、式の計算をしなさい。
（1） 3-5-9 （2）　-19+12-2

（3） 1-4-6+10 （4）　14-5-11+8

（5） 65-16+5-14 （6）　29+7-8-29

問 2

問 3

　4-10のような計算は、(+4)と(-10)の和と考えて
計算することができます。

　( -2 )+ ( -5 )

=-7
-2 -5

　( +4 )+ (-10 )

=-6
-10+4

　( +7 )+ ( -9 )+ ( +8 )+ ( -5 )

= ( +7 )+ ( +8 )+ ( -9 )+ ( -5 )

= (+15 )+ (-14 )

=1

-5+7 +8-9

かっこを省いた式の計算例 2

補充問題１
▶p.269

関連づけてまとめる

4-10=(+4)+(-10)

 減法　　　加法

大切な見方・考え方

31

5

5

10

10

15

15

20

20

身につける

関連づけてまとめる

4-10=(+4)+(-10)

 減法　　　加法

大切な見方・考え方

論理的な考え方 「～だから…と考える」のように、
何かしらの根拠に基づき筋道立てて考えること

5
種類

5
種類

18
種類

8
種類

いくつかの場合から 
予想する

具体的な数で考える

大切な見方・考え方

数学の問題にする

仮定と結論を
明らかにする

大切な見方・考え方
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スタート位置はどれだけずらせばいいの？

維
い
新
しん
百年記念公園陸上競技場（山

やま
口
ぐち
県山口市）

▶️p.32　スタート位置を決めよう

3つの立体の体積の比は？ ▶️p.209  学びに向かう力を育てよう

水平線までの距
きょ
離
り
は？ ▶️p.195　どこまで見えるか調べよう

与
よ
論
ろん
島
じま
の兼

かね
母
ぼ
海岸（鹿

か
児
ご
島
しま
県大
おお
島
しま
郡）

数学を生かす・楽しむ教科書

興味・関心を引き出す紙面
生徒の興味・関心を学びの推進力とするための工夫をしています。

表紙をめくった巻頭見返しには、生徒に疑問を抱かせ、どうすれば疑問を解消できるのかと

興味を引くような事柄を写真を使った楽しい紙面で紹介しています。

2 年 p.32

1 年 p.209

3 年 p.195

2 年巻頭見返し

1年巻頭見返し

3年巻頭見返し

写真とシンプルな問いかけで、
生徒の「なんだろう？」という
気持ちを引き出します。

ゴールの位置は全レーンが
第１レーンのスタート位置と同じ

第１レーン
第２レーン
第３レーン
第４レーン

スタート位置は外のレーンほど前に設ける

………………この周の長さを  
第1レーンの1周の
長さとする　 

…………………この周の長さを  
第2レーンの1周の
長さとする　 

　陸上トラックのセパレートコースを
1周すると、内側のレーンより外側の
レーンの方が長くなります。
　ゴールの位置を同じにして、各レーンの
スタートからゴールまでの長さを等しく
するには、各レーンのスタート位置を
どのくらいずらせばよいでしょうか。

数学の問題にしよう

 陸上トラックを、下の図のような、
2つの半円と 1つの長方形を組み合わせた
形とみることにします。
　また、各レーンの内側の周の長さを、
そのレーンの 1周の長さとします。

各レーンの幅
はば
を 1ｍとして、第 2レーンと第 1レーンの

1周の長さの差を求めてみましょう。

対話シート 1▶p.247

4 スタート位置を決めよう 学び合おう

数学の問題にする

条件を明確にする

大切な見方・考え方

身近なことがら

真
ま
衣
い
さん

ほかに何を決めればいいかな。

10

15

5

15

10

5

２年１章　221117
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主体的に学習に取り組む態度思考・判断・表現
学びに向かう力を育てよう

半径rの球の表面積をS、
体積をVとすると
　　S 	=4πr2

　　V	=　πr3
4
3

例2

半径 2cmの球の体積は　　π*23=　　π(cm3)　

半径 3cmの球の体積を求めなさい。

半径 9cmの半球の表面積と
体積を求めなさい。

4

3

32

3

問3

問4

　問2の実験からわかるように、
半径rの球の体積Ｖは、底面の半径がrで、
高さが2rである円柱の体積の　です。

 したがって、半径rの球の体積Ｖは、
次のように求められます。

　　Ｖ =(πr2*2r)*

 =2πr3*

 =　πr3

2

3

2

3
2

3
4

3

球の体積

r

9cm

r 2r

r

πr 2*2r =(π*r*r)*(2*r) 

=2*π*r*r*r 

=2πr 3

補充問題37
▶︎p.276

　球の表面積と体積

次のイ、ウの立体の体積は、それぞれアの
立体の体積の何倍ですか。
ア　底面の半径が 3cm、高さが 6cmの円錐
イ　半径 3cmの球 (問3)
ウ　底面の半径が 3cm、高さが 6cmの円柱

6cm
3cm

3cm

ふり返りシート 4▶︎p.311

5

5

10

10

15

15

20

空
間
図
形

6
章

209

　陸
りく
さんは海岸から水平線を見ています。

見える限界の地点は陸さんからどれくらい
離
はな
れているでしょうか。

数学の問題にしよう

　上のことがらを考えるために、地球の形を球とみなして、
地球の中心Oと陸さんの目の位置A、見える限界の
地点Pの位置の関係を考えましょう。

P

A

O

できるだけ遠くを見ようと
すると、陸さんの視線は
図のようになるね。

陸さんの目の高さを150cm、地球の半径を6378kmとして、
陸さんがいる場所から見える限界の地点までの距

きょ
離
り
を

求めましょう。

のことがらについて、どのように考えれば
答えを求められるか見通しをもちましょう。

　右の図のように、地球の断面を円と
みなして考えると、陸さんの目の
位置Aと見える限界の地点Pを結ぶ
直線APは、円Oの接線になります。
したがって、;APOは~APO=90'の
直角三角形になります。

A

P

O

図から、3点O、A、Pの
位置関係について、どんな
ことがいえるかな。

対話シート 4▶p.293

4 どこまで見えるか調べよう　 学び合おう

数学の問題にする

条件を明確にする

大切な見方・考え方

身近なことがら

彩
あや
さんレオさん

1 見通しをもとう

知っていることを
使えるようにする

三平方の定理を
使えるように
補助線をひく

大切な見方・考え方

確かめ　▶1年
円の接線は、 
接点を通る半径に
垂直である。

ためす

5 5

10 10

15

15

20

20

三
平
方
の
定
理

7
章

195

巻頭見返しの内容は本文の学習と
リンクしています。
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数学のよさを実感できる
数学的活動の充実

日常生活や社会の事象の問題解決

日常生活や社会の事象、数学の事象から問題を見いだし

解決する数学的活動を通して、数学のよさを実感できるようにしています。

言語活動数学的活動

数学を生かす・楽しむ教科書

船の位置を見つけよう6

　海上の船で、鹿
か
児
ご
島
しま
県庁がある方向から

30'右を向くと、かごしま水族館がありました。
また、桜

さくら
島
じま
北
きた
岳
だけ
の山頂がある方向から

90'左を向くと、仙
せん
厳
がん
園
えん
がありました。

　このとき、船は次の地図上のどの位置に
いたのでしょうか。

　上のことがらを考えるために、鹿児島県庁をA、
かごしま水族館をB、桜島北岳の山頂をC、仙厳園をD、
船の位置をPとします。~APB=30'、~CPD=90'に
なる点Pの位置について考えましょう。

身近なことがら

数学の問題にしよう

30°

90°

C

D

P

B

A

C

学び合おう

桜島（鹿児島県）

対話シート 3▶p.291

C

桜島北岳の山頂

D

仙厳園

鹿児島

央
中
島
児
鹿

B

かごしま水族館

南鹿児島
A

鹿児島県庁

3 年 6 章　221027

174

5

5

10

15

20

10

~ A P B =30°、~ C P D =90°になる点Pの位置を見つけましょう。

2点A、Bが平面上の決まった点であるとき、~APB=30'
である点Pは、どんな図形の上にあるでしょうか。

　~APB=30'だから、点PはABに対する円周角が30'、
つまり、ABに対する中心角が60'となるような
円の周上にあります。

円の性質を活用して、点Pの位置を見つけよう。

（1）  2点C、Dが平面上の決まった点であるとき、 
~CPD=90'である点Pは、どんな図形の上にあるでしょうか。

（2） ~APB=30'、~CPD=90'になる点Pの位置を作図で求めましょう。

前ページの地図において、作図でどのように点Pの
位置を求めることができるか話し合いましょう。

を解決するとき、これまでに学んできた
どんな方法や考え方が役に立ちましたか。

海上以外でも、 身近なことがら の条件を満たす場所を
Qとします。Qはどこでしょうか。

めあて

1 見通しをもとう

図形の関係に着目する

円周角と中心角の
関係について考える

大切な見方・考え方

ほかの場面で活用する

条件に合う場所に
ついて考える

大切な見方・考え方

2 考えよう

5 深めよう

4 ふり返ろう

根
こんきょ
拠を明らかにする

図とことばで説明する

大切な見方・考え方3 話し合おう

30'

30'

30'

P
P

P

ABレオさん

60°の角は正三角形を
かくとつくれるね。

円周角の定理の逆の
考え方を使えば…。

175

円
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見る

3 年 p.174

3 年 p.175

1 年 p.81

日常生活や社会の事象を
数学の問題にする際の
出発点となる場面を
示しています。

日常生活から生まれた
疑問などを解決するために、
条件を決めて数学の問題に
する数学化の過程を
示しています。

学んだことを他の場面で
活用したり、問題の条件を
変えたりすることで、
新たな問題を見つける
活動を扱っています。

身近なことがら

数学の問題にしよう

数学の事象の問題解決

言語活動

3の平方根は 3 と- 3 、すなわち[ 3 です。

次の数を根号を使って表しなさい。
（1） 10の平方根 （2） 6の平方根の負の方

　正の数も負の数も2乗すれば必ず正の数になるから、
負の数には、その平方根はありません。
　また、 0 =0とします。

5 と- 5 は5の平方根だから、2乗すると5になります。
　　( 5 )2=5 (- 5 )2=5

 

次の数を求めなさい。
（1） ( 6 )2 （2）(- 13 )2 （3）( 0.5 )2 

（1）    （2）

（3）    （4）    =

次の数を根号を使わないで表しなさい。
（1） 81 （2） - 36 （3） (-7)2 （4） 

問2

問3

1
4

1
2

問4
9
16

　 64 =8

　 (-10)2 = 100 

=10

　- 64=-8

 次の課題　 2 と 5 、- 2 と- 5 では、それぞれどちらが大きいかな。

根号を使った平方根の表し方例2

根号のついた数の平方例3

根号のついた数を根号を使わないで表すこと例4

　平方根

正の数aの平方根は2つあり、
絶対値が等しく、符

ふ
号
ごう
は異なる。

0の平方根は0だけである。

（正）a
a（正）

- a（負）

平方根を
求める

２乗する
（平方する）

x2=-2に
あてはまるxの
値はないね。

47
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方
根
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章
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身につける

3の平方根は 3 と- 3 、すなわち[ 3 です。

次の数を根号を使って表しなさい。
（1） 10の平方根 （2） 6の平方根の負の方

　正の数も負の数も2乗すれば必ず正の数になるから、
負の数には、その平方根はありません。
　また、 0 =0とします。

5 と- 5 は5の平方根だから、2乗すると5になります。
　　( 5 )2=5 (- 5 )2=5

 

次の数を求めなさい。
（1） ( 6 )2 （2）(- 13 )2 （3）( 0.5 )2 

（1）    （2）

（3）    （4）    =

次の数を根号を使わないで表しなさい。
（1） 81 （2） - 36 （3） (-7)2 （4） 

問2

問3

1
4

1
2

問4
9
16

　 64 =8

　 (-10)2 = 100 

=10

　- 64=-8

 次の課題　 2 と 5 、- 2 と- 5 では、それぞれどちらが大きいかな。

根号を使った平方根の表し方例2

根号のついた数の平方例3

根号のついた数を根号を使わないで表すこと例4

　平方根

正の数aの平方根は2つあり、
絶対値が等しく、符

ふ
号
ごう
は異なる。

0の平方根は0だけである。

（正）a
a（正）

- a（負）

平方根を
求める

２乗する
（平方する）

x2=-2に
あてはまるxの
値はないね。
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身につける

0 1-1-2-3 2 3

5- 2 2 5-

正の方向
負の方向

0 1 2 3 (cm)

2cm²

5cm²

2 5

0 21

面積 1

2

3
4
5

2 3 5

2 と 5 では、どちらが大きいですか。
正方形の面積と1辺の長さの関係をもとに
考えましょう。

平方根の大小について考えよう。

　正方形の面積と1辺の長さの関係をもとに
数の大小を考えると、右の図から
　　1< 2 < 3 <2< 5

であることがわかります。
　一

いっ
般
ぱん
に、正の数が大きくなるにしたがって、

その数の正の平方根も大きくなります。
　このことをまとめると、次のようになります。

　これまで学んできたように、
数直線では、正の方向に進むほど
数は大きくなり、負の方向に進むほど
数は小さくなるから、右の図より、
次のようなことがわかります。
　　- 5 <- 2

めあて

0

面積 a

b

a b

平方根の大小3

　平方根の大小

2つの正の数a、bについて　
	 a < b　ならば　 a < b

根号がついた数も、負の数では、
絶対値が大きいほど小さい。

48

3 年２章　221027

15

20

20

15

10

10

5

5

見る

見る

 次の課題

まだ学んでいない事柄に
気づかせ、新たな問題を
見つけるきっかけと
なります。

3 年 p.47

3 年 p.48

（1） 各自で考えた求め方をもとに、どんな求め方があるか、
 話し合いましょう。

（2） 碁石の総数を表す式の求め方を、下の彩さんのように
 説明しましょう。

彩さんが考えた図 ほかの考えの例

［彩さんの対話シート］

正三角形の辺ごとに1つの頂点以外を囲んでいるので、
1つのまとまりは (n-1 )個です。
同じまとまりが３つあるので、碁石の総数は、
3 (n-1 )個になります。

　
 1辺の碁石の数をn個とすると
 　碁石の総数は　3 (n-1 )個

1辺の碁石の数から
1ひいた数

三角形の辺の数

表現の例

n
個

n
個

n
個

n
個

(n-1)個

n
個

根
こん
拠
きょ
を明らかにする

図と式を結びつけて
説明する

大切な見方・考え方

3 話し合おう

彩さん

81

文
字
と
式

２
章

どちらの図にも、
囲みが3つあるね。

彩さんの囲み方には
重なりがないね。

ほかの求め方は
ないかな。

１つの囲みの中に
碁石は何個あるかな。

いろいろな求め方を
見つけて、それぞれの
求め方の特

とく
徴
ちょう
について

話し合おう。

5

5

10

15

数学的な表現を用いて説明している場面を
生徒キャラクターの吹き出しや
ノート風の枠を使って示しています。
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学びに向かう力、人間性等 日常生活への活用
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手順 1

手順 2

興味のあることや
解決したいことから
問題を設定する。

どのようなデータを
どのように集めるか、
計画を立てる。
・アンケートを行う。
・実験をする。
・インターネットや
 本で調べる。
　　　　　　　など

同じ中学生でも、1年生と
2年生で、ちがいはあるのかな。

ぼくは1日8時間
眠
ねむ

るけれど、
ほかのみんなは
どうなのかな。

質問用紙を
つくっているんだけど、
どちらの文案に
しようかな。

答えやすさや
集計のしやすさを
考えると、
どちらがいいかな。

小学生より中学生の方が、
睡
すい

眠
みん

時間が短いという調査結果を
新聞で読んだことがあるよ。

目的にあわせてデータを収集、整理して、その傾
けい
向
こう
をとらえよう。めあて

！注意		調査に協力してくれる相手の気持ちを大切にし、質問のしかたや調査で知った個人情報の 
 扱
あつか
いなどに注意しましょう。

 彩
あや

さんレオさん

 陸
りく

さん真
ま

衣
い

さん

アンケートをして
調べてみよう。

データを集めて活用しよう7

彩さんレオさん

質問の文案 1

　あなたの睡眠時間は、約何時間ですか。（約　　　時間）

質問の文案 2

　ふだん（月～金曜日）、1日にどれくらいの時間、睡眠を
とることが最も多いですか。次の中から選んでください。
ア　5時間未満 イ　5時間以上6時間未満
ウ　6時間以上7時間未満 エ　7時間以上8時間未満
オ　8時間以上9時間未満 カ　9時間以上10時間未満
キ　10時間以上

234

5
5

10

15

10

15

20

その後は

手順 3

手順 4

手順 5

度数分布表を使って、
集めたデータを学年別に
集計してみたよ。
この表から、どんなことが
わかるかな。

データを集めて
整理する。

目的にあわせて
表やグラフに表したり、
範
はん
囲
い
や代表値を

求めたりして、
データの傾向をつかむ。

226ページの例２の方法で
平均値を求められるね。

睡眠時間が
8時間未満の人と
8時間以上の人を分けて
生活習慣のちがいを
調べたら、
何かわかるかな。

生活習慣を改善する
ヒントが見つかるかも
しれないね。
根
こん
拠
きょ
となるデータを

アンケートで集めて、
確かめてみよう。

総度数が異なる
2つのデータを
比べたいから、
相対度数を求めては
どうかな。

調べたことや
わかったことを
まとめたり
発表したりする。

手順 1へもどる。

●ほかの人の意見や質問を参考にして、データの集め方や
整理のしかたをふり返り、改善する。
・データの集め方は適切だったか。
・階級の幅

はば
を変えたヒストグラムをかいてみるなど、

　集めたデータをいろいろな方法で十分に検討したか。
・結論が正しいことの理由を適切に説明できたか。　など

●次に調べてみたいことを考える。

睡眠時間

階級(時間)
度数 (人)

1年生 2年生
以上 未満

〜 5 0 0

5 〜 6 3 9

6 〜 7 37 45

7 〜 8 44 54

8 〜 9 58 50

9 〜 10 18 10

10 〜 0 0

合計 160 168

結論は正しいか、
よりよい解決方法はないかを
ふり返って考えることが
大切だね。

真衣さん

彩さん

真衣さん

陸さん

レオさん

デ
ー
タ
の
活
用
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15
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社会で役立つ
統計的な問題解決の力

PPDACサイクル

統計的な問題解決の方法を身に付け、そのよさを実感できるように、

３学年を通じてデータの素材や学習展開を工夫しました。

PPDACサイクル

数学を生かす・楽しむ教科書

1 年 p.234-235

2 年 p.186-187

2 年 p.193

問題→計画→データ→分析→結論→問題→…という
統計的な問題解決の方法を学び直せるようにしています。
また、批判的に考察し、判断することについて
理解を深められるようにしています。

ヒストグラムと箱ひげ図を並列することで、
それぞれのグラフの特徴やちがいについて
比較して考えることができるようにしています。

生徒にも身近な「猛暑日は増えている？」という
疑問を、データの分布の傾向を比較することで解決する
構成にしています。解決の過程を通して、四分位範囲や
箱ひげ図の必要性やよさを実感させることができます。

日常生活を題材とした問題

ヒストグラムと箱ひげ図

問題

統計的な
問題解決の方法

Problem

計画
Plan

データ
Date

分析
Analysis

結論
Conclusion

問題
Problem

データ
Date

結論
Conclusion

分析
Analysis

問題
Problem

デ
ー
タ
の
比
較

7
章

（気象庁ウェブページのデータをもとに作成）

　次のエ、オの図は、それぞれ、1983年からの20年間と2003年からの
20年間について、福

ふく
岡
おか
で1年間に猛暑日が何日あったかをヒストグラムと

箱ひげ図で表したものです。

上のエ、オの図を比べると、どんな特
とく
徴
ちょう
があると

いえるでしょうか。ヒストグラムと箱ひげ図の形を
もとに考えましょう。

　箱ひげ図全体の長さが長いということは、
データの最大値と最小値の差が大きいことを
意味します。すなわち、そのデータの範

はん
囲
い
が

大きいということです。

問1
話し合おう

0
0

5

10

(回)

(日)5 1510 20 25 30 35
0

0

5

10

15 15
(回)

(日)5 1510 20 25 30 35

年ごとの猛暑日の日数
（2003～2022年、福岡）

年ごとの猛暑日の日数
（1983～2002年、福岡）

(日)0 5 10 15 20 25 30 35 (日)0 5 10 15 20 25 30 35

エ オ

　第 3四分位数から第 1四分位数をひいた値を四
し
分
ぶん
位
い
範
はん
囲
い
といいます。

　　　(四分位範囲)=(第3四分位数)-(第1四分位数)

　範囲が、データにふくまれる
すべての値の散らばりの程度を
表すのに対して、四分位範囲は、
中央値付近にある約50％の値の
散らばりの程度を表します。

約25％ 約25％約25％
約50％

四分位範囲
範囲（レンジ）

約25％

統計ツール

比べて考える

共通する特徴や
ちがいに着目する

大切な見方・考え方

・ データの最大値から 

最小値をひいた値を、 
そのデータの範囲という。 
(範囲)＝(最大値)－(最小値)

確かめ　▶1年

5

5

15

10
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日常生活への活用

計画
Plan

気象データを用いることで
「自分の住んでいる地域ではどうか？」

といった新たな PPDAC サイクルを
回すことができます。

１日の最高気温が35℃以上の日を猛
もう
暑
しょ
日
び

 といいます。

昔に比べて猛暑日が増えているのかを確かめたいと思った
陸さんは、気象庁のウェブページで、1年ごとに猛暑日が
何日あったかを示すデータを見つけました。
次の表1は、大

おお
阪
さか
の猛暑日の日数に関する60年分のデータです。

猛暑日は増えている？

データの比較章7

年 1963 1964 1965 1966 1967 1968 1969 1970 1971 1972

猛暑日 (日) 3 12 2 12 11 1 2 6 5 2

年 1973 1974 1975 1976 1977 1978 1979 1980 1981 1982

猛暑日 (日) 7 3 8 0 6 18 6 0 7 0

年 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992

猛暑日 (日) 9 14 18 4 4 2 2 20 9 3

年 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002

猛暑日 (日) 1 28 18 7 1 6 10 26 21 22

年 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012

猛暑日 (日) 7 20 8 17 16 13 3 31 7 12

年 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

猛暑日 (日) 23 5 11 26 15 27 19 22 15 14

表１　年ごとの猛暑日の日数（大阪）

（気象庁ウェブページのデータをもとに作成）

去年の夏も猛暑日のニュースをよく見たね。
昔は今ほど暑くなかったんだけどね。

そうなの？

1年ごとの変化を見ると
増えたり減ったり
しているね。

陸
りく
さん調べる

186

次の図は、表1の60年分のデータを20年ごとに区切り、
大阪で1年間に猛暑日が何日あったかをデータとしてまとめ、
それぞれのデータの分布をヒストグラムに表したものです。
これらの図から、どんなことがいえますか。

デ
ー
タ
の
比
較

7
章

1 年では、目的に応じてデータを収集し、そのデータの分布の
傾
けい

向
こう

を読み取り、判断することを学びました。
この章では、いくつかのデータの分布の傾向を比

ひ
較
かく

する
新しい方法について学びましょう。

ヒストグラムにすると、
それぞれのデータの最小値や
最大値がわからなくなるね。

レオさん  彩
あや

さん

中央値は、どの階級に
ふくまれているかな。

0
0

5

10
(回)

(日)5 10 15 20 25 30 35

0
0

5

10
(回)

(日)5 10 15 20 25 30 35

0 (日)5 10 15 20 25 30 35
0

5

10
(回)

0 (日)5 10 15 20 25 30 35
0

5

10
(回)

（1983～2002年、大阪）

年ごとの猛暑日の日数
（1963～1982年、大阪）

（2003～2022年、大阪）

統計ツール

187
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大分国際車いすマラソン
　SDGsは、2030年までに、
地球の環

かん
境
きょう
を壊
こわ
すことなく、

世界中のすべての人が安心して
よりよい暮らしができるように
なることをめざした17の目標です。

　1981年に世界で初めての「車いすだけのマラソンの国際大会」として
スタートした大

おお
分
いた
国際車いすマラソンでは、トップ選手になると

42.195kmを１時間20分前後でかけぬけます。

　大分国際車いすマラソンは、今では
世界パラ陸上競技連盟の公

こう
認
にん
大会として、

トップアスリートが国内外から集う
世界最

さい
高
こう
峰
ほう
のレースへと成長しました。

　また、この大会は2000名を超
こ
える協力者やボランティア、企

き
業
ぎょう
からの協賛金、

善意の寄付などによって支えられており、この大会を通じ、世界中に友情の輪が
広がっています。

5

5

10

15

10

SDGsと数学

248

　右の図は、スタート地点からxkmの地点を、
スタートからy分後に選手が通過するとして
かいた比例のグラフです。
　このグラフでは、選手はスタートから
ゴールまで一定の速さで走り、42.195kmを
１時間20分でゴールするものとしています。

　右のグラフで考えると、例えば、
スタート地点から30kmの地点でトップの
選手を待つ場合、xの値

あたい
が30のときの

yの値が55と60の間にあることから、
スタートから55分過ぎにトップの選手が
通過すると予想することができます。

　このように、関数のグラフを活用すると、
未来に起こることがらを予想することができます。

O

20

10

30

40

50

60

70

80

10 20 30 405 15 25 35

42.195

x(km)

y(分)

5

5

10

15

10

249

社会と数学をつなぐコラムや問題
日常生活や社会の中の数学に気づくことで、数学のよさを実感し、

数学を学ぶ意欲を高められるようにしました。 3 年　三澤奈々さん（データアナリスト）
1 年　青木亜美さん

（建築士）

2 年　有川善久さん
（エンジニア）

日常生活への活用 SDGs プログラミングキャリア教育

数学を生かす・楽しむ教科書

1 年 p.279

1 年 p.248-249

3 年 p.218-219
2 年 p.204

1 年 p.250

2 年 p.214-215

SDGsについて数学を通して理解を深められるようにしています。

社会の課題への関心を高めるためのページです。

奈
な
央
お
さんは、家庭でできるSDGsの

取り組みについてインターネットで
調べました。
その結果、シャワーを小まめに止めたり、
標準型のシャワーヘッドから
節水型のシャワーヘッドに変えたり
することで、環境負

ふ
荷
か
を低減できることが

わかりました。

右の図は、x分間でy Lの水やお湯が
出るとして、節水型のシャワーヘッドAと
標準型のシャワーヘッドBを使ったときの
xとyの関係を、それぞれグラフに
表したものです。
右のグラフからわかることについて、
次の問いに答えなさい。

（1） シャワーを使う時間を短くすることを
考えます。
シャワーヘッドAを使っている場合、
シャワーを使う時間を3分間短くすると、
何Lの水を節約できますか。

（2） シャワーヘッドBを使っている場合、シャワーを使う時間を
3分間短くすると、何Lの水を節約できますか。

（3） シャワーヘッドを標準型から節水型に変えることを考えます。
シャワーを10分間使うとき、シャワーヘッドBを使う場合に
比べ、シャワーヘッドAを使うと何Lの水を節約できますか。

3
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教材の内容に関連した
SDGs のアイコンを示しています。

1 年の「活用の問題」には、
SDGsに関連した課題を設けました。

SDGsと数学

を

数学を仕事に生かしている方々のお話を掲載しています。

数学の有用性を感じることができ、キャリア教育の教材にもなります。

数学に関連したプログラミングを体験しながら論理的思考を

身に付けられるコラムを各学年の巻末に掲載しています。

プログラム
と数学
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ためす

プログラミング言語は、
小中学生でも使いやすく
開発され、世界中で
使われている Scratchを
採用しています。

ID 名前 年齢 購入回数 合計購入金額
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

岩佐 鉄平
日高 真矢
白沢 みなみ
天海 遥奈
水口 あすか
磯部 ももこ
塚本 一太郎
無敵 初子
西沢 エリナ
不二 忍

42
28
26
37
24
19
33
38
21
30

1
1
3
1
4
1
2
1
2
1

8735 
2679 
14508 
3504 
21898 
7425 
7459 
5500 
10306 
6718 
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20
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私たちは、企業が集めたさまざまなデータを
分析し、それらのデータの関係性や特

とく
徴
ちょう
を明

らかにすることで、企業の問題解決や売り上げ
向上のお手伝いをしています。
例えばある通

つう
販
はん
サイトが、買い物をしたお客

様について、購
こう
入
にゅう
金額、購入回数、年

ねん
齢
れい
、職

業といったデータを取得しているとします。そ
れらのデータを整理し、数学的な処理を行うと、
どのくらいの金額を使っている人が多いか、ど
の世代、どんな職業の人が最もよく購入してい
るかといったことが見えてきます。すると、ど

のようなお客様に割引券を送ると効果がありそ
うか、といった戦略を考えるのに生かすことが
できます。
私たちデータアナリストは、日々、そのよう

にデータから有用な情報を導くことをめざして
います。その基

き
礎
そ
を支えているのが数学です。

中学時代、私は、数学がどう役に立つのかを
十分に知らないまま学んでいました。でもいま、
数学がいかに人や社会を豊かにするものかが実
感できるようになり、そのおもしろさにますま
すひかれています。

データを分析して
わかること
三
み

澤
さわ

奈
な

々
な
さん（データアナリスト）

プロフィール

　大学ではコンピュータを使った化学反応分
ぶん
析
せき
の研究

を行う。その経験を生かして、データ分析の専門家で
あるデータアナリストに。企

き
業
ぎょう
のデータ分析業務に

携
たずさ
わる。

を

▲コンピュータでのプログラミングも重要▲仮想のお客様データの例
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前ページの通販サイトの例で、利用者の購
入金額と人数の関係をヒストグラムにしたも
のが上の図です。
5000円以上5250円未満の階級の度数が
最も高くなっているのは、「5000円以上で送
料無料」のキャンペーンを行った影

えい
響
きょう
だろ

うと推測できます。また、中央値が5543円
であることから、過半数のデータが5000円
以上であるとわかります。これらのことから、
同キャンペーンが一定の効果を示していると
いえそうです。一方、平均値が6070円で、
中央値よりも大きいのは、ヒストグラムのす
そが右に長く、購入金額が高かった人の方に
ばらつきが大きいことに対応しています。
このように、データを整理し、代表値など
を求めるだけでもいろいろなことが見えてき
ます。
では次に、利用者がどれだけこの通販サイ
トに満足しているかを知りたい場合はどうす
ればよいでしょうか。利用者全体の人数は

19060人にものぼり、全員に調査するのは困
難なため、一部の人にアンケートを取ること
にしました。つまり、標本調査を行うことで、
利用者全体の満足度をできるだけ正確に推定
することをめざします。
この場合重要なのは、母集団から標本をで
きるだけかたよりなく取り出すことです。コ
ンピュータなどで乱数を発生させると標本を
無
む
作
さく
為
い
に抽
ちゅう
出
しゅつ
でき、かたよりを減らせます。

そうして取り出された標本へのアンケート結
果を集計すれば、母集団である利用者全体の
満足度の傾

けい
向
こう
がわかると考えられます。

現在、利用者の購入金額や購入回数といっ
たデータについては、一部の人を抽出して調
査せずとも、デジタル技術によって、比

ひ
較
かく
的

簡単に全利用者の分を集計し、分析できるよ
うになっています。
一方、満足度を尋

たず
ねるなど、全利用者に対

して行うのが難しい調査もあります。そうし
た場合には、標本調査が有効です。

データ分析と数学

▲ヒストグラムをかき、代表値を求めるだけでも多くのことが見えてくる

人
数

購入金額

送料無料の影響

平均値��6070円

中央値��5543円

買い物1回あたりの購入金額の分布
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プログラム
と数学

星形正多角形のアルゴリズムを考えよう

5

5

10

10

15

　問題を解くための計算の方法や処理の手順を、アルゴリズムといいます。

正多角形をかくアルゴリズムを考え、S
ス ク ラ ッ チ
cratchという

プログラミング言語を使って、プログラムをつくります。
1

 「角の数」を5、「辺の長さ」を100に設定して、
このプログラムを実行すると、正五角形をかくことが
できます。

右の図のように、正多角形の辺をのばしてできる図形を、
星形正多角形といいます。
この星形正多角形をかくアルゴリズムを考え、
Scratchを使ってプログラムをつくります。

2

正多角形をかくアルゴリズム

星形正多角形をかくアルゴリズム

正多角形をかくプログラム

星形正五角形

ためす

1  辺の長さの線分をかく。	
2  反時計回りに(360÷角の数)°回転する。
3  1 、 2 を角の数だけくり返す。

1  辺の長さの線分をかく。	
2 	反時計回りに(360*回転数÷角の数)°回転する。
3 	 1 、 2 を角の数だけくり返す。	
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　「角の数」を5、「辺の長さ」を100、
「回転数」を2に設定して、右の
プログラムを実行すると、前ページの
星形正五角形をかくことができます。

下の図は、上のプログラムで、「角の数」、「辺の長さ」、「回転数」を、
それぞれ次のように設定してかいた星形正多角形です。
(1) 「角の数」を31
 「辺の長さ」を200
 「回転数」を11

(2) 「角の数」を64
 「辺の長さ」を200
 「回転数」を31

星形正多角形をかくプログラム

例

Scratchは、MITメディア・ラボのライフロング・キンダーガーテン・グループの協力により、
Scratch財団が進めているプロジェクトです。

※Scratchのよりくわしいしくみや使い方は、ウェブページにのっています。
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https://www21.nichibun-g.co.jp/r7js_qr_contents/sug/2/p214/


基礎・基本を重視した教科書

1時間の流れがわかりやすい紙面
本時のめあてや　　 　の意図を明確にすることで学びやすくし、

基礎・基本が確実に身に付くようにしました。

各小節は原則として 2 ページ構成で、１時間の授業に対応しています。

（一部、例外もあります。）

初出用語

基礎・基本 指導と評価の一体化

2年２章　221027

りんご 4個とみかん 1個では550円、
りんご 2個とみかん 1個では290円です。
このりんご 1個の値段を求めてみましょう。

りんご 1個の値段は、どのようにすれば求められるでしょうか。

　りんご 1個の値段をx円、みかん 1個の値段をy円とすると、
のことがらは、次の連立方程式で表せます。

連立方程式の解き方を考え、解けるようになろう。

　上の連立方程式の 1 と 2 の左辺どうし、右辺どうしを
それぞれひくと

　x=130より、りんご 1個の値段は130円です。

　上の計算では、2つの方程式の左辺どうし、右辺どうしを
ひくことでyを消し、すでに解き方を知っているxだけの
1次方程式2x=260をつくっています。

1 の式と 2 の式にx=130をそれぞれ代入してyの値
あたい
を求め、

求めた値を比べましょう。どんなことがいえますか。

問1

めあて

問2

4x+y=550 …… 1

2x+y=290 …… 2

 A = B

-) C = D

 A -C = B -D

4x+y=550

-) 2x+y=290
2x　　=260

x=130

　x、yについての連立方程式からyをふくまない
方程式を導くことを、yを消

しょう
去
きょ
するといいます。

550円

290円

連立方程式の解き方2

話し合おう

考えよう

文字を1つ減らせば
１年で学んだ
方程式になるね。

42
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5

見る

係数の絶対値が等しい連立方程式の解き方例1

3xと-3xは、
たせば0になるね。

 A = B

+) C = D

 A +C = B +D

連立方程式
3x+2y=9

-3x+5y=12
を解きましょう。

xの係数の絶対値が等しいから、xを消去します。

連立方程式
5x+3y=16

5x-3y=4
を次の2通りの方法で解いて、

解は同じになることを確かめましょう。
（1） まずxを消去する。 （2）　まずyを消去する。

　連立方程式は、2つの2元1次方程式から1つの文字を
消去して1元1次方程式を導けば解くことができます。

次の連立方程式を解きなさい。

（1） 
x-y=5

2x+y=1
 （2）　

2x+3y=7

2x-y=3

（3） 
4x+3y=13

2x+3y=8
 （4）　

7x+3y=12

-7x-y=-4

（5） 
-x+4y=24

-x-4y=-8
 （6）　

3x+6y=-1

-3x+6y=-7

考え方

解答例

問3

問4

 次の課題　連立方程式　　　　　　 は、これまでに学んだ方法で解けるかな。
x+3y=17
2x+y=14

深めよう

チャレンジ ▶答p.44

4x-2y=0

x+2y+3=3

知っていることを
使えるようにする

文字が1つだけの
方程式をつくる

大切な見方・考え方

補充問題８
▶p.219

1 、 2 の左辺どうし、右辺どうしをそれぞれたすと

y= 3を 1 に代入すると
　　3x+2*3=9

　　　　　　x= 1

3x+2y=9 …… 1

-3x+5y=12 …… 2

3x+2y=  9

+)-3x+5y=12

7y=21

y=  3

答　
x=1

y=3
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2 年 p.42-43

を起点として

学習を始めます。

タイトルを読むと
学習内容をつかめます。
考え方   では、問題を

解決するための見通しが、
解答例   では解答の

かき方がわかります。

　  を早く終わらせたときに
自主的に取り組む問題です。
答えは次の見開きの
脚注部分を見て確認できます。

授業の終盤での補充問題
としても、家庭での
復習としても使えます。

次の学習への意識を
高めることができます。

めあて

本時の学習のめあてを
確認します。

背景に色をつけて目立つ
デザインにしています。

 次の課題

例1

チャレンジ

補充問題

右のようなマークの付いている 問 は
主体的に学習に取り組む態度や
思考・判断・表現の観点、
マークの付いていない 問 は
知識・技能の観点での評価に
利用することができます。

考えよう

説明できるかな？

解決の方法などを自分なりに考える問題

話し合いを通して解決したり、
考えを高め合ったりする問題

学習の過程を振り返るなどして、
理解を深める問題

方法や理由などを説明する問題
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例 問

問

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等

3332

深めよう

話し合おう



割合例1

速さ・時間・道のり例2

確か
めよう

a円の 3％を、文字式で表しましょう。

(比べる量)=(もとにする量)*(割合)
3％を分数で表すと　　です。

a円の 3％は　a*　　=　　a　　　答　　　a円

！注意��3％を小数で表すと0.03だから、a円の 3％を0.03a円と 
表すこともできます。

次の数量を、文字式で表しなさい。
（1） x円の 7％　　（2）　xkgの 3割　　（3）　n枚の90％

考え方
3

100

解答例 3

100

3

100

3

100

問1

時速80kmで走っている自動車は、a時間で何kmの
道のりを進みますか。

(道のり)=(速さ)*(時間)

80*a=80a　　　　　　　　　　　　答　80akm

次の数量を、文字式で表しなさい。
（1） 分速xmで15分歩いたときの道のり
（2） xkmの道のりを時速5kmで歩いたときに
　　かかる時間
（3） ykmの道のりを b時間で歩いたときの速さ

考え方

解答例

問2

400 円の 3％は何円ですか。
また、1200円の 7割は何円ですか。

いろいろな数量を文字式で表してみよう。めあて

いろいろな数量の表し方5

チャレンジ 1▶答p.70

定価が x円である
商品を 3割引きで
買うときの代金

確かめ　▶算数

(割合) =
(比べる量)

(もとにする量)

分数 小数

1％ 0.01

1割 0.1

1
100
1
10

確かめ　▶算数

確かめ　▶算数
(道のり)= (速さ )* (時間 )

(速さ ) =

(時間 ) =

(道のり)

(時間)

(道のり)

(速さ)
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次の章を学ぶ前に 	解答例▶︎p.237

次の図は、右の写真のボタンを
くり返し投げたとき、投げた 

回数が多くなるにつれて、 
表向きの相対度数がどのように 

変化したかを表した折れ線グラフです。
このボタンを1回投げたときに表向きになる確率は、
どの程度であると考えられますか。小数第2位までの
値
あたい
で答えましょう。

A、B、C、Dの 4人が、リレーのチームをつくります。
4人が走る順番は、何通りありますか。

バニラ、チョコレート、ストロベリー、ミントの
4種類のアイスクリームがあります。
この中から 2種類のアイスクリームを選ぶ選び方は、
何通りありますか。

1

2

3

0.50

0.55

0.60

0 1000 2000（回）
投げた回数

表
向
き
の
相
対
度
数

確かめ　▶︎1年
・ 投げた回数に対する 

表向きの回数の割合を
求めて、表向きの
相対度数とする。
　(表向きの相対度数 )

=　　

・ あることがらの 

起こりやすさの程度を
表す数を、
そのことがらの起こる
確率という。

(表向きの回数 )
(投げた回数 )

確かめ　▶︎算数
・ A、B、Cの 

3人の中から、班長と 

副班長を1人ずつ選ぶ 

選び方は6通りである。

副班長班長

C

B
A

C

A
B

B

A
C

・ A、B、Cの 

3人の中から2人の 

委員を選ぶ場合、 
A-BとB-Aの 

選び方は同じである。 
この場合の選び方は 

3通りである。

表向き 裏向き
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学んだことを確かめて生かす構成 苦手の克服
既習事項を復習する機会を設けることで、つまずきを未然に防ぎ、

これまでに学んだことを次の学習に生かせるようにしました。

全国学力・学習状況調査で正答率が低かった問題に関わる内容を手厚く扱うことで、

生徒の苦手を克服し、学力が確かに身に付くようにしました。

基礎・基本 全国学力・学習状況調査小中連携

横欄の〈確かめ〉で、
問題に取り組む際に
既習事項を確認することが
できます。
小学校算数で学んだ事柄も
学び直しすることができます。

既習事項の復習を授業の
出発点とすることで、課題に
取り組みやすくしています。

基礎・基本を重視した教科書

2 年 p.167

1 年 p.192

2 年 p.27

1 年 p.68

次の章を学ぶために必要な

知識及び技能を復習できる

コーナーです。全ての章の

直前に設置しています。

つまずきを未然に防ぐことに

つながり、授業がスムーズに

進められます。

次の章を学ぶ前に

A

D C

E

G

F

B

H

A

l B

C

A

l B

P

三
さん
脚
きゃく
は、その名の通り、脚

あし
が3本です。

三脚の脚が2本や 4本ではなく、
3本であるのは、なぜでしょうか。

空間にある直線、平面について調べよう。

　平面は、どの方向にも限りなく広がっています。
平面P上の 2点A、Bを通る直線lは、
その平面Pにふくまれます。

 直線lをふくむ平面は、右の図のようにいくつも
あります。
 しかし、直線lをふくみ、l上にない点Cを通る
平面は 1つしかありません。
 また、直線lは、その上にある 2点A、Bで
決まるから、次のことがいえます。

　
　このことから、交わる 2直線をふくむ平面、平行な
2直線をふくむ平面も、1つに決まることがわかります。

右の図の立方体で、次の辺をすべて答えなさい。
（1） 直線ABに平行な辺
（2） 直線ABと交わる辺
（3） 直線ABに平行でなく交わらない辺

めあて

問1

l
l

m
m

平行な2直線交わる2直線

2 点、直線と平面

同じ直線上にない 3点をふくむ平面は 1つに決まる。

ためす

見る

5

5

10
10

15

20

1年 6 章　230303

192

見る

正答率31.1%
令和5年度全国学力・学習状況調査中学校数学  3

正答率59.5%
令和5年度全国学力・学習状況調査中学校数学  6  （2）

　例1の解答例は、前ページのアがいつでも成り立つことを説明しています。

陸
りく
さんは、例1の説明をふり返って、「連続する3つの

整数の和は、真ん中の数の3倍になる。」と考えました。
陸さんの考えは正しいですか。その理由も答えましょう。

連続する3つの整数のうち、真ん中の数をnとして、
アがいつでも成り立つことを説明しなさい。

　見つけた数の性質を発展させて、新たな数の性質を見つけ、
その性質がいつでも成り立つことを説明しましょう。

彩
あや
さんは、連続する5つの整数の和について、
次のようにいっています。

次の問いに答えましょう。
（1） 彩さんが見つけた整数の性質を予想しましょう。
（2） （1）で予想した性質がいつでも成り立つことを、
　　文字を使って説明しましょう。

問1
深めよう

問2

問3
深めよう

連続する3つの整数のうち、最も小さい数を
nとすると、連続する3つの整数は、
n、n+1、n+2と表される。
連続する3つの整数の和は
　n+(n+1 )+(n+2) =3n+3

 =3(n+1 )

n+1は整数だから、3(n+1 )は3の倍数である。
したがって、連続する3つの整数の和は、
3の倍数になる。

連続する5つの整数の和は、
　　　　　　　　　　　　　になる。

［説明の見通しの立て方］

3の倍数は3* (整数)と
表せる。

連続する 3つの整数の
和が 3* (整数)と
表せることを示せばよい。

ふり返って考える

新たな性質を見つける

大切な見方・考え方

条件を変えて考える

3つ→5つ

大切な見方・考え方

連続する10個の
整数の和
▶p.206

解答例

20

25

15

10

5

20

15

10

5

式
の
計
算

１
章

27

写真や図版で「同じ直線上にない 3 点を含む

平面は 1 つ決まる」ことをわかりやすく丁寧に

示しています。また、理解を助けるための

QR コンテンツも用意しています。

文字を使った説明の学習では、説明の見通しを

立てられるようにすることが大切です。

教科書では、「3 の倍数は 3 ×（整数）と表せる」

ことを明示することで、理解を助けるように

しています。
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空間における平面が同一直線上にない３点で
決定されることの理解に課題がある。

目的に応じて式を変形したり、その意味を
読み取ったりして、事柄が成り立つ理由を
説明することに課題がある。

課題あり

課題あり

空間における平面が１つに決まる場合につい
て正しく述べたものを選ぶ選択問題（４択）
の正答率は 31.1％であった。

筋道を立てて考え、事柄が成り立つ理由を説
明する問題の正答率は 59.5％であった。

参考文献：文部科学省・国立教育政策研究所（2023）『全国学力・学習状況調査報告書：中学校数学』

3534

https://www21.nichibun-g.co.jp/r7js_qr_contents/sug/1/p192/


「個別最適な学び」を実現する
多彩な問題
生徒一人一人の学習状況や興味・関心・キャリア形成の方向性などに応じて

取り組むことができるように、巻末にはさまざまなタイプの問題を用意しました。

基礎・基本個別最適な学び 小中連携 全国学力・学習状況調査 高校入試対策

基礎・基本を重視した教科書

1 年 p.2783 年 p.248

3 年 p.250-2513 年 p.242

3 年 p.234

3 年 p.15

1 年 p.264

基礎・基本

活　用

さらなる学力向上

復　習

基礎的・基本的な知識及び技能を確実に定着させるための問題です。
各小節と互いにリンクしているので、授業の最後に解いたり、その日の宿題として取り組んだりすることができます。

全国学力・学習状況調査を参考にして作成した活用の問題です。

3 年間の各領域の内容を総合的に扱う応用問題です。高校入試問題にも頻出の題材を扱っています。

中学 1 年で小学校算数の内容の確かめをしたり、中学 3 年で中学校 3年間の総復習をしたりすることができます。

分数の大小

　と　の大小を、不等号を使って表しましょう。

　 =　　 =  　　 =　　 =

   > 　だから　　 >　 答　　 >　

次の各組の数の大小を、不等号を使って表しなさい。

（1） 　 　 （2） 　  （3） 　 　

分数のたし算とひき算

（1） 　+　=　 （2） 　-　=　

（3） 　+　 =　　+　 （4） 　-　=　　-　　

  = 　+　    = 　-　

  = 　    = 　

次の計算をしなさい。
（1） 　+　 （2） 　-　 （3） 　+     （4） 　-　

分数のかけ算とわり算

（1） 　*　=　　 （2） 　/　=　*　

  =　   =　

次の計算をしなさい。
（1） 　*　 （2）    *7 （3） 　*　 （4） 　*　

（5） 　/　 （6） 　/     （7） 　/4 （8） 　/9

3
4

5
7

3
4

3*7
4*7

21
28

5
7

5*4
7*4

20
28

21
28

20
28

3
4

5
7

3
4

5
7

8
9

7
9

7
11

7
10

5
6

7
9

1
7

4
7

5
7

4
5

3
5

1
5

2
5

2
15

2*3
5*3

2
15

2
3

1
4

2*4
3*4

1*3
4*3

6
15

2
15

8
12

3
12

8
15

5
12

5
9

2
9

4
7

3
7

1
6

5
12

2
5

1
3

2
3

5
6

2*5
3*6

1
2

2
3

1
2

3
2

5
9

3
4

1
3

4
5

1
10

5
8

8
9

4
7

3
8

5
8

7
9

2
7

5
14

1
6

3
5

5
5

10
10

15

15

20

20

通分
分母が異なる分数を、
分母が同じ分数に
なおすこと。

1

3

分数

例1

解答例

問1

問2

問3

例2

例3

解答例▶︎p.290

算数の確かめ

264

総合問題

5

10

10

15

15

20

25

20

次の計算をしなさい。
（1） -2-(-10) （2）  + - 

（3） 5/ -  / （4）   - / 

（5） 10+3*(3-5) （6） {3+(-2)2}*2-42/8

（7） 6 5 - 45 - 20 （8） ( 3 +1)( 6 - 2 )

（9） ( 5 )2-(- 3 )2 （10） ( 7 +2 3 )(- 7 +2 3 )

次の計算をしなさい。
（1） 2a-5a+7a （2） 4(a-1)-(a+3) 

（3） (6a2+ab)/ a （4） 9a2*(-2ab)2/6ab

（5）  　　　 -　　　 *6 （6） 　　　 -　　　 
（7） (a+6)(a-7) （8） 3(a-b)2-(3a-b)(a-b)

次の式を因数分解しなさい。
（1） x2-2x-48 （2） x2+14x+49 

（3） x2-18x+81 （4） x2+7xy-8y2

（5） 12x2-27y2 （6） 20a2+20a+5

（7） (a+b)2-16 （8） a2-b2+a+b

次の方程式を解きなさい。
（1） 5x-3=2x+6 （2） 4x+9=8x+1 

（3） 0.2x-1=3.2x+14 （4） 2x-　　　=　　　 

（5）  （6） 

（7）  （8） 

（9） (x+5)2=3 （10） x2-3x-4=0

（11） x2=-4x+11 （12） (2x+1)(x+3)=2(x+1)

1
2

5

1

2
1

3

3

4

1

4

2

3

5

6

2

1

2
3x-1

2

x-4

3

x+3y

3

x-3y

4

3

4

6-x

5

5x-9

2

x+y=5

2x+y=1

3x+4y=-1

y=x+5

3x+y-2=0

2(x+y)=3(y+1)

2(x-1)-3y=10

2y-　　　=5x-1

2

5

数と式� 解答例▶p.275 

242

（1） 　 (9a2+15a)/3a 
=(9a2+15a)*　1

3a

=　 +　 

=3a+5

（2） 　 (6x3-8x2+2x)/2x

=(6x3-8x2+2x)*　 

=　　-　 +　

=3x2-4x+1

　多項式を単項式でわる計算は、多項式を数でわる計算と
同じように、除法を乗法になおして計算します。

9a2

3a
15a
3a

1
2x

6x3

2x
8x2

2x

2x

2x

次の計算をしなさい。
（1） (8a2+6a)/2a    （2） (18y2-12y)/6y

（3） (15ax-6ay)/3a  （4） (-10x2+5x)/(-5x)

（5） (8x3+4x2-16x)/4x （6） (b2-2ab+b)/b

問2

　 (2x2+8xy)/　x2
3

=(2x2+8xy)*　3
2x

=　　　 +　　　

=3x+12y

2x2*3

2x

8xy*3

2x

次の計算をしなさい。
（1） (6x2+x)/　x    （2） (3a2-6ab)/　a

問3
1

2

3

4

　　 ＋　　 

3 a
9a2

3a
1 1

5 1
15a

3a
1 1

 次の課題　(多項式 )* (多項式 )は、どのように計算すればよいかな。

　　 -　　 ＋　　 
6x3

2x
1 1

8x2

2x
1 1

2x

2x
1 1

1 14x3x2

同じように考える

 (9a2+15a)/3

=(9a2+15a)*
1

3

大切な見方・考え方
(多項式)/(単項式)例2例2

(多項式)/(係数が分数の単項式)例3

補充問題１
▶︎p.234

　x =　　だから、

　xの逆数は　　だね。

2
3

2x
3

2
3

3
2x

15

式
の
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因
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5

　
　次の1～ 6の計算をしなさい。

（1） (7x-5y)*2y （2）　-4x(3x-y+2)

（3） (4x2+8xy)/(-4x) （4）　(6a2-9a)/　a

（1） (x+5)(y+6) （2）　(-x+2)(x+4)

（3） (2y-5)(-y+3) （4）　(-2-2a)(4+3a)

（5） (x+2y)(3x+4y) （6）　(-5a+b)(-a-2b)

（7） (x+1)(x+y+4) （8）　(a+b+2)(a-3)

（1） (x+3)(x+2) （2）　(a+6)(a-5)

（3） (y-4)(y+1) （4）　(x-8)(x-2)

（5）　 x-  x-  （6） (2+y)(y-3)

（1） (x+4)2 （2） (x-1)2

（3）　(a+1)2 （4）　(y-10)2 

（5）　(9+x)2 （6） (7-a)2

（7） x+  
2 （8） x-  

2

（1） (x+1)(x-1) （2）　(x+10)(x-10)

（3） (a-2)(a+2) （4）　(9-y)(9+y)

（1） (3x+4)(3x-8) （2）　(2x+4)2

（3） (3x-2y)2 （4）　(7a-2b)(7a+2b)

（5） (a+1)(a-5)-(a+6)(a-6) 

（6） (x+2y)2+(x-y)2 （7） (a-b+5)2 

（8）　(x-2y+3)(x-2y-2)

11
3

2

2

3

3

2

1

2

44

1

2

1

3

5

6

（1）（2）▶p.14 例1
（3）▶p.15 例2
（4）▶p.15 例3

（1）▶p.17 例1
（2）〜（6）▶p.17 例2
（7）（8）▶p.17 例3

（1）〜（4）▶p.19 例1
（5）（6）▶p.19 問4

（1）〜（4）▶p.20 例1
（5）〜（8）▶p.20 問2

1　   章　式の展開と因数分解� 解答例▶p.273 

　補充問題

（1）〜（4）▶p.21 例1

（1）〜（4）▶p.22 問1
（5）（6）▶p.23 問2
（7）（8）▶p.23 例3

5
5

10

10

15

15

20

20
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補充問題１
▶︎p.234

（1）（2）▶p.14 例1
（3）▶p.15 例2
（4）▶p.15 例3
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次の図のように、1番目、2番目、3番目、…と、同じ大きさの
白と黒の正方形のタイルを規則正しく正方形に並べました。
下の問いに答えなさい。

（1） 5番目の白と黒のタイルの枚数をそれぞれ求めなさい。
（2） 美

み
奈
な
子
こ
さんは、x番目の図の白のタイルの枚数を、xの式で

 表そうとしています。次に示したのは、美奈子さんのノートです。

 美奈子さんの考えをもとにして、x番目の白のタイルの枚数を、
 xの式で表しなさい。ただし、その式は計算をせずに、どのように
 考えたかがわかるように表すこと。また、単位はつけなくてよい。

（3） 白のタイルが100枚並ぶのは、何番目ですか。

（4） x番目の図の白のタイルの枚数をy枚とすると、yはxの
 関数です。xとyの間にある関係は、どのような関数ですか。
 次のア～オの中から正しいものを１つ選びなさい。
 ア　比例    イ　反比例
 ウ　比例ではない1次関数  エ　2乗に比例する関数
 オ　ア～エ以外の関数

1

［美奈子さんのノート］

x番目の図全体では、1辺に (x+2)枚ずつの正方形となるから、
タイル全部の枚数は、次の式で表される。
　　(x+2)2

この式から、黒のタイルの枚数をひいた差が、x番目の図の
白のタイルの枚数である。

……

……1番目 2番目 3番目

 活 用 の 問 題 解答例▶p.276

5

5

10
10

15

1520

248

ある中学校の1年生が学級対
たい
抗
こう
の

ドッジボール大会をすることになり、
生徒たちで大会の計画を立てています。
次の問いに答えなさい。

（1） 次のA案は、実行委員が最初に立てた大会の計画です。
［A案］

A案で、1試合の時間を16分とするとき、1回の準備の時間は
何分になりますか。

（2） 実行委員の中から、優勝した学級は、最後に先生チームと
試合を行うと盛り上がるのではないかという意見が出ました。
そこで、次のB案を考えました。
［B案］

B案を採用した場合において、1試合の時間をx分として、
xの値

あたい
を求めるための方程式をつくりなさい。

また、その方程式を解いて、1試合の時間を求めなさい。

2

10分 60分 10分

開会式 第 1試合 準備 第 2試合 準備 第 3試合 閉会式

●3学級の総あたり戦で、全部で3試合を行う。
●試合の時間はすべて同じ長さとする。
●試合と試合の間には、準備の時間を設ける。準備の時間はすべて
同じ長さとする。
●第1試合が始まってから第3試合が終わるまでは60分とする。

●3学級の総あたり戦で3試合を行う。その結果、優勝した学級は、
第4試合として先生チームと試合を行う。
●試合時間はすべて同じ長さとする。
●試合と試合の間には、すべて4分の準備の時間を設ける。
●第1試合が始まってから第4試合が終わるまでは60分とする。

5

5

10

10

15

15

20

25

20

25
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（1） 点Aは関数y=-x+3のグラフ上の点だから、
 x=-6のとき y =-(-6)+3 

=9

 したがって、点Aの座標は(-6，9)
 点Aは関数y=ax2のグラフ上の点で、
 x=-6のときy=9だから
  9=a*(-6)2

  a=　 答　a=　

（2） 直線y=-x+3とy軸
じく
の交点をPとする。

 点Pは直線y=-x+3の切片だから、
 点Pのy座標は3
 また、点Aのx座標は-6、点Bの
 x座標は2
 ;OAB=;OAP+;OBPだから

　  　*3*6+　*3*2=12
 答　12

1

4

1

4

1

2

1

2

（1） 点Bを利用してもよい。
 点Bは関数y=-x+3の
 グラフ上の点だから、
 x=2のとき y=-2+3=1
 したがって、点Bの座標は
 (2，1)
 これをy=ax2に代入すると
　  a=

1

4

（2） ;OABを;OAPと;OBPの
 2つに分ける。それぞれの
 三角形で、OPを底辺、点A、 
 Bのx座標の絶対値を高さと
 みて面積を求める。

右の図のように、関数y=ax2のグラフと
関数y=-x+3のグラフが、2点A、Bで
交わっています。交点A、Bのx座標が
それぞれ-6、2であるとき、次の問いに
答えなさい。
（1） aの値

あたい
を求めなさい。

（2） ;OABの面積を求めなさい。
（3） 原点Oを通り;OABの面積を
 2等分する直線の式を求めなさい。

O 2-6

y

x

A

B

y=ax2

y=-x+3

ステップアップ

O 2-6

y

x

A

P(0，3)

B

例

解説

放物線と三角形 解答例▶p.276

解答例
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（3） 原点Oを通り;OABの面積を2等分する
 直線は、辺ABの中点を通る。

 辺ABの中点をMとすると、
 点Mのx座標は
 -6と2の
 真ん中だから、
 図より　-2

 点Mのy座標は
 9と1の真ん中だから、
 図より　5

 よって、点Mの座標は(-2，5)

 求める直線は、原点Oと点Mを通る直線である。
 求める直線の式をy=mxとし、
 x=-2、y=5を代入すると
  　5=-2m

  m=-

 ゆえに、求める直線の式は　y=-　x
答　y=-　x

5

2
5

2
5

2

（3） 三角形の1つの頂点と、その
 頂点と向かい合う辺の中点を
 結ぶ直線は、その三角形の
 面積を2等分する。

 中点Mの座標は、x座標、
 y座標に分けて考える。
 ■x座標
 点A、Bのそれぞれのx座標の
 真ん中の値となる。

  　　　=-2

 ■y座標
 点A、Bのそれぞれの
 y座標の真ん中の値と
 なる。

  　　=5

-6+2

2

9+1

2

  右の図のように、関数y=-x2のグラフと
 直線lが、2点A、Bで交わっています。
 交点A、Bのx座標がそれぞれ-3、1で
 あるとき、次の問いに答えなさい。
 （1） 直線lの式を求めなさい。
　 （2） ;OABの面積を求めなさい。
　 （3） 原点Oを通り;OABの面積を
  2等分する直線の式を求めなさい。

O

1

5

9

2-6 -2

y

x

A

M

B

M

高さ

O 2

BMA

-6 -2

x

O
1

5

9

M

B

A

y

-3 1

A

B

y=-x2

l

x
y

O問1
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0 1-1-2-3 2 3

5- 2 2 5-

正の方向
負の方向

0 1 2 3 (cm)

2cm²

5cm²

2 5

0 21

面積 1

2

3
4
5

2 3 5

2 と 5 では、どちらが大きいですか。
正方形の面積と1辺の長さの関係をもとに
考えましょう。

平方根の大小について考えよう。

　正方形の面積と1辺の長さの関係をもとに
数の大小を考えると、右の図から
　　1< 2 < 3 <2< 5

であることがわかります。
　一

いっ
般
ぱん
に、正の数が大きくなるにしたがって、

その数の正の平方根も大きくなります。
　このことをまとめると、次のようになります。

　これまで学んできたように、
数直線では、正の方向に進むほど
数は大きくなり、負の方向に進むほど
数は小さくなるから、右の図より、
次のようなことがわかります。
　　- 5 <- 2

めあて

0

面積 a

b

a b

平方根の大小3

　平方根の大小

2つの正の数a、bについて　
	 a < b　ならば　 a < b

根号がついた数も、負の数では、
絶対値が大きいほど小さい。

48
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15

20

20

15

10

10

5

5

見る

見る

チャレンジ ▶答p.50

（1）　　　 10

（2）　- 16.2　-4

7

2

4と 15 の大小を、不等号を使って表しましょう。

2つの数をそれぞれ2乗すると
  42=16、( 15 )2=15
16>15　だから　 16 > 15

すなわち　　　　　　4> 15

7 は2と3の間にあることを確かめましょう。

3つの数をそれぞれ2乗すると
  ( 7 )2=7   22=4   32=9

4<7<9だから　　　 4 < 7 < 9

すなわち 2< 7 <3

したがって、 7 は2と3の間にあります。

 次の課題　 根号を使わないと表せない数には、どんな特
とく
徴
ちょう
があるかな。

次の各組の数の大小を、不等号を使って表しなさい。
（1）　 13 　　 11 　　　　　（2）　 24　　5
（3）　- 7 　　- 8 　　　　（4）　 0.1　　0.1

問1

次の数のうち、3と4の間にあるものをすべて選びなさい。問2

下の数直線上の点A、B、C、Dは、次の数のどれかを表しています。
それぞれの点は、どの数を表していますか。

問3

17
2
3

0-1-2-3-4 1 2 3 4 5

A B C D

- 0.5- 11

8 10 13 18

面積 16 面積 15

4

4

15

15

4 < 7 < 9

4 < 7 < 9

2 < 7 < 3

2つの数の大小例1

3つの数の大小例2

49

平
方
根

２
章

15

20

20

15

10

10

5
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身につける

その他の工夫

特別支援教育・
ユニバーサルデザイン

特別支援教育 ユニバーサルデザイン

紙面デザイン

特別支援教育・ユニバーサルデザインの観点から専門家の監修を受けて、

多くの生徒に正しく情報を伝えられるような工夫をしています。

3年 p.48-49

2 年 p.169

1~3 年　裏表紙

2年 p.203

1 年 p.48

本時のめあてや大切な事柄を
しっかり目立つようにしています。

インデックスをつけることで
目的の章を見つけやすくしています。

　  と 　  は、まとまりがありながらもそれぞれの
区別ができるようなデザインにしています。

落ち着きのある色づかいで、
授業に集中できるような紙面にしています。

カラーユニバーサルデザイン（CUD）
CUD に配慮した配色にしています。
色だけでなく、形や線の種類、文字など
色以外の情報でも識別できるように
工夫しています。

文章などの読みやすさへの配慮
視認性を向上させるため、UD フォントを採用しています。
さらに読みやすさを重視し、文章は文節で改行しています。

二酸化炭素は、物を燃やしたときなどに出ます。
例えば、自動車が走るときにガソリンを使うと、二酸化炭素が出ます。
次のグラフは、電気自動車とガソリン車について、製造から廃

はい
棄
き
までに 

排
はい
出
しゅつ
される二酸化炭素の量を表したものです。

このグラフから、電気自動車ではバッテリーの製造時に二酸化炭素を 
排出することがわかります。また、充

じゅう
電
でん
を行うための電力を発電するときに 

排出される二酸化炭素の量が、ガソリンを精製するときに排出される 
二酸化炭素の量より多いことがわかります。 
 しかし、電気自動車は走行時に二酸化炭素を排出しないため、走行距離が 
長くなると二酸化炭素の総排出量は電気自動車の方が少なくなります。
世界中で環境問題への意識が高まっています。企

き
業
ぎょう
は二酸化炭素など、 

温暖化の原因となる物質をできるだけ出さない商品を開発しています。
また、消費者の間でも、そういった商品を選んで買う人が増えています。

5

10

5

10

15

電気自動車
（バッテリー容量40kWh）

ガソリン車に対して
約30%削減

ガソリン車に対して
約20%削減

電気自動車
（バッテリー容量80kWh）

ガソリン車

車両製造
燃料製造段階

組立・廃棄・リサイクル バッテリー製造
使用段階

※車両寿命10年、年間走行距離15000kmでの二酸化炭素排出量
じゅみょう

ひ かく

電気自動車とガソリン車の製造から廃棄までの二酸化炭素排出量の比較

(環境省ウェブページをもとに作成 )
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次の図は、前ページの実験結果について、それぞれの目が出た
相対度数の変化のようすを折れ線グラフに表したものです。
この折れ線グラフから、どんなことがいえるでしょうか。

場
合
の
数
と
確
率

6
章

１年では、実験や調査をして集めたデータをもとに、あることがらの
起こりやすさの程度を、確率として数で表すことを学びました。
この章では、あることがらが起こる確率を、実験や調査によらずに
求める方法について学びましょう。

実験をして確率を求めるのはたいへんだね。
ほかに確率を求める方法はないのかな。

レオさん真
ま
衣
い
さん

投げる回数が多くなるにつれて、
それぞれの目が出た相対度数は
同じくらいの値

あたい
に近づいているから、

さいころの6通りの目の出やすさは
同じくらいといってもよさそうだね。

0.05

0.10

0.15

0.20

0.25

0.30

00 500 1000 1500 2000 (回)
投げた回数

相
対
度
数

ためす

169

116-72

例 問

教科書では、ここで示したもの以外にも、以下のような工夫をしています。

●小学校卒業までに読み方を学ばない漢字には、原則として見開き初出時に
　振り仮名を振っています。

●学習内容のそばに分類を付記した二次元コードを配置しているので、
　コンテンツの内容を推測しやすく、アクセスしやすくなっています。

　自然数をいくつかの自然数の積で表すとき、
13のように、1とその数自身の積の形でしか
表せない数を素

そ
数
すう
といいます。　

　ただし、1は素数ではありません。

特
集
１

学
び
に
向
か
う
力

特
集
２

I
C
T
活
用

教
科
書
の
構
成

主
体
的
・
対
話
的
で

深
い
学
び

生
か
す
・
楽
し
む

基
礎
・
基
本

そ
の
他
の
工
夫

周
辺
教
材
・
資
料

3938



「わかる・できる」教科書

現代的な諸課題への対応
多様性・人権 伝統と文化 防災・安全 他教科との関連

3年 p.214

2 年 p.86

3 年 p.279

1 年 p.234-235 1 年 p.116

ジェンダーレス制服を着た生徒キャラクター

3年 p.228 3 年 p.202

伝統と文化

多様性・人権上の配慮
外国にルーツがある生徒とともに学ぶ様子や、さまざまな人が平等に働き、
助け合って生活する様子をイラストや写真で表しています。

我が国の伝統と文化に対する理解を深められるような内容を
数学と関連付けて取り上げています。

防災・安全
防災・安全教育に関する内容を
取り上げています。

その他の工夫

和算の秘密を明かした大名

数学研究室
歴史・伝統と文化

和
わ
算
さん
は、江

え
戸
ど
時代に発達したわが国独自の数学です。

また、和算の研究を行う人や教える人を、和算家とよびます。

当時、『塵
じん
劫
こう
記
き
』という和算の本がベストセラーになったり、 

自分が解けた和算の問題を算
さん
額
がく
という絵

え
馬
ま
の形で神社に奉

ほう
納
のう
する人や、 

和算の本を自分で費用を負担してまで出版する人がいたりと、 
和算は武士から庶

しょ
民
みん
まで身分を問わず広く親しまれ、愛されていました。

江戸時代から明
めい
治
じ
時代になり、日本の数学が和算から西

せい
欧
おう
の数学に 

置きかえられていきましたが、和算が高度な水準に達していた 
おかげで、それほどの混乱はなかったといわれています。

江戸時代の和算家に、現在の福岡県南部にあたる筑
ちく
後
ごの
国
くに
の久留米七代藩

はん
主
しゅ
、 

有馬頼徸（1714年～ 1783年）がいます。頼徸は久留米藩の大名を 
つとめながら多くの和算家を家

か
臣
しん
にもち、生

しょう
涯
がい
和算の研究を続けました。

他の大名と同様、頼徸も参勤交代のため久留米と江戸を往復しており、 
移動中では各地の和算家と会っていました。江戸に滞

たい
在
ざい
している間は、 

関
せき
孝
たか
和
かず
（1640年ごろ～ 1708年）の流派の和算家である、 

山
やま
路
じ
主
ぬし
住
ずみ
（1704年～ 1772年ごろ）から学んでいました。

久
く
留
る
米
め
城跡 (福

ふく
岡
おか
県久留米市 )

有
あり
馬
ま
頼
より
徸
ゆき
が出版した『拾

しゅう
璣
き
算
さん
法
ぽう
』の表紙と前書き 5

10

15

20

25

10

15

5
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国
こく
勢
せい
調査は、国内の人口や世帯の実態を正確に知るために総務省統計局によって

5年ごとに行われている調査です。国内に住んでいるすべての人が調査対象であり、
実際に対象者全員について調査します。

どんな調査のしかたがあるかな？

章8 標本調査

陸
りく
さん

国勢調査については、
総務省統計局のウェブページに
くわしい説明がのっているよ。

2

国勢調査で集めたデータは、
高
こう
齢
れい
化
か
や福
ふく
祉
し
の問題を考えたり、

防災計画を立てたりするときなど、
いろいろな場面で
活用されているそうだよ。

調べる

202

他教科との関連
他教科との関連を意識した題材を多数取り上げています。
また、道徳性を養うことに視点を置き、他者の多様な考えを尊重し、
話し合いを通してよりよい考えを展開していく様子を掲載しています。

どんな関係があるのかな？

章4 比例と反比例

 陸
りく

さん 真
ま

衣
い

さん

江
え
戸
ど
時代に日本地図づくりに取り組んだ

伊
い
能
のう
忠
ただ
敬
たか
は、最初の測量の旅で、

歩数から歩いた道のりを求めました。
より正確な地図をつくるために
道具を使った測量も行っていますが、
歩数から求めた道のりも、
かなり正確だったといいます。

宇宙から見た関
かん
東
とう
地方

歩いて日本を測量した  伊能忠敬

自分の歩
ほ

幅
はば

が一定だとして、
（歩幅）*（歩数）を計算したのかな。

どうして、歩数から
歩いた道のりがわかるのかな。

伊能忠敬がつくった地図
忠敬が亡

な
くなった3年のちに、

弟
で
子
し
たちが完成させたものです。
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な行
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じ
方
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程
てい

式
しき

　quadratic equation ………… 72
 （xの）2 乗

じょう
に比

ひ
例
れい

する　
 be in proportion to the square of x …… 93

は行
ひ 標

ひょう
本
ほん

　sample …………………………… 204
 標

ひょう
本
ほん

調
ちょう

査
さ

　sample survey …………… 204
 標
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本
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の大
おお

きさ　sample size …………… 204
 比
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定
てい

数
すう

　constant of proportion ……… 93

へ 平
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方
ほう

根
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　square root ……………………… 46

ほ 放
ほう

物
ぶつ

線
せん

　parabola ………………………… 102
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ぼ
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しゅう
団
だん

　population …………………… 204

ま行
む 無

む
作
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為
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に 抽
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すること　
 random sampling ………………………… 205

 無
む

理
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すう
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　significant figures ……………… 65
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　rationalization …………………… 57
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理
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数
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　random number ………………… 207
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い 因
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数
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 因
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数
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分
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解
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　factorization …………………… 26

え 円
えん

周
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角
かく

　angle of circumference …… 162
 円

えん
周

しゅう
角
かく

の定
てい

理
り

　
 inscribed angle theorem ……………… 164

か行
か 解

かい
　solution …………………………………… 73

き 近
きん

似
じ

値
ち

　approximate value ……………… 45

こ 誤
ご

差
さ

　error …………………………………… 64
 根

こん
号
ごう

（ ）　radical sign …………………… 44

さ行
さ 三

さん
平
へい

方
ほう

の定
てい

理
り

（ピタゴラスの定
てい

理
り

）
 Pythagorean theorem …………………… 183

し 乗
じょう

法
ほう

公
こう

式
しき

　multiplication formula ……… 21

せ 全
ぜん

数
すう

調
ちょう

査
さ

　complete survey…………… 204

そ 相
そう

似
じ

（]）　similarity …………………… 126
 相

そう
似
じ

の位
い

置
ち

　position of similarity …… 128
 相

そう
似
じ

の 中
ちゅう

心
しん

　center of similarity ……… 128
 相

そう
似
じ

比
ひ

　similitude ratio ………………… 129

た行
ち 中

ちゅう
点
てん

連
れん

結
けつ

定
てい

理
り

　
 triangle midsegment theorem ………… 146

て 展
てん

開
かい

　expansion …………………………… 16

と 解
と

く　solve …………………………………… 73
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手順 1

手順 2

興味のあることや
解決したいことから
問題を設定する。

どのようなデータを
どのように集めるか、
計画を立てる。
・アンケートを行う。
・実験をする。
・インターネットや
 本で調べる。
　　　　　　　など

同じ中学生でも、1年生と
2年生で、ちがいはあるのかな。

ぼくは1日8時間
眠
ねむ

るけれど、
ほかのみんなは
どうなのかな。

質問用紙を
つくっているんだけど、
どちらの文案に
しようかな。

答えやすさや
集計のしやすさを
考えると、
どちらがいいかな。

小学生より中学生の方が、
睡
すい

眠
みん

時間が短いという調査結果を
新聞で読んだことがあるよ。

目的にあわせてデータを収集、整理して、その傾
けい
向
こう
をとらえよう。めあて

！注意		調査に協力してくれる相手の気持ちを大切にし、質問のしかたや調査で知った個人情報の 
 扱
あつか
いなどに注意しましょう。

 彩
あや

さんレオさん

 陸
りく

さん真
ま

衣
い

さん

アンケートをして
調べてみよう。

データを集めて活用しよう7

彩さんレオさん

質問の文案 1

　あなたの睡眠時間は、約何時間ですか。（約　　　時間）

質問の文案 2

　ふだん（月～金曜日）、1日にどれくらいの時間、睡眠を
とることが最も多いですか。次の中から選んでください。
ア　5時間未満 イ　5時間以上6時間未満
ウ　6時間以上7時間未満 エ　7時間以上8時間未満
オ　8時間以上9時間未満 カ　9時間以上10時間未満
キ　10時間以上
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5
5

10

15

10

15

20

その後は

手順 3

手順 4

手順 5

度数分布表を使って、
集めたデータを学年別に
集計してみたよ。
この表から、どんなことが
わかるかな。

データを集めて
整理する。

目的にあわせて
表やグラフに表したり、
範
はん
囲
い
や代表値を

求めたりして、
データの傾向をつかむ。

226ページの例２の方法で
平均値を求められるね。

睡眠時間が
8時間未満の人と
8時間以上の人を分けて
生活習慣のちがいを
調べたら、
何かわかるかな。

生活習慣を改善する
ヒントが見つかるかも
しれないね。
根
こん
拠
きょ
となるデータを

アンケートで集めて、
確かめてみよう。

総度数が異なる
2つのデータを
比べたいから、
相対度数を求めては
どうかな。

調べたことや
わかったことを
まとめたり
発表したりする。

手順 1へもどる。

●ほかの人の意見や質問を参考にして、データの集め方や
整理のしかたをふり返り、改善する。
・データの集め方は適切だったか。
・階級の幅

はば
を変えたヒストグラムをかいてみるなど、

　集めたデータをいろいろな方法で十分に検討したか。
・結論が正しいことの理由を適切に説明できたか。　など

●次に調べてみたいことを考える。

睡眠時間

階級(時間)
度数 (人)

1年生 2年生
以上 未満

〜 5 0 0

5 〜 6 3 9

6 〜 7 37 45

7 〜 8 44 54

8 〜 9 58 50

9 〜 10 18 10

10 〜 0 0

合計 160 168

結論は正しいか、
よりよい解決方法はないかを
ふり返って考えることが
大切だね。

真衣さん

彩さん

真衣さん

陸さん

レオさん

デ
ー
タ
の
活
用

7
章
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教科書では、ここで示したもの以外にも、環境教育、
情報活用能力の育成、国際理解教育など、さまざまな
現代的な諸課題についての題材を掲載しています。

英語

社会

本資料 p.58

道徳

身近なことがら

2 41 3 5 6 87O

10

20

30

40

50

60

y(℃)

x(分)

　ビーカーの水を熱し始めてからx分後の
水温をy℃として、5分後まで調べたところ、
次の表のようになりました。

水温が60℃となるのは熱し始めてから
何分後かを予想するには、どんな方法が
考えられますか。

関数の見方・考え方を活用して、
実験などで得たデータを考察しよう。

　対応するx、yの値
あたい
の組を座標とする点が

ほぼ一直線上に並んでいると判断できるとき、
yはxの1次関数とみなして考えることが
あります。

めあて

x 0 1 2 3 4 5

y 20.0 24.0 30.0 35.5 39.5 45.0

1次関数とみなして考えること1
1次関数の活用3節

上の図に、6つの点のできるだけ近くを通る直線をかきなさい。
その直線を1次関数のグラフとみて、次の問いに答えなさい。
（1） yをxの式で表しなさい。
（2） グラフの傾

かたむ
きと切

せっ
片
ぺん
は、それぞれ何を表していますか。

身近なことがら の実験を続けたとき、水温が60℃となるのは
熱し始めてから何分後かをグラフや式から予想し、
どのように考えたかを説明しなさい。

問1

問2

説明できるかな？
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３章　１次関数88教科書p.88 89 教科書p.89３節　１次関数の活用

A

B C

A

B C

A

B C

PP

A

B C
6cm

4cmm

表、グラフ、式を活用して、ともなって変わる2つの数量の
関係を調べよう。

右の図の;ABCは、~C=90'の直角三角形です。
点PがBを出発して、秒速 1cmで;ABCの辺上を
C、Aの順にAまで動きます。
　点PがBを出発してから x秒後の;ABPの
面積を ycm2とするとき、点Pが辺BC、CA上を
動くときのxとyの関係を、図や表、グラフ、式に
表して調べましょう。

xの値
あたい
が次の（1）～（3）のときの点Pの位置を図にかき、

そのときのyの値を求めなさい。ただし、図の1めもりは
1cmとします。
（1） x=2　　　　　　　（2）　x=6　　　　　　　（3）　x=8

　　y= 　　　　　　　y= 　　　　　　　y=

xとyの関係を、次の表に整理しなさい。また、下の に
あてはまる数をかき入れなさい。

めあて

問1

問2

yの値が最大となるのは、x=　　　のときである。
また、yの値が0となるのは、x=0のときと、

x= のときである。

x 0 1 2 3

y 0 0

表、グラフ、式の活用2

88

見る

1
次
関
数

３
章

前ページの表をもとに、xとyの
関係を表すグラフをかきなさい。

これまでに調べたことから、xとyの関係を表す
関数は、次の 2つの場合に分けて考えます。
それぞれの場合について、yをxの式で表しなさい。
ア　点　点Pが辺BC上を動くとき　　イイ　点Pが辺CA上を動くとき

　　y= 　　　　　　　y=
　　　　(0≤x≤ )　　　　　　　　　 ( ≤x≤ )

;ABPの面積が 6cm2になるのは、点PがBを
出発してから何秒後と何秒後ですか。
また、;ABPの面積が 9cm2になるのは、
点PがBを出発してから何秒後と何秒後ですか。
いろいろな求め方を考えて、どのような求め方が
あるか、話し合ってみましょう。

ここでの学習から、関数の表、グラフ、式の
それぞれのよさについてふり返りましょう。

問3

問4

問5

問6

O

2

4

6

8

10

12

4 6 8 10 122

y(cm2)

x(秒)

PP

A

B C
6cm

4cmm
P

6cm

4cm

A

B C

ふり返って考える

新たにわかることを
調べる

大切な見方・考え方大切な見方・考え方

場合を分けて考える

xの変域を分ける

大切な見方・考え方大切な見方・考え方

話し合おう

深めよう

89

見る

A

B
P

C

A

B C(P)

A

B C

P

1 問１では、xの値を具体的に与えることによ
り、;ABPの形をイメージさせ、面積を求めさせる。
時間とともに;ABPの形も変化していくことを視覚的
に捉えさせる。
2 問２では、xと yの関係の表を完成させることに
より、変化の様子が途中で変わることに気付かせる。さ
らに、その表から;ABPの面積 yの値が最大になると
きの時間 xの値を読み取ったり、;ABPの面積 yの値
が 0になるときの時間 xの値を読み取ったりすること
を通して、;ABPの面積の増減をイメージさせたい。
3 問３では、xと yの関係をグラフに表す活動を通
して、xと yの関係は、x=6を境として異なる関数に
連続的に変わることに気付かせる。また、;ABPの面
積の増減について、その変化の大きさをグラフの傾きに
よって考察させたい。

4 問４㋐では、;ABPは底辺を BPとする
と高さがACの三角形である。面積 yは、y=
1
2
*x*4より y=2xとなる。点 Pは辺 BC

上を動くので、xの変域は 0 ≤ x≤ 6である。
5 問４㋑は、点 Pが辺 CA上を動く場合な
ので、;ABPは底辺がAP、高さが BCの三
角形である。
　底辺 APの長さは BC+CAから、点 Pが
移動した分だけひいたものであるから、(10-
x)cmとなる。
　高さBCは 6cmなので、;ABPの面積yは、

y=
1
2
*(10-x)*6より y=-3x+30とな

る。この場合の変域は、点 Pが辺 CA上を動
く間なので、6≤x≤10である。

6 問４は、問３のグラフから 1次関数の式
を求める問題として考えることもできる。グラ
フ上の 2点がわかれば式が求められることや、
比例定数や変域がわかりやすいことなど、グラ
フをかくことのよさをおさえておきたい。
7 問５では、表、グラフ、式のどれを活用す
るかを考えるきっかけにしたい。式から求める
場合には、どちらも xの変域内であることを
確認する必要があることを伝える。
教科書ＱＲコンテンツ
　事象を捉えにくい本課題に対して問題把握
のために p.88のQRコンテンツを活用したい。
p.89のQRコンテンツでは、図、表、グラフ
の関係を変化の様子とともに動的に捉えること
ができる。

問１　（図は縮刷内に記載）
　　（yの値）
　　（1）

 y =
1
2
*2*4 

=4

　　（2）

 y =
1
2
*6*4 

=12

　　（3）

 y =
1
2
*2*6 

=6

問２　（縮刷内に記載）
問３　（縮刷内に記載）
問４　（縮刷内に記載）

問５　（;ABPの面積が6cm2のとき）
　　3秒後と 8秒後
　　　（;ABPの面積が9cm2のとき）

　　 9
2
秒後と 7秒後

　　（求め方）
　・ 問２の表で、y=6、y=9に対応
する xの値を見る。

　　 （ただし、x= 9
2
、y=9は表から

はわからない）
　・ 問３のグラフで、y=6、y=9の
ときの x座標を読む。

　　 （ただし、グラフからは 0≦ x≦
6の変域において、y=9のときの
xの正確な値はわからない）

　・ 問４の㋐、㋑の式に、それぞれ
y=6、y=9を代入し、xの値を
求める。求めた xの値が、それ
ぞれの変域にふくまれることを確
かめる。

問６・表は数が具体的にわかる。
　　・グラフは変化の様子がわかる。
　　・ 式は適切に変域に応じて分けれ

ば、時間と面積がどのような場
合でも関係を表すことができる。

1

2

4

6

2

1097 8654

39 612104 6 8

10

12 6

2x －3x＋30

6 6 10

P P

P

4

3

5
6

7

２　表、式、グラフの活用

指導上の留意点指導上の留意点

解答例／反応例 p.89

解答例／反応例 p.88、89

ねらい・学習活動

・ 直角三角形の辺上の点が動いたと
き、頂点と動点を結んでできる三
角形の面積について考察すること
を通して、具体的な事象から２つ
の数量を取り出し、その関係を表、
式、グラフを用いて表現すること
ができるようにする。
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※教師用指導書及び拡大教科書は現在制作中です。記載の構成や内容は予告なく変更する場合があります。

拡大教科書は、弱視の生徒のために、通常の教科書の文字を拡大するとともに、

内容を把握しやすいように写真、図版等を配置し直したものです。

日本文教出版では、全ての小学校・中学校教科で、拡大教科書を発行しています。

朱書編 日々の学習指導をサポートする内容を掲載しています。

資料編

指導や評価、教材研究に関するさまざまな資料です。

テスト編
コピーして使える教材集です。
●理解度テスト

●チャレンジ問題　など

教科書解答編
指導編より詳しい教科書の問題の解答集です。
●各小節〈問〉解答　など

デジタルデータ集

さまざまなデータ類が収録されています。
クラウドで配信するため、多様な機種でのご利用が可能です。
●朱書編デジタルブック

●教科書紙面Word データ

●教科書紙面 PDF データ

●各編に掲載されている資料　など

教師用指導書

拡大教科書

〈全体に関する資料〉
●年間指導計画案

●内容系統表　など

〈章に関する資料〉
●目標

●観点別の評価の例

●指導計画表

●学習指導案（例）　など

PDF データに加え、新たに
Word データもデジタルデータ集
に収録します。

１小節ごとに配布できる
データをデジタルデータ集に
収録します。

巻末の補充問題などを
教科書紙面Word データに
新たに収録します。

New!

New!

《学びに向かう力を育てよう！》の
指導案や評価の例など、
「主体的に学習に取り組む態度」の
評価に役立つ情報を掲載しています。

New!

New!

New!

本資料 p.7

《ねらい・学習活動》
その小節のねらいや学習活動を
示しています。

《解答例／反応例》
解答例や生徒の反応例を
掲載しています。

《教科書紙面縮刷》
表・グラフ・作図などの解答は、
必要に応じて縮刷内に朱書きしています。

《指導上の留意点》
指導上、特に留意するべき点について述べています。
教科書 QR コンテンツについても記載しています。

朱書編
特
集
１

学
び
に
向
か
う
力

特
集
２

I
C
T
活
用

教
科
書
の
構
成

主
体
的
・
対
話
的
で

深
い
学
び

生
か
す
・
楽
し
む

基
礎
・
基
本

そ
の
他
の
工
夫

周
辺
教
材
・
資
料

「思考・判断・表現」の評価の例
評価 評価の視点

「おおむね満足でき
る」状況（B）

「正方形を a個つくるとき」の問題について、必要な棒の本数を求める正しい図と式を
１通りはかくことができている。

「十分満足できる」
状況（A）

「正方形を a個つくるとき」の問題について、必要な棒の本数を求める正しい図と式を
２通り以上かくことができている。

※単元の導入（教科書p.58-60）を振り返ってアを例示し、それ以外を考えさせることも考えられる。

解答例

「主体的に学習に取り組む態度」の評価の例
評価 評価の視点 生徒の記述例

「おおむね満足でき
る」状況（B）

正方形の問題に取り組み、文字と
式のよさや大切だと思ったことな
どについて振り返りの記述をして
いる。

・文字を使うと、正方形が何個のときでも必要な
棒の本数を式にできることがわかった。
・図をかいて考えることが大切だと思った。
・はじめはわからなかったけれど、友達の説明を
聞いて、左端の１本と３本のまとまりが a個
あるから 1+3aであることがわかった。

「十分満足できる」
状況（A）

複数の方法で考えたり、新しい問
題を作ったりしようとしているな
ど、粘り強い取り組みの様子を見
取ることができる。
また、課題に取り組む前と後での
変容について見取ることができる。

・友達の意見を聞いて、自分と異なる考え方でも
計算すると同じ式になることがわかった。
・正方形を正三角形に変えた新しい問題でも、
「左端の１本と２本のまとまりが a個あるから
1+2a」という同じ考え方を使うことができた。

a個

……

・２通りの方法で考えた式をそれぞれ計算すると
答えがちがったので、まちがいに気づいた。

a個a個

a個a個

4 a - ( a - 1 )1 + 3 a

4 + 3 ( a - 1 )2 a + ( a + 1 )

ア イ

ウ エ

4342



領域 1 年 2 年 3 年

A 

数
と
式

B 

図
形

C 

関
数

D 

デ
ー
タ
の
活
用

■ 小学校 ■ 中学校
領域 1 〜３年 領域 4 〜 6 年

A 

数
と
計
算

［数］
• 120 程度までの数　①
• 10000 程度までの数　②
• 簡単な分数（1／2、1／3 など）　②
• 万の単位、1億までの数　③
• 10倍、100倍、1000倍、1／10 にした数　③
• 小数・分数の意味と表し方　③
［計算］
• 整数の加法・減法　①②③
• 乗法の意味、九九、簡単な場合の2位数と1位数との乗法②
• 2位数や 3位数に 1位数や 2位数をかける乗法　③
• 除法の意味、簡単な場合の除法　③
• 小数の加法・減法　③
• 簡単な場合の分数の加法・減法　③
［計算法則］
• 加法の交換法則・結合法則　②
• 乗法の交換法則・結合法則、分配法則　③
［式表現］
• □を用いた式　③

A 

数
と
計
算

［数］
• 億、兆の単位　④
• 概数と四捨五入　④
• 小数のしくみ　④
• 偶数・奇数、約数・倍数　⑤
• 整数・小数の記数法　⑤
• 分数の意味と表し方　④⑤
［計算］
• 整数の除法　④
• 小数の加法・減法、小数×整数、小数÷整数　④
• 同分母の分数の加法・減法　④
•（　）や四則の混じった式の計算　④
• 小数の乗法・除法　⑤
• 異分母の分数の加法・減法　⑤
• 分数の乗法・除法　⑥
• 整数・小数・分数の混じった式の計算　⑥
［式表現］
• □、 などを用いた式　④
• 数量の関係を表す式　⑤
• 文字を用いた式　⑥

B 

図
形

［平面図形］
• 平面図形の素地　①
• 三角形、四角形　②
• 正方形、長方形と直角三角形　②
• 平面図形の構成要素（頂点、辺）　②
• 二等辺三角形、正三角形　③
• 角　③
• 円（中心、半径、直径）　③
［空間図形］
• 立体の素地　①
• 箱の形（直方体）、さいころの形（立方体）　②
• 立体の構成要素（頂点、辺、面）　②
• 球　③

B 

図
形

［平面図形］
• 直線の垂直、平行　④
• 平行四辺形、ひし形、台形　④
• 図形の合同　⑤
• 多角形、正多角形　⑤
• 縮図や拡大図　⑥
• 対称な図形　⑥
［空間図形］
• 立方体、直方体　④
• 見取図、展開図　④
• 辺と辺、辺と面、面と面の垂直、平行　④
• 角柱や円柱　⑤
［図形の計量］
• 面積の単位（cm2、m2、km2、a、ha）　④
• 正方形、長方形の面積　④
• 角の大きさの単位（度、°）　④
• 円周の長さ、円周率　⑤
• 三角形、平行四辺形、ひし形、台形の面積　⑤
• 概形とおよその面積　⑥
• 円の面積　⑥
• 体積の単位（cm3、m3）　⑤
• 立方体、直方体の体積　⑤
• 角柱、円柱の体積　⑥
［座標の素地］
• ものの位置の表し方　④

C 

測
定

［長さ・広さ・かさ・重さ］
• 長さ・広さ・かさの直接比較・間接比較、任意単位による数
値化と比較　①
• 長さの単位（mm、cm、ｍ）、かさの単位（mL、dL、L）　②
• 長さの単位（km）、重さの単位（g、kg、t）　③
［時刻と時間］
• 時刻の読み方（何時、何時半、何時何分）　①
• 時刻と時間の意味、午前・午後・正午の意味　②
• 簡単な場合の時刻・時間の計算、時間の単位（秒）　③

C 

変
化
と
関
係

［２量の関係］
• 簡単な場合についての割合　④
• 速さなど単位量当たりの大きさ　⑤
• 割合（百分率）　⑤
• 比　⑥
［伴って変わる２つの数量の変化や対応の特徴］
• 変化の様子と表や式、折れ線グラフ　④
• 簡単な場合の比例の関係　⑤
• 比例と反比例　⑥

D 

デ
ー
タ
の
活
用

［統計］
• 絵や図を用いた数量の表現　①
• 簡単な表やグラフ　②
• 表と棒グラフ　③

D 

デ
ー
タ
の
活
用

［起こり得る場合］
• 起こり得る場合（並べ方、組み合わせ方）　⑥
［統計］
• データの分類整理（２次元の表、折れ線グラフ）　④
• 円グラフや帯グラフ　⑤
• 統計的な問題解決の方法　⑤⑥
• 測定値の平均　⑤
• 度数分布を表す表やグラフ（ドットプロット、柱状グラフ）⑥
• 代表値（平均値・中央値・最頻値）　⑥

※表中の○付き数字は、小学校で学習する学年を表しています。

２章　文字と式
１節　文字と式
２節　１次式の計算
３節　文字式の活用

１章　式の展開と因数分解
１節　式の展開
２節　因数分解
３節　文字式の活用

３章　方程式
１節　方程式
２節　方程式の活用

４章　比例と反比例
１節　関数
２節　比例
３節　反比例
４節　比例と反比例の活用

３章　１次関数
１節　１次関数
２節　１次方程式と１次関数
３節　１次関数の活用

４章　関数 y=ax2

１節　関数 y=ax2

２節　関数の活用

７章　データの活用
１節　データの分布
２節　確率

６章　場合の数と確率
１節　場合の数と確率

７章　データの比較
１節　箱ひげ図

８章　標本調査
１節　標本調査

２章　連立方程式
１節　連立方程式
２節　連立方程式の活用

１章　正の数と負の数
１節　正の数と負の数
２節　加法と減法
３節　乗法と除法
４節　正の数と負の数の活用

３章　２次方程式
１節　２次方程式
２節　２次方程式の活用

６章　円
１節　円周角と中心角

６章　空間図形
１節　空間図形の観察
２節　空間図形の計量

５章　三角形と四角形
１節　三角形
２節　平行四辺形

７章　三平方の定理
１節　三平方の定理
２節　三平方の定理の活用

５章　平面図形
１節　基本の図形
２節　図形の移動
３節　基本の作図
４節　おうぎ形

５章　相似な図形
１節　相似な図形
２節　平行線と線分の比
３節　相似な図形の
　　　面積比と体積比

２章　平方根
１節　平方根
２節　根号をふくむ式の計算

４章　図形の性質と合同
１節　角と平行線
２節　三角形の合同と証明

１章　式の計算
１節　文字式の計算
２節　文字式の活用

内容系統表（小学校算数〜中学校数学）
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領域 1 年 2 年 3 年

A 

数
と
式

B 

図
形

C 

関
数

D 

デ
ー
タ
の
活
用

数学Ⅰ 数学Ⅱ 数学Ⅲ

数学Ａ 数学Ｂ 数学Ｃ

（2）統計的な推測
確率分布
•確率変数と確率分布
＊確率変数の平均、分散、標準偏差
•二項分布
正規分布
•連続型確率変数
•正規分布
統計的な推測
•母集団と標本
•統計的な推測の考え
＊区間推定、仮説検定

（2）場合の数と確率
場合の数
•数え上げの原則
•順列・組合せ
確率
•確率とその基本的な法則
＊余事象、排反、期待値
•独立な試行と確率
•条件付き確率

（1）数列
数列とその和
•等差数列と等比数列
•いろいろな数列
漸化式と数学的帰納法
•漸化式と数列
•数学的帰納法

（1）図形の性質
平面図形
•三角形の性質
•円の性質
•作図
空間図形

（3）数学と社会生活
数理的な問題解決

（3）数学と人間の活動
数量や図形と人間の活動
遊びの中の数学
＊ユークリッドの互除法、二進法、
平面や空間における点の位置

（2）平面上の曲線と複素数平面
平面上の曲線
•二次曲線
　（直交座標による表示）
•媒介変数による表示
•極座標による表示
複素数平面
•複素数平面
•ド・モアブルの定理

（1）ベクトル
平面上のベクトル
•ベクトルとその演算
•ベクトルの内積
空間座標とベクトル
•空間座標、空間におけるベクトル

（3）数学的な表現の工夫
数学的な表現の意義やよさ
•図、表、統計グラフ、� �
離散グラフ、行列

（2）図形と計量
三角比
•鋭角の三角比
•鈍角の三角比
•正弦定理、余弦定理
図形の計量

（1）数と式
数と集合
•簡単な無理数の計算
•集合と命題
式
•式の展開と因数分解
•一次不等式

（3）二次関数
二次関数とそのグラフ
二次関数の値の変化
•二次関数の最大・最小
•二次関数と二次方程式、� �
二次不等式

（4）データの分析
データの散らばり
•分散、標準偏差
データの相関
•散布図、相関係数
仮説検定の考え方

（2）微分法
導関数
•関数の和・差・積・商の導関数
•合成関数の導関数
•三角関数・指数関数・� �
対数関数の導関数
導関数の応用
•接線、関数の値の増減、� �
極大・極小、グラフの凹凸、� �
速度・加速度

（1）極限
数列の極限
•数列 {ｒｎ}の極限
•無限等比級数の和
関数とその極限
•分数関数と無理関数
•合成関数と逆関数
•関数の値の極限

（3）積分法
不定積分と定積分
•積分とその基本的な性質・� �
置換積分法・部分積分法
いろいろな関数の積分
積分の応用
•面積、体積、曲線の長さ

（3）指数関数・対数関数
指数関数
•指数の拡張
•指数関数
対数関数
•対数
•対数関数

（1）いろいろな式
式
•多項式の乗法・除法、分数式
＊二項定理
等式と不等式の証明
高次方程式など
•複素数と二次方程式
•高次方程式

（2）図形と方程式
直線と円
•点と直線
•円の方程式
軌跡と領域

（4）三角関数
角の拡張
三角関数
•三角関数
•三角関数の基本的な性質
三角関数の加法定理
＊２倍角の公式、三角関数の合成

（5）微分・積分の考え
微分の考え
•微分係数と導関数
＊関数の定数倍、和及び差の導関数
•導関数の応用
積分の考え
•不定積分と定積分
•面積

■ 中学校

２章　文字と式
１節　文字と式
２節　１次式の計算
３節　文字式の活用

１章　式の展開と因数分解
１節　式の展開
２節　因数分解
３節　文字式の活用

３章　方程式
１節　方程式
２節　方程式の活用

４章　比例と反比例
１節　関数
２節　比例
３節　反比例
４節　比例と反比例の活用

３章　１次関数
１節　１次関数
２節　１次方程式と１次関数
３節　１次関数の活用

４章　関数 y=ax2

１節　関数 y=ax2

２節　関数の活用

７章　データの活用
１節　データの分布
２節　確率

６章　場合の数と確率
１節　場合の数と確率

７章　データの比較
１節　箱ひげ図

８章　標本調査
１節　標本調査

２章　連立方程式
１節　連立方程式
２節　連立方程式の活用

１章　正の数と負の数
１節　正の数と負の数
２節　加法と減法
３節　乗法と除法
４節　正の数と負の数の活用

３章　２次方程式
１節　２次方程式
２節　２次方程式の活用

６章　円
１節　円周角と中心角

６章　空間図形
１節　空間図形の観察
２節　空間図形の計量

５章　三角形と四角形
１節　三角形
２節　平行四辺形

７章　三平方の定理
１節　三平方の定理
２節　三平方の定理の活用

５章　平面図形
１節　基本の図形
２節　図形の移動
３節　基本の作図
４節　おうぎ形

５章　相似な図形
１節　相似な図形
２節　平行線と線分の比
３節　相似な図形の
　　　面積比と体積比

２章　平方根
１節　平方根
２節　根号をふくむ式の計算

４章　図形の性質と合同
１節　角と平行線
２節　三角形の合同と証明

１章　式の計算
１節　文字式の計算
２節　文字式の活用

■高等学校

内容系統表（中学校数学〜高等学校数学）
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年間指導計画案
1 年

章／節 時数
１章　正の数と負の数

24

１節　正の数と負の数
２節　加法と減法
３節　乗法と除法
４節　正の数と負の数の活用
章末問題
２章　文字と式

18
１節　文字と式
２節　１次式の計算
３節　文字式の活用
章末問題
３章　方程式

14
１節　方程式
２節　方程式の活用
章末問題

４章　比例と反比例

20

１節　関数
２節　比例
３節　反比例
４節　比例と反比例の活用
章末問題
５章　平面図形

18

１節　基本の図形
２節　図形の移動
３節　基本の作図
４節　おうぎ形
章末問題
６章　空間図形

15
１節　空間図形の観察
２節　空間図形の計量
章末問題
７章　データの活用

14
１節　データの分布
２節　確率
章末問題

配当時数 123
予備時数 17
合計 140

配当時数 97
予備時数 8
合計 105

配当時数 115
予備時数 25
合計 140

2 年
章／節 時数

１章　式の計算

15

１節　文字式の計算
２節　文字式の活用
章末問題

２章　連立方程式

13
１節　連立方程式
２節　連立方程式の活用
章末問題

３章　１次関数

18
１節　１次関数
２節　１次方程式と１次関数
３節　１次関数の活用
章末問題
４章　図形の性質と合同

18

１節　角と平行線
２節　三角形の合同と証明
章末問題

５章　三角形と四角形

19

１節　三角形
２節　平行四辺形
章末問題

６章　場合の数と確率

8
１節　場合の数と確率
章末問題

７章　データの比較

6
１節　箱ひげ図
章末問題

3 年
章／節 時数

１章　式の展開と因数分解

19

１節　式の展開
２節　因数分解
３節　文字式の活用
章末問題

２章　平方根

14
１節　平方根
２節　根号をふくむ式の計算
章末問題

３章　２次方程式

13
１節　２次方程式
２節　２次方程式の活用
章末問題

４章　関数 y=ax2

16

１節　関数 y=ax2

２節　関数の活用
章末問題

５章　相似な図形

23

１節　相似な図形
２節　平行線と線分の比
３節　相似な図形の面積比と
　　　体積比
章末問題
６章　円

10
１節　円周角と中心角
章末問題

７章　三平方の定理

13
１節　三平方の定理
２節　三平方の定理の活用
章末問題
８章　標本調査

7１節　標本調査
章末問題

学校教育法施行規則に示されている数学の授業時数に対し、
学校や生徒の実態に即して弾力的な指導計画を立てられるよう、
配当時数を設定しています。本資料 p.49 〜 53 の表において配当時数が空欄となっている内容は、
生徒の個の実態や学級の状況などに応じて適宜扱うことができるものです。
同様に、表では省略している《数学のたんけん》も適宜扱うことができるものです。

配当時数について

３学
期制

２学
期制

月
（時）

章
（時）

小節
配当
時数

1
学
期

前
期

4
月

（10）

次の章を学ぶ前に

1
章　

正
の
数
と
負
の
数　

（24）

１節　正の数と負の数

　１　反対の性質をもつ数量 1

　２　正の数と負の数 1

　３　数の大小 1

　■基本の問題 1

２節　加法と減法

　１　加法 2

　２　加法の交換法則と結合法則 1

　３　減法 2

　４　かっこを省いた式 1

5
月

（12）

　５　加法と減法のいろいろな計算 1

　■基本の問題 1

３節　乗法と除法

　１　乗法① 1

　２　乗法② 1

　３　除法 1

　４　乗法と除法 2

　５　四則の混じった計算 1

　６　数の集合と四則計算 1

　７　素因数分解 1

　■基本の問題 1

４節　正の数と負の数の活用

　１　平均値の求め方をくふうしよう 1

6
月

（14）

章末問題

　１章の問題 2

　とりくんでみよう

次の章を学ぶ前に

2
章　

文
字
と
式　

（18）

１節　文字と式

　１　文字を使った式 1

　２　積の表し方 1

　３　商の表し方 1

　４　式の値 1

　５　いろいろな数量の表し方 2

　■基本の問題 1

２節　１次式の計算

　１　１次式の項と係数 1

　２　１次式の加法と減法 1

　３　１次式と数の乗法 1

　４　１次式を数でわる計算 1

　■基本の問題 1

7
月

（6）

３節　文字式の活用
　１　碁石の総数を表す式を求め
　　　説明しよう 1

　２　数量の関係を表す式 2

　■基本の問題 1

章末問題

　２章の問題 2

　とりくんでみよう

３学
期制

２学
期制

月
（時）

章
（時）

小節
配当
時数

2
学
期

前
期

9
月

（13）

次の章を学ぶ前に

3
章　

方
程
式　

（14）

１節　方程式

　１　方程式 1

　２　等式の性質 1

　３　１次方程式の解き方 1

　４　いろいろな１次方程式の解き方① 1

　５　いろいろな１次方程式の解き方② 2

　■基本の問題 1

２節　方程式の活用

　１　方程式の活用 1

　２　過不足の問題 1

　３　速さの問題 1

　４　比例式とその活用 1

　■基本の問題 1

章末問題

　３章の問題 2

10
月

（15）

　とりくんでみよう

後
期

次の章を学ぶ前に

4
章　

比
例
と
反
比
例　

（20）

１節　関数

　１　ともなって変わる２つの数量 1

２節　比例

　１　比例を表す式 1

　２　比例と変域 1

　３　数の範囲の広がりと比例の性質 1

　４　座標 1

　５　比例のグラフ 1

　６　比例のグラフのかき方と特徴 2

　７　比例の式の求め方 1

　■基本の問題 1

３節　反比例

　１　反比例を表す式 1
　２　数の範囲の広がりと
　　　反比例の性質 1

　３　反比例のグラフ 2

11
月

（14）

　４　反比例の式の求め方 1

　■基本の問題 1

４節　比例と反比例の活用

　１　比例と反比例の活用 1
　２　何m走ることができるか
　　　考えよう 1

章末問題

　４章の問題 2

　とりくんでみよう

1 年 年間指導計画案 配当時数 予備時数123 時間 + 17 時間 = 140 時間
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３学
期制

２学
期制

月
（時）

章
（時）

小節
配当
時数

2
学
期

後
期

11
月

次の章を学ぶ前に

5
章　

平
面
図
形　

（18）

１節　基本の図形

　１　直線と角 1

　２　平行と垂直 1

　３　円 1

２節　図形の移動

　１　図形の移動 1

　２　平行移動、回転移動、対称移動 2

　■基本の問題 1

３節　基本の作図

　１　基本の作図 1

12
月

（10）

　２　垂直二等分線の作図 1

　３　垂線の作図 1

　４　角の二等分線の作図 1

　５　作図の活用 1

　６　作図の方法を説明しよう 1

　■基本の問題 1

４節　おうぎ形

　１　おうぎ形の弧の長さと面積 1

　■基本の問題 1

章末問題

　５章の問題 2

　とりくんでみよう

３
学
期

１
月

（11）

次の章を学ぶ前に

6
章　

空
間
図
形　

（15）

１節　空間図形の観察

　１　多面体 2

　２　点、直線と平面 1
　３　直線と平面、平面と平面の
　　　位置関係 1

　４　平面図形が動いてできる立体 2

　５　見取図、展開図、投影図 2

　■基本の問題 1

２節　空間図形の計量

　１　角柱、円柱、角錐、円錐の表面積 1

　２　角柱、円柱、角錐、円錐の体積 1

２
月

（12）

　３　球の表面積と体積 1

　■基本の問題 1

章末問題

　６章の問題 2

　とりくんでみよう

３学
期制

２学
期制

月
（時）

章
（時）

小節
配当
時数

３
学
期

後
期

２
月

次の章を学ぶ前に

7
章　

デ
ー
タ
の
活
用　

（14）

１節　データの分布

　１　度数分布表 1

　２　ヒストグラム 2

　３　相対度数 1

　４　階級値と代表値 1

　５　累積度数と累積相対度数 1

　６　データの分布と代表値 1

　７　データを集めて活用しよう 1

3
月

（6）

　■基本の問題 1

２節　確率

　１　ことがらの起こりやすさ 2

　２　確率の考えの活用 1

章末問題

　７章の問題 2

　とりくんでみよう

巻末　数学マイトライ

３学
期制

２学
期制

月
（時）

章
（時） 小節 配当

時数

1
学
期

前
期

4
月

（7）

次の章を学ぶ前に

1
章　

式
の
計
算　

（15）

１節　文字式の計算
　１　単項式と多項式 1
　２　同類項 1
　３　多項式の加法と減法 1
　４　いろいろな多項式の計算 1
　５　単項式の乗法と除法 2
　６　式の値 1

5
月

（10）

　■基本の問題 1
２節　文字式の活用
　１　文字を使った説明① 1
　２　文字を使った説明② 1
　３　等式の変形 1
　４　スタート位置を決めよう 1
　■基本の問題 1
章末問題
　１章の問題 2
　とりくんでみよう

次の章を学ぶ前に

2
章　

連
立
方
程
式　

（13）

１節　連立方程式
　１　連立方程式とその解 1
　２　連立方程式の解き方 1

6
月

（13）

　３　加減法 1
　４　代入法 1
　５　いろいろな連立方程式 2
　■基本の問題 1
２節　連立方程式の活用
　１　連立方程式の活用 1
　２　速さの問題 1
　３　割合の問題 1
　■基本の問題 1
章末問題
　２章の問題 2
　とりくんでみよう

次の章を学ぶ前に

3
章　

１
次
関
数　

（18）

１節　１次関数
　１　１次関数 1
　２　変化の割合 1

7
月

（6）

　３　１次関数のグラフ 1
　４　１次関数のグラフの特徴 1
　５　１次関数のグラフのかき方 1
　６　１次関数の求め方 2
　■基本の問題 1

２
学
期

9
月

（8）

２節　１次方程式と１次関数
　１　２元１次方程式のグラフ 2
　２　連立方程式の解とグラフ 1
　■基本の問題 1
３節　１次関数の活用
　１　１次関数とみなして考えること 1
　２　表、グラフ、式の活用 1
　３　身近な数量の関係を表すグラフ 1
　４　総費用で比べよう 1

10
月

章末問題
　３章の問題 2
　とりくんでみよう

３学
期制

２学
期制

月
（時）

章
（時）

小節
配当
時数

2
学
期

後
期

10
月

（10）

次の章を学ぶ前に

4
章　

図
形
の
性
質
と
合
同　

（18）

１節　角と平行線
　１　直線と角 1
　２　平行線の性質 1
　３　平行線になる条件 1
　４　三角形の角 2
　５　補助線を使った角の大きさの求め方 1
　６　多角形の内角の和を求めよう 1
　７　多角形の外角の和 1

11
月

（10）

　■基本の問題 1
２節　三角形の合同と証明
　１　合同な図形 1
　２　三角形の合同条件 1
　３　仮定、結論と証明 1
　４　証明のしくみとかき方 1
　５　証明の方針 1
　６　三角形の合同条件を使う証明 1
　■基本の問題 1
章末問題
　４章の問題 2
　とりくんでみよう

12
月

（8）

次の章を学ぶ前に

5
章　

三
角
形
と
四
角
形　

（19）

１節　三角形
　１　二等辺三角形の性質① 1
　２　二等辺三角形の性質② 1
　３　２つの角が等しい三角形 1
　４　逆 1
　５　直角三角形の合同 2
　６　条件を変えても成り立つ性質 1
　■基本の問題 1

3
学
期

1
月

（9）

２節　平行四辺形
　１　平行四辺形の性質 1
　２　平行四辺形になる条件 2
　３　平行四辺形になる条件の活用 2
　４　特別な平行四辺形 2
　５　平行線と面積 1
　■基本の問題 1

２
月

（12）

章末問題
　５章の問題 2
　とりくんでみよう

次の章を学ぶ前に

６
章　

場
合
の
数
と
確
率　

（8）

１節　場合の数と確率
　１　確率の求め方 1
　２　確率の性質 1
　３　場合の数と確率① 1
　４　場合の数と確率② 1
　５　くじのあたりやすさを調べて説明しよう 1
　■基本の問題 1
章末問題
　６章の問題 2
　とりくんでみよう

７
章　

デ
ー
タ
の
比
較　

（6）

１節　箱ひげ図
　１　四分位数と箱ひげ図 2

３
月

（4）

　２　ヒストグラムと箱ひげ図 1
　３　データの分布の比較 1
　■基本の問題 1
章末問題
　７章の問題 1
　とりくんでみよう
巻末　数学マイトライ

2 年 年間指導計画案 配当時数 予備時数97 時間 + 8 時間 = 105 時間
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３学
期制

２学
期制

月
（時）

章
（時）

小節
配当
時数

1
学
期

前
期

4
月

（10）

次の章を学ぶ前に

1
章　

式
の
展
開
と
因
数
分
解　

（19）

１節　式の展開
　１　単項式と多項式の乗法、除法 1
　２　式の展開 1
　３　 ( x + a ) ( x + b ) の展開 1
　４　 ( x + a ) 2、 ( x - a ) 2 の展開 1
　５　 ( x + a ) ( x - a ) の展開 1
　６　乗法公式の活用 1
　■基本の問題 1
２節　因数分解
　１　因数分解 2
　２　乗法公式をもとにする因数分解 2

5
月

（14）

　３　いろいろな因数分解 2
　■基本の問題 1
３節　文字式の活用
　１　数の計算 1
　２　数の性質を見いだし証明しよう 1
　３　図形の性質の証明 1
章末問題
　１章の問題 2
　とりくんでみよう

次の章を学ぶ前に

2
章　

平
方
根　

（14）

１節　平方根
　１　２乗すると a になる正の数 1
　２　２乗すると a になる数 1
　３　平方根の大小 1
　４　有理数と無理数 1
　■基本の問題 1

6
月

（14）

２節　根号をふくむ式の計算
　１　根号のついた数の性質 1
　２　根号をふくむ式の乗法と除法 1
　３　根号をふくむ式の加法と減法 1
　４　根号をふくむ式のいろいろな計算 1
　５　平方根の活用 1
　６　測定値と誤差 1
　■基本の問題 1
章末問題
　２章の問題 2
　とりくんでみよう

次の章を学ぶ前に

3
章　

2
次
方
程
式　

（13）

１節　２次方程式
　１　２次方程式の解 1
　２　因数分解による解き方 2
　３　平方根の考え方を使った解き方 2

7
月

（8）

　４　2次方程式の解の公式 2
　５　いろいろな 2次方程式 1
　■基本の問題 1
２節　２次方程式の活用
　１　２次方程式の活用 2
章末問題
　３章の問題 2
　とりくんでみよう

３学
期制

２学
期制

月
（時）

章
（時）

小節
配当
時数

2
学
期

前
期

9
月

（14）

次の章を学ぶ前に

4
章　

関
数y

=
a

x
2　

（16）

１節　関数 y = a x 2

　１　２乗に比例する関数 1

　２　関数 y = a x 2 の性質 1

　３　関数 y = x 2 のグラフ 1

　４　関数 y = a x 2 のグラフ 2

　５　関数 y = a x 2 の値の変化 1

　６　関数 y = a x 2 の変化の割合 2

　■基本の問題 1

２節　関数の活用

　１　関数 y = a x 2 の活用 1
　２　自動車が止まるまでの距離を
　　　考えよう 1

　３　関数のグラフの活用 1

　４　放物線と直線のいろいろな問題 1

　５　いろいろな関数 1

10
月

（15）

章末問題

　４章の問題 2

　とりくんでみよう

後
期

次の章を学ぶ前に

5
章　

相
似
な
図
形　

（23）

１節　相似な図形

　１　図形の相似 1

　２　相似の位置と相似比 1

　３　相似な図形の性質の活用 1

　４　三角形の相似条件 1

　５　相似の証明 2

　６　縮図の活用 1

　■基本の問題 1

２節　平行線と線分の比

　１　三角形と線分の比① 2

　２　三角形と線分の比② 1

　３　平行線と線分の比 1

　４　中点連結定理 2

11
月

（15）

　■基本の問題 1

３節　相似な図形の面積比と体積比

　１　相似な図形の面積比 2

　２　相似な立体の表面積の比と体積比 2
　３　相似な図形の面積比と体積比の
　　　活用 1

　■基本の問題 1

章末問題

　５章の問題 2

　とりくんでみよう

３学
期制

２学
期制

月
（時）

章
（時）

小節
配当
時数

2
学
期

後
期

11
月

次の章を学ぶ前に

6
章　

円　

（10）

１節　円周角と中心角

　１　円周角の定理 2

　２　弧と中心角、円周角 1

　３　円周角の定理の逆 1

　４　円の接線 1

12
月

（9）

　５　円周角のいろいろな問題 1

　６　船の位置を見つけよう 1

　■基本の問題 1

章末問題

　６章の問題 2

　とりくんでみよう

次の章を学ぶ前に

7
章　

三
平
方
の
定
理　

（13）

１節　三平方の定理

　１　三平方の定理 1

　２　直角三角形の辺の長さ 1

　３　三平方の定理の逆 1

　■基本の問題 1

3
学
期

1
月

（9）

２節　三平方の定理の活用

　１　特別な直角三角形 1

　２　平面図形への活用 2

　３　空間図形への活用 2

　４　どこまで見えるか調べよう 1

　■基本の問題 1

章末問題

　７章の問題 2

　とりくんでみよう

2
月

（7）

次の章を学ぶ前に

8
章　

標
本
調
査　

（7）

１節　標本調査

　１　全数調査と標本調査 2

　２　乱数を使った無作為抽出 2

　３　標本調査の活用 2

章末問題

　８章の問題 1

　とりくんでみよう

巻末　数学マイトライ

3 年 年間指導計画案 配当時数 予備時数115 時間 + 25 時間= 140 時間
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①教育基本法及び学校教育法との関連
（１）教育基本法第２条との関連

教科書検討の観点 特色 具体例

第１号
幅広い知識と教養を身
に付け、真理を求める
態度を養い、豊かな情
操と道徳心を培うとと
もに、健やかな身体を
養うこと。

①数学の学習の進め方を示すこと
で、真理を求める学習態度を育て
られるようになっている。

②実社会と関連深い題材を取り上げ
ることで、幅広い知識が身に付く
ようになっている。

●各学年の巻頭では、問題発見・解決の過程と学び方のポ
イントや学習に取り組む態度、数学的な見方・考え方の
働かせ方、ICT の活用の仕方など、数学の学習への取り
組み方が理解できるように工夫されている。
→全学年 p.4-10

●表紙や巻頭見返しでは、身近な数学を写真で紹介するこ
とで生徒の知的好奇心を喚起し、数学を学ぶことへの興
味・関心が高まるように工夫されている。

第２号
個人の価値を尊重して、
その能力を伸ばし、創
造性を培い、自主及び
自律の精神を養うとと
もに、職業及び生活と
の関連を重視し、勤労
を重んずる態度を養う
こと。

③個に応じて幅広く柔軟に対応でき
るような学習材が用意されてお
り、生徒の主体性を重視し、自主
及び自律の精神が養えるように
なっている。

④社会で働く人々や日常生活の場面
を取り上げることで、数学と実社
会との関連が実感できるように
なっている。

●各小節には、理解が早い生徒のための追加問題である
〈チャレンジ〉や、基本的な問題に取り組みたい生徒の
ための《補充問題》の掲載ページが示されている。

●巻末の《数学マイトライ》には多様な問題があり、個別
最適な学びに対応している。

　→ 1 年 p.247-280 ／ 2 年 p.201-229 ／ 3 年 p.215-261
●キャリア教育をテーマとしたコラムである《数学を仕事
に生かす》が設けられている。

　→ 1 年 p.250-251 ／ 2 年 p.204-205 ／ 3 年 p.218-219

第３号
正義と責任、男女の平
等、自他の敬愛と協力
を重んずるとともに、
公共の精神に基づき、
主体的に社会の形成に
参画し、その発展に寄
与する態度を養うこと。

⑤性別・人種・障がいの有無などに
関係なく、どのような人も平等・
公平な役割を担い、各々が責任を
もって自分の考えを伝え、他者の
考えを認め、他者を敬う態度を身
に付けられるようになっている。

●協働的な学びの場面では、他者の考えを尊重しつつ自分
の考えを伝え合う学習活動の場面が提示され、主体的に
社会の形成に参画する態度を養うことができるように
なっている。

　→ 1 年 p.81 ／ 2 年 p.7、192 ／ 3 年 p.7、91 ほか
●イラストや写真では性別や人種による差別的な扱いや役
割の固定化がないように配慮されている。
→ 1 年 p.242 ／ 2 年 p.98-99 ／ 3 年 p.214 ほか

● 1 年 p.248-249 で、SDGs と数学をテーマとしたコラ
ムとして「大分国際車いすマラソン」を取り上げている。

第４号
生命を尊び、自然を大
切にし、環境の保全に
寄与する態度を養うこ
と。

⑥防災、安全、環境保全などを数学
と関連付けて取り上げ、生命や自
然を大切にする態度を養うことが
できるようになっている。

●防災や安全に関わる内容を取り上げている。
　→ 1 年 p.253 ／ 2 年 p.87 ／ 3 年 p.202、216 ほか
●環境教育に関わる内容を取り上げている。

→ 1 年 p.52、55、214-226、279 ／ 2 年 p.39、57、
186-197、202-203 ／ 3 年 p.217 ほか

第５号
伝統と文化を尊重し、
それらをはぐくんでき
た我が国と郷土を愛す
るとともに、他国を尊
重し、国際社会の平和
と発展に寄与する態度
を養うこと。

⑦伝統と文化、国際社会への理解が
深まる内容を取り上げることで、
我が国を愛する心や他国を尊重し
国際社会の平和と発展に寄与する
態度を養うことができるように
なっている。

●我が国の伝統と文化に親しみ、国を愛する心が育つよう
な内容を取り上げている。
→ 1 年 p.6、116、252 ／ 2 年 p.208 ／３年 p.228 ほか

●数学は国内外の数学者の努力によって発展してきたこと
が理解できる内容を取り上げている。
→ 1 年 p.56、184 ／ 2 年 p.143 ／ 3 年 p.228-229 ほか

● 2025 年大阪・関西万博やギリシャの建造物に見られる
数学など、国際社会との関わりに関心がもてる話題を取
り上げている。

　→ 2 年 p.212-213 ／ 3 年 p.222 ほか

（２）学校教育法との関連

教科書検討の観点 特色 具体例

①学校教育法に示され
た教育の目的及び目
標に即した配慮がな
されているか。

①基礎的な知識及び技能を習得させ
るとともに、これらを活用して課
題を解決するために必要な思考
力、判断力、表現力その他の能力
をはぐくみ、主体的に学習に取り
組む態度を養うことができるよう
になっている。

●小節ごとに〈めあて〉が示されているので、生徒が目的
意識をもって主体的に学習に取り組むことができる。

●基礎的・基本的な内容が特に丁寧に扱われている。
●導入の問題である〈Q〉や、〈考えよう〉〈話し合おう〉
　〈深めよう〉〈説明できるかな？〉というマークが付いた
〈問〉は、数学的活動を通して数学的に考える資質・能
力を育成できるように工夫されている。

②学習指導要領との関連
（１）教科の目標について

教科書検討の観点 特色 具体例

①数学的な見方・考え
方を働かせ、数学的
活動を通して、数学
的に考える資質・能
力を育成できるよう
に配慮されているか。

①数学的に考え表現するための学び
方を生徒にわかりやすく示してい
る。

●巻頭の《数学の学習を始めよう！》には、数学的活動を
通した問題発見・解決の過程と学び方のポイントが示さ
れている。

●巻頭の《数学的な見方・考え方を身につけよう！》では、
数学的な見方・考え方を働かせながら学ぶことの大切さ
がわかりやすく説明されている。また、生徒が数学的な
見方・考え方を働かせられるように、各小節の横欄に〈大
切な見方・考え方〉が示されている。

②基礎的な概念や原理・
法則などを理解でき
るように配慮されて
いるか。また、事象
を数学化したり、数
学的に解釈したり、
数学的に表現・処理
したりする技能を身
に付けられるように
配慮されているか。

（「知識及び技能」との
関連性）

②基礎的・基本的な内容や考え方を
理解することに重点を置いた展開
にするとともに、知識や技能の確
実な定着が図れるようになってい
る。

●タイトルのついた〈例〉をきめ細かなステップで展開し
ているので、基礎的・基本的な内容が理解しやすく、ま
た、復習がしやすくなっている。

　→ 1 年 p.98-99 ／ 2 年 p.14-15 ／ 3 年 p.144-145 ほか
●基礎的・基本的な知識及び技能を定着させるのに十分な

量の問題が小節、節末、章末、巻末に用意されている。
また、「身につける」と付記されている二次元コードか
ら練習問題のコンテンツにアクセスすることができる。

●数学的活動を通した学習により、事象を数学化したり、
数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技
能を身に付けられるようになっている。

　→ 1 年 p.52-53 ／ 2 年 p.32-33 ／ 3 年 p.155 ほか

③数学を活用して事象
を論理的に考察する
力を養えるように配
慮されているか。ま
た、数量や図形など
の性質を見いだし統
合的・発展的に考察
する力を養えるよう
に配慮されているか。

（「思考力、判断力、表
現力等」との関連性）

③生徒自身が問題解決の方法を考え
たり、判断の根拠となる事柄を見
いだしたりする学習場面を設け、
数学的な思考力、判断力を養うこ
とができるように配慮されてい
る。

●事象を論理的に考察する数学的活動の場面が適宜設けら
れている。その場面の横欄〈大切な見方・考え方〉には
生徒にもわかる表現で、どのような見方・考え方を働か
せるのかが具体的にわかりやすく示されている。
→ 1 年 p.35（広げて考える）、p.78（同じように考える）、

p.80（いくつかの場合から予想する）ほか
●数量や図形などの性質を見いだし統合的・発展的に考察

する数学的活動の場面として、〈深めよう〉が適宜設け
られている。
→１年 p.102、125、179 ／ 2 年 p.43、93 ／ 3 年 p.37、

147 ほか

④数学的な表現を用い
て事象を簡潔・明瞭・
的確に表現する力を
養えるように配慮さ
れているか。

（「思考力、判断力、表
現力等」との関連性）

④数学的な言語活動や表現に関する
内容が丁寧に扱われている。また、
事柄や事実、方法、理由などを数
学的な表現を用いて説明する問題
が充実している。

●数学的に説明をする学習の初期段階では、□埋め形式で
説明を完成させる問題を設けるなどして、数学的な表現
力が段階的に身に付けられるようになっている。

　→ 1 年 p.219、221 ／ 2 年 p.27、29 ／ 3 年 p.117 ほか
●事柄や事実、方法、理由などを数学的な表現を用いて説
明する問題が〈説明できるかな？〉として出題されている。

　→ 1 年 p.55 ／ 2 年 p.86-87、96 ／ 3 年 p.76、143 ほか

⑤数学的活動の楽しさ
や数学のよさを実感
して粘り強く考え、
数学を生活や学習に
生かそうとする態度、
問題解決の過程を振
り返って評価・改善
しようとする態度を
養えるように配慮さ
れているか。

（「学びに向かう力、人
間性等」との関連性）

⑤全編を通して生徒が主体的に学ぶ
ことができるように工夫されてお
り、数学的活動の楽しさや数学の
よさを実感することで、数学の学
習への関心・意欲が高まり、数学
的活動に積極的に取り組もうとす
る態度が涵養されるようになって
いる。

●巻頭見返しや章の扉では、生徒に疑問を抱かせ、どうす
れば疑問を解消できるのかと興味を引くような事柄が写
真やイラストなどを使って提示され、その疑問を数学の
問題として解決していく過程が丁寧に扱われている。

　→２年巻頭見返し＋ p.32-33、p.12-14 ほか
●巻頭の《学びに向かう力を育てよう！》には、「主体的
に学習に取り組む態度」が生徒や保護者にもわかるよう
に、その具体例とともに示されている。また、「主体的
に学習に取り組む態度」を評価するための課題として、
各章に《学びに向かう力を育てよう》が設けられ、その
一部には巻末に《ふり返りシート》が用意されている。
→全学年 p.6-7 ／１年 p.86 ＋ 303 ほか

●〈身近なことがら〉から数学の問題を見いだしていく数
学化の過程が丁寧に扱われているので、数学を生活や学
習に生かそうとする態度を養うことができる。

　→ 1 年 p.52、148 ／ 2 年 p.32、157 ／ 3 年 p.112 ほか
●各章末の《章の問題》の最後に、その章で学んだことの

振り返りを促す文章が載っている。学習の振り返りをす
る習慣を身に付けられるように配慮されている。

　→ 1 年 p.54 ／ 2 年 p.95 ／ 3 年 p.199 ほか

教科書検討の観点からみた特色
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（２）指導計画の作成と内容の取り扱いについて

教科書検討の観点 特色 具体例

①数学的に考える資質・
能力の育成に向けて、
生徒の主体的・対話
的で深い学びが実現
するように配慮され
ているか。

①巻頭で数学の学び方の概要を示す
とともに、それぞれの学習場面で
は具体的に学び方を明示すること
で、主体的・対話的で深い学びが
実現できるようになっている。

●巻頭では、数学的に考える資質・能力を育成するための
学び方が平易な表現で示されている。

　→全学年 p.4-10
●《学び合おう》は、問題解決的な授業展開の流れを明示

することで、主体的・対話的で深い学びを実践できるよ
うになっている。巻末の《対話シート》は、自分の考え
を他者と共有し、学びを深めるのに有効である。
→ 1 年 p.80-82 ＋ 301 ／ 2 年 p.92-93 ＋ 251 ／ 3 年

p.174-175 ＋ 291 ほか
●各小節の〈問・考えよう〉〈問・話し合おう〉〈問・深め
よう〉は、主体的・対話的で深い学びを実現するための
設問となっている。
→ 1 年 p.140-142 ／ 2 年 p.42-43 ／ 3 年 p.106-107

ほか

②生徒の学習を確実な
ものにするために、
学び直しの機会を設
定しているか。

②新たな内容を学習する際には、既
に学習した関連する内容を意図的
に再度取り上げている。

●小中の連携が特に重要である 1 年では、巻末に《算数の
確かめ》が設けられている。小学校算数で学んだ事柄の
うち、よく使われる内容を学び直すことができる。
例えば、p.266-267 で「速さ・時間・道のり」の関係
を学び直し、正の数と負の数の乗法（p.34-36）、文字式

（p.68）、方程式（p.108）、比例（p.124）の学習に生か
すことができる。

●各章の直前には《次の章を学ぶ前に》が、各小節には適
宜、既習事項から導入する〈Ｑ・確かめよう〉や横欄〈確
かめ〉が設けられているので、既習事項を必要な場面で
確かめながら学習を進められる。
→ 1 年 p.11、64、224 ／ 2 年 p.54 ／ 3 年 p.130 ほか

●横欄〈大切な見方・考え方〉に「知っていることを使え
るようにする」ことや「同じように考える」ことを適宜
明示することで、既習の知識及び技能を新しい問題の解
決に生かせるようになっている。
→ 1 年 p.39、100 ／ 2 年 p.19、45 ／ 3 年 p.75、188

ほか

③特別支援教育・ユニ
バーサルデザインへ
の配慮がなされてい
るか。

③特別支援教育・カラーユニバーサ
ルデザインに関する専門家の校閲
を受けることで、学習する際に生
じる困難を軽減している。さらに、
特別な支援を必要とする生徒だけ
でなく、全ての生徒にとって有効
な取り組みが行われている。

●読みやすい UDフォントが全面的に使用されている。
●振り仮名には大きく見える UD ゴシック体が使用されて

いる。
●読みやすい位置で改行することで、文章の可読性を向上

させている。
●小学校卒業までに読み方を学ばない漢字には、原則とし

て見開き初出時に振り仮名を振っている。
●図中の線を太く、文字を大きくすることで、図を見やす

くしている。
●カラーユニバーサルデザインに配慮した区別しやすい色

を使用するとともに、色だけで情報を伝えないように、
線の種類を変えたり、文字や形などの情報を付加したり
している。
→ 1 年 p.233 のグラフ／ 2 年 p.169 のグラフ、172 の図、

203 のグラフ／ 3 年 p.112 のグラフほか
●写真やイラストは視認性の高いものを使用し、境界線が

明瞭となるように配慮されている。
　→ 1 年 p.194 ／ 2 年 p.38-39 ／ 3 年 p.103 ほか
●小節ごとに示された〈めあて〉や小節末の〈次の課題〉

によって学習のねらいを明確にしている。これにより、
自律的な学習を促している。

●音声読み上げ、色の反転、総ルビ表示など、学習をサポー
トする機能が充実したデジタル教科書が用意されてい
る。

●弱視の生徒のために、通常の教科書の文字を拡大すると
ともに、内容を把握しやすいように写真、図版などを配
置し直した拡大教科書が用意されている。

教科書検討の観点 特色 具体例

④道徳教育との関連に
ついて配慮されてい
るか。

④男女平等や障がいをもつ人への配
慮など、人権を尊重した取り扱い
をしている。また、数学科の特質
に応じ、生徒の発達の段階を考慮
して、適切に道徳教育を行うこと
ができるように配慮されている。

●生活習慣に関わる内容を取り上げることで、心身の健康
を意識づけられるようになっている。

　→ 1 年 p.234-236 ／ 3 年 p.90、206、210 ほか
●他者との関わりを通して多面的で多様なものの見方や考

え方があることを理解し、助け合ったり高め合ったりで
きるようになっている。
→全学年 p.7 ／ 1 年 p.84 ／ 2 年 p.113 ／ 3 年 p.131ほか

●男女の登場頻度や役割分担などに差が生じないようにす
るなど、男女平等について配慮されている。

●イラストで外国にルーツをもつ生徒が登場したり、性別
に関係なく制服を選択できるジェンダーレス制服を採用
したりするなど、多様性を認める社会が表現されている。
→ 1 年 p.107、155 ／ 3 年 p.12 ほか

●バリアフリーなど、ユニバーサルデザインへの理解を深
めたり、人権尊重の精神を育成したりできる素材を取り
上げている。

　→ 1 年 p.248-249 ／ 2 年 p.94 ／３年 p.202
●情報モラルや人権への配慮など、自他の権利を重んじ義

務を果たすことを学べるように配慮されている。
→ 1 年 p.234、236 ／ 2 年 p.216 ／ 3 年 p.213 ほか

●わが国や郷土の伝統と文化に親しめる内容を数学と関連
付けて取り上げている。

　→ 1 年 p.6、252 ／ 2 年 p.208 ／ 3 年 p228-229 ほか
●生命や自然環境を大切にする心、数学的な美しさに感動
する心をはぐくめるように配慮されている。
→ 1 年 p.6 ／ 2 年 p.57、87 ／ 3 年 p.216-217 ほか

⑤思考力、判断力、表
現力等を育成するた
め、数学的な表現を
用いて簡潔・明瞭・
的確に表現したり、
互いに自分の考えを
表現し伝え合ったり
するなどの機会を設
けているか。

⑤問題解決の過程で互いの考えを話
し合ったり、事柄や事実、方法、
理由を数学的な表現を用いて説明
したりする言語活動の充実が図ら
れている。

●中学生のキャラクターの吹き出しやノート形式の枠を
使った〈表現の例〉などで簡潔・明瞭な表現の具体例が
示されているので、数学的な表現を用いて説明する基礎
的な力を身に付けることができる。
→ 1 年 p.81、118 ／ 2 年 p.111 ／ 3 年 p.26、46 ほか

●話し合いを通して解決したり、よりよい考えに高めたり
する活動として〈話し合おう〉が設けられている。
→ 1 年 p.53、142 ／ 2 年 p.84、193 ／ 3 年 p.75、

133 ほか
●数学的な表現を用いて説明する力を養うために、各小節

には〈問・説明できるかな？〉が設けられている。また、
全ての章の章末には記述する力を高める問題として〈説
明できるかな？〉が設けられている。
→ 1 年 p.114、223 ／ 2 年 p.86、200 ／ 3 年 p.88、

102 ほか
●文章、図、表、式、グラフなどを相互に関連付ける活動

を重視した内容・構成により、数学的な表現力・読解力
が育成できるようになっている。

　→ 1 年 p.80-82、p.132 ／ 2 年 p.73、227 ほか

⑥コンピュータや情報
通信ネットワークな
どを活用して、学習
の効果を高められる
ように配慮されてい
るか。

⑥学校や家庭で ICT 環境を利用した
効果的な学習ができるように配慮
されている。また、プログラミン
グ教育の実施を支援する配慮が見
られる。

●動画やシミュレーション、練習問題などが教科書QRコ
ンテンツとして用意されている。各学年の p.10 にはコ
ンテンツの分類（「見る」「ためす」など）の説明が載っ
ている。また、学習内容のすぐそばに分類が付記された
二次元コードが配置されているので、コンテンツの内容
を推測しやすく、アクセシビリティーが高い。

●教科書QRコンテンツのアニメーションは再生速度を
4 段階で選べる、見逃したシーンを見直しやすいように
シークバー（スライダー）がついているなど、個別最適
な学びへの配慮がなされている。また、ペンツールで各
自の考えをかき込んで交流するなど、協働的な学びにも
取り組みやすくなっている。

●「データの活用」領域では、データの整理を効率的に行
うことができる統計ツールが用意されているので、デー
タの分析や考察に時間を使うことができる。

●プログラミング的思考を身に付けることができるよう
に、全学年に《プログラムと数学》が設けられている。

　→ 1 年 p.260-261 ／ 2 年 p.214-215 ／ 3 年 p.230-231
●より効果的な学習を実現するデジタル教科書やデジタル
教材が用意されている。
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教科書検討の観点 特色 具体例

⑦具体物を操作して考
えたり、データを収
集して整理したりす
るなどの具体的な体
験を伴う学習を充実
さ せ ら れ る よ う に
なっているか。

⑦具体的な体験を伴う学習を促す場
面が充実している。

●正多面体（1 年 6 章ほか）や因数分解（3 年 1 章）の学
習では、巻末付録を使った具体物の操作活動と教科書
QRコンテンツのシミュレーションを併用して理解を深
められるようになっている。紙とデジタルのどちらかを
選択できるので、個別最適な学びが可能である。
→ 1 年 p.191、256-259 ／ 3 年 p.25-26

● 1 年 7 章と 2 年 6 章では、全国各地の最新データを容
易に入手できる気象データを教材化している。気象庁の
ウェブページへのリンクや統計ツールを教科書QRコ
ンテンツとしているので、データを収集して整理すると
いった体験を伴う学習に取り組むことができる。また、
1 年 7 章と 3 年 8 章では、自分たちで質問用紙を作って
データを集める方法と注意点が具体的に示されている。
→ 1 年 p.214-226、234-237 ／ 2 年 p.186-197 ほか

⑧数学的活動の取り組
みについて、適切な
配慮がなされている
か。

⑧数学的活動を楽しめるようにする
とともに、数学を学習することの
意義や数学の必要性などを実感し
たり、生徒間でその成果を共有し
たりする機会を設けるなどの具体
的な配慮がなされている。

●導入の問題である〈Q〉や、〈考えよう〉〈話し合おう〉
　〈深めよう〉〈説明できるかな？〉というマークが付いた
〈問〉は、数学的活動を通して数学的に考える資質・能
力を育成できるように工夫されている。

●《学び合おう》は、数学を活用して問題解決する方法を
理解するとともに、自ら問題を見いだし、解決するため
の構想を立て、実践し、その過程や結果を評価・改善で
きるように構成されている。また、活動の結果だけでな
くその過程を重視する観点から、対話的な学びを促す《対
話シート》が各学年の巻末に用意されている。
→ 1 年 p.178-179＋307 ／ 3 年 p.112-114＋285 ほか

●各学年の巻末に《数学レポートをかこう》を設けること
で、数学的活動の過程を振り返り、レポートにまとめ発
表することなどを通して、その成果を共有することを促
している。

　→ 1 年 p.262-263 ／ 2 年 p.216-217 ／ 3 年 p.232-233

⑨課題学習の実施につ
いて配慮されている
か。

⑨思考力、判断力、表現力等の育成
を図ることができる課題学習の教
材が充実している。

●各学年の巻末の《数学研究室》は、生徒が興味をもって
課題学習や調べ学習に取り組むことができるようになっ
ている。

⑩他教科及び総合的な
学習の時間等との関
連について配慮され
ているか。

⑩取り扱う素材や場面は、他教科や
総合的な学習の時間と関連の深い
ものを教科横断的に取り上げてい
る。

●国語（2 年 p.101 ／ 3 年 p.212）、社会（1 年 p.116 ／
3 年 p.214）、 理 科（1 年 p.147、250-251、253 ／ 2
年 p.86-87、96、209 ／ 3 年 p.111）、美術（1 年 p.6、
163）、保健体育（1 年 p.148 ／ 3 年 p.212-213）、英語

（1 年 p.210 ／３年 p.55）など、他教科と関わりのある
学習材を取り上げている。

● STEAM教育に関連する科学や芸術に関わりのある内容
を扱っている。（１年 p.250-251 ／２年 p.204-205 ／ 3
年 p.222-223 など）

● ESD、SDGsなど、現代的な諸課題に関する題材を取
り上げている。
防災・安全→ 1 年 p.253 ／ 2 年 p.87 ／ 3 年 p.202、
216 ほか
環境→ 1 年 p.55、279 ／ 2 年 p.39、57、202-203 ／
3 年 p.217 ほか
情報活用能力（情報リテラシー、情報モラルなど）
→ 1 年 p.234-236 ／２年 p.216 ／ 3 年 p.213 ほか
人権尊重→ 2 年 p.94 ／ 3 年 p.202 ほか
消費者教育→１年 p.279 ／ 2 年 p.92 ／ 3 年 p.119 ほか
主権者教育→ 3 年 p.202（国勢調査）、206（世論調査）、
214（選挙）ほか
国際理解→ 2 年 p.212-213（1970 年大阪万博、2025
年大阪・関西万博）／各学年のさくいん（数学用語の英
語表記）ほか

● SDGsをテーマとしたコラムである《SDGs と数学》や
SDGs と関連する問題が設けられている。
→ 1 年 p.248-249、279 ／ 2 年 p.202-203 ほか

●プログラミング的思考を育成する《プログラムと数学》
が全学年に設けられていて、Scratch による 4 つのプロ
グラミングを体験できる。

　→ 1 年 p.260-261 ／ 2 年 p.214-215 ／ 3 年 p.230-231

③構成・配列
教科書検討の観点 特色 具体例

①教科書全体の構成や
学年ごとの章の構成・
配列は、学習指導を
有効に進められるよ
うになっているか。

①学習内容をまとまりのある単元に
構成し、相互の関連や生徒の発達
の段階を勘案した合理的な配列に
なっている。

●もくじに〈算数で学んだこと〉（1 年）、〈これまでに学
んだこと〉（2、3 年）を示すことで、生徒が学習内容の
系統性を知り、相互の関連を意識しながら学べるように
なっている。

●巻頭に《数学の学習を始めよう！》《学びに向かう力を
育てよう！》《数学的な見方・考え方を身につけよう！》
《ノートのくふう》《ICT を活用しよう！》を掲載するこ
とで、数学の学び方が身に付くように配慮されている。
→全学年 p.4-10

●全員が取り組む内容は基礎的・基本的な内容を中心に、
章・節・小節というまとまりのある単元に構成されてい
る。一方、既習事項の理解と定着に不安がある生徒のた
めに各章の直前に《次の章を学ぶ前に》を設けていたり、
巻末に選択して扱うことができる《数学マイトライ》を
設けていたりするなど、学年間の相互の関連や生徒の発
達の段階に配慮した構成になっている。

②教科書全体の分量や
配当時数は、学習指
導を有効に進められ
るように配慮されて
いるか。

②年間の授業時数に合わせて、効率
よく合理的に学習できるように
なっている。

●本文で扱う内容については学習の系統性を重視して焦点
化が図られている。一方、個や学級の実態に応じて柔軟
に扱うことができる問題や課題が豊富に用意されてお
り、個別最適な学びに対して配慮されている。
→小節末《やってみよう》、章末《とりくんでみよう》、

巻末《数学マイトライ》ほか

③本文（小節）で扱う
内容の程度や分量、
配列は適切か。

③本文での学習内容は基礎的・基本
的なものに重点を置いた上で、具
体から抽象へ、易から難へ段階を
踏んだ丁寧な展開となっている。

●原則 1 時間の授業で扱う内容を小節として構成してい
る。学習内容の区切りが明確で、学習の焦点化を図りや
すく、復習する箇所がわかりやすい構成になっている。

●各小節の〈例〉は易から難へ飛躍がないように配置され
ており、基礎的・基本的な内容が確実に理解できるよう
になっている。

●各小節の〈問〉は、基礎的・基本的な内容を確実に定着
できるように十分な量が設けられている。また、難しい
問題に取り組みたい生徒には横欄〈チャレンジ〉、基本
的な問題に取り組みたい生徒には巻末《補充問題》が用
意されている。

●「身につける」と付記されている二次元コードから、練
習問題のコンテンツにアクセスすることができる。ラン
ダムに出題されるので、繰り返し利用することができる。
→ 1 年 p.19、p.38 ／ 2 年 p.15 ／ 3 年 p.28-29 ほか

●全国学力・学習状況調査で正答率が低かった問題など、
多くの生徒が苦手としている内容は特に手厚く扱われて
いる。
→1年p.43例４、p.139〈まちがえやすい問題〉、p.221〈問

６・説明できるかな？〉／ 2 年 p.92-93、149-150
ほか

④知識及び技能の習得
と活用する力の育成
がバランスよく扱わ
れているか。

④基礎的・基本的な知識及び技能を
習得する過程で、思考力、判断力、
表現力等を段階的に高めていける
ように配慮されている。

●知識及び技能を習得する過程で生徒が考えたり説明した
りする数学的活動を設けることで、知識及び技能と思考
力、判断力、表現力等が無理なく身に付くようになって
いる。

●〈考えよう〉〈話し合おう〉〈深めよう〉〈説明できるかな？〉
というマークが付いた〈問〉は「主体的に学習に取り組
む態度」や「思考・判断・表現」の観点、マークが付い
ていない〈問〉は「知識・技能」の観点での評価に利用
することができる。さらに、各章の《学びに向かう力を
育てよう》は「主体的に学習に取り組む態度」の観点で
の評価に利用することができる。指導と評価の一体化を
実現させるために配慮されている。

●習得した知識及び技能を活用する学習内容が充実してい
る。
→ 1 年 p.104-112 ／ 2 年 p.26-34 ／ 3 年 p.110-119

ほか
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教科書検討の観点 特色 具体例

●《やってみよう》では、学んだことを活用して考える課
題などに取り組むことができる。

　→ 1 年 p.163 ／ 2 年 p.161 ／ 3 年 p.147 ほか
●全国学力・学習状況調査などを基に作成された《活用の
問題》では、数学的な読解力や思考力、判断力、表現力
等を育成、評価することができる。

　→ 1 年 p.277-280 ／ 2 年 p.226-229 ／ 3 年 p.248-249

⑤練習問題などの程度
や分量は適切か。

⑤個に応じて効率よく練習問題に取
り組むことで、基礎的・基本的な
内容を中心に、学習内容が確実に
定着するように配慮されている。

●節末の《基本の問題》、章末の《章の問題》では、それぞれ、
その節や章で学んだ基礎的・基本的な内容について十分
な量の問題に取り組むことができる。

●巻末に設けた《補充問題》は、日々の授業の補充問題や
その日の宿題、章の学習のまとめとして使えるように配
慮されている。

● 1 年 p.38 には、正の数と負の数の基本的な計算技能を
定着させるのに十分な練習問題が《計算の練習》として
用意されている。

⑥理解が遅れがちな生
徒に対する支援の工
夫がなされているか。

⑥生徒が学習でつまずかないような
工夫や配慮がなされている。

●各章の直前に《次の章を学ぶ前に》、各小節に適宜〈Q・
確かめよう〉〈確かめ〉を設けるなど、授業における生
徒のつまずきを未然に防げるように配慮されている。
→ 1 年 p.213、224 ／ 2 年 p.37、54 ／ 3 年 p.76 ほか

●〈まちがえやすい問題〉やキャラクターが示す〈誤答に
注意！〉で典型的な間違いのパターンを示すことで、間
違いを減らすことができるようになっている。
→ 1 年 p.43、103、142 ／ 2 年 p.18、55 ／ 3 年 p.23、

24、105 ほか

⑦個に応じた学習や家
庭学習への配慮がな
されているか。

⑦個に応じて、基礎的・基本的な内
容を確実なものにしたり、応用的・
発展的な問題に取り組んだりして
いけるように配慮されている。ま
た、家庭学習にも教科書を使える
ように配慮されている。

●章末の《とりくんでみよう》は応用的でやや難易度が高
い問題で構成されている。基礎学力を身に付けている生
徒が、さらに学力を高められるように配慮されている。

●巻末には基礎・基本の定着のための《補充問題》、復習
のための《算数の確かめ》《総合問題》、さらなる学力向
上をめざすための《活用の問題》《ステップアップ》と
いうように、一人一人の学習状況に応じて取り組むこと
ができるさまざまなタイプの問題が用意されている。

●家庭学習にも教科書を活用できることが保護者にも伝わ
るように、各学年の p.3 に《保護者のみなさんへ》を掲
載している。

●節末、章末、巻末の全ての問題に解答例が載っているので、
教科書を宿題や自主的な家庭学習にも使うことができる。

●教科書QRコンテンツのアニメーションは再生速度を
4 段階で選べる、見逃したシーンを見直しやすいように
シークバー（スライダー）がついているなど、個別最適
な学びへの配慮がなされている。

●教科書QRコンテンツのシミュレーションと紙の付録を
両方用意している箇所では、生徒の特性に応じてデジタ
ルとアナログのよさを生かすことができる。
→ 1 年 p.191 ＋巻末折込、／ 2 年 p.110 ＋ 253 ／ 3 年

p.25 ＋巻末付録 ほか

⑧小学校や高等学校と
の連携について配慮
されているか。

⑧必要に応じて小学校算数を復習し
たり、発展的な学習に取り組んだ
りできるように配慮されている。

●新たに学ぶ内容について、必要に応じて小学校算数の内
容と関連付けて扱われている。
→ 1 年 p.24、153、224 ／ 2 年 p.54、98 ／ 3 年 p.57

ほか
●特に 1 年では小中の連携が手厚く、７章では小学校で既

習の内容や用語（階級、平均値、中央値、最頻値など）
を学び直す機会を設けていたり、巻末に《算数の確かめ》
を設けることで小学校算数の内容を必要に応じて確かめ
たりすることができるようになっている。

　→ 1 年 p.213、217、224、264-268
●学習指導要領上、その学年で扱うこととされていない発

展的な学習内容には〈発展〉マークを付けて区別してい
る。個に応じて発展的な学習に取り組むことで、高校数
学との連携を図ることができる。
→1年p.254-255、258、259／2年p.184／3年p.116、

171 ほか

教科書検討の観点 特色 具体例

⑨素材やデータは、ど
の地域の生徒にとっ
ても適し、生徒の経
験や興味・関心にあっ
ているか。また、正
確で適切なものか。

⑨素材やデータは、どの地域の生徒
にとっても身近で親しみやすいも
のを取り上げている。

　また、学習材の本質に迫るための
正確で適切な素材が選択されてい
る。

●どの地域の生徒にもなじみがあり、生徒の日常生活や将
来の社会生活で役に立つ場面を取り上げている。

● 1 年 7 章、2 年 7 章では、身近で親しみやすく、誰で
も容易に入手できる気象データを素材としているので、
自分たちが住む地域のデータを入手して学習に取り組む
ことができる。

●資料やデータは信頼でき、意図した学習に対して効果的
なものが選ばれている。また、情報活用能力を育成する
観点から、資料やデータの出典などが適切に示されてい
る。
→ 1 年 p.55、214、241 ／ 2 年 p.203、213 ほか

⑩地域や学校ごとの実
態に合わせた弾力的
な指導計画を立てら
れるよう配慮されて
いるか。

⑩三学期制、二学期制のいずれにも
柔軟に対応できる構成となってい
る。

●小節末の《やってみよう》は、省略したり、後から扱っ
たりすることも可能な内容であり、これらを扱う時期に
よって弾力的な指導計画を立てることができる。

　→ 1 年 p.199 ／ 2 年 p.108 ／ 3 年 p.183 ほか
●巻末の《数学マイトライ》は、学期末の余剰時間などに

適宜指導することができる。

④正確性及び表記・表現
教科書検討の観点 特色 具体例

①表記・表現は正確で
適切か。また、文章
表現などの記述は理
解しやすくなってい
るか。

①説明の文章は平易で読みやすく、
正確な表現を用い、図や式を用い
るなど、理解しやすいように配慮
されている。

●用語の意味や数学的な概念を理解させる説明文では、数
学的な正確さを重視しながら、生徒の発達の段階を考慮
した平易な表現となっている。

●初出の用語や重要事項については、背景に色をつけたり
フォントを変えたりして強調するとともに、必要に応じ
て理解を助ける式や図などを添えることで、より確実に
定着するように配慮されている。

　→ 1 年 p.217 ／ 2 年 p.138-141 ／ 3 年 p.166 ほか
●これからの時代にふさわしい公用文作成の手引として文

化審議会が令和 4 年 1 月 7 日に建議した「公用文作成
の考え方」に則り、読点には「、」が用いられている。

②教科特有の用語や記
号について、理解し
やすいように配慮さ
れているか。

②用語や記号については、わかりや
すい表現で意味を理解できるよう
に配慮されている。

●使用する用語や記号は十分に吟味され、生徒の負担を軽
減している。また、機会あるごとに繰り返し使用しなが
ら無理なく定着できるようになっている。

●特に定着しにくい用語については、具体的な用語の使い
方を〈表現の例〉として示すことで理解を助けるような
配慮がなされている。
→ 1 年 p.81、118 ／ 2 年 p.72、100 ／ 3 年 p.26 ほか

●不等式や変数の変域を学習する際には、不等号の意味や
使い方を表にまとめることで、＜と≦、＞と≧の違いを
確実に理解できるような配慮がなされている。

　→ 1 年 p.85、123
● 2 年と 3 年の巻末見返しの〈図形のまとめ〉は、定着

しにくい「定義」と「定理」の違いを確実に理解できる
ような構成となっている。

③生徒の情意面や発達
の段階に配慮した表
現を用いているか。

③教科特有の表記・表現には徐々に
慣れるように配慮されている。

●本文の文末表現は、抵抗感が少なく親しみやすい「です。
ます。」調となっている。

●文末表現を、練習問題では「…しなさい。」、主体的な学
習活動を促す場面などでは「…しましょう。」と使い分
けることで、それぞれの学習場面のねらいが明確になっ
ている。

●証明の学習の初期にあたる 2 年 4 章では辺や頂点の対
応関係を意識させるために「共通な辺だから OP ＝ OP」
と表記し（p.130 ほか）、2 年 5 章（p.139）からは簡便
に「AD は共通」と表記することを認めることで、学習
段階に応じた指導ができるようになっている。
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⑤造本
教科書検討の観点 特色 具体例

①大きさ・判型・造本
設計は適切であるか。

① B5 判で適度な大きさである。フォ
ントや文字の大きさ、行間隔、字
間、1 行の文字数は、読みやすい
ように設計されている。また、デ
ザインやレイアウトは学びやすい
ように工夫されている。

● B5 判の紙面に適度な余白を設けることで、圧迫感を与
えないようになっている。

●二次元コードは原則として、左右ページの外側にレイア
ウトされていて見つけやすく、端末で読み取りやすい。
また、学習内容のすぐそばにあり、外部リンクなど一部
を除くコンテンツは直にリンクしているのでアクセシビ
リティーが高く使いやすい。

●フォントや文字の大きさ、行間隔、1 行の文字数などは、
中学生の発達の段階を考慮して読みやすいように配慮さ
れている。

●見やすくて読み間違えにくい UDフォントを全面的に使
用し、振り仮名には大きく見えて読みやすい UD ゴシッ
ク体を使用している。

●本文（小節）は、初出用語や重要事項を枠で囲むなどして、
まとまりや区切りが明確になるようなデザインになって
いる。

②印刷は鮮明で見やす
いか。

②文字、図版、写真などが鮮明に印
刷されている。

●文字、図版、写真などは鮮明に印刷されている。
●目に優しい中間色を基調とし、色数をおさえつつ、めり

はりのある色遣いとなっている。

③製本は堅牢であるか。 ③紙質や製本は長期間の使用に耐え
るように配慮されている。

●表紙には、耐水性や堅牢性に優れた表面加工が施されて
いる。

●耐久性に優れ、紙面を広く活用できるあじろ綴じ製本を
採用している。

●本文には、丈夫でかき込みがしやすい紙を使用している。
●切り離して使う巻末付録には、丈夫で扱いやすい厚めの

紙を使用している。

教科書検討の観点 特色 具体例

④挿絵や図、写真など
が効果的に使用され
ているか。

④イラストや吹き出しなどで効果的
な学習支援をしている。

●キャラクター「ピタゴラ」の吹き出しにより、生徒の学
習を支援している。

　→ 1 年 p.75、142 ／ 2 年 p.170 ／ 3 年 p.74-76 ほか
●中学生のキャラクターが自分の考えを説明したり、話し

合ったりする場面を示すことで、多様な考え方があるこ
とに気づかせるような配慮がなされている。
→ 1 年 p.52-53 ／ 2 年 p.24、112-113 ／ 3 年 p.53、

195 ほか

⑤図や表が効果的に使
用されているか。

⑤理解を助ける図や表で、学習効果
を高めている。

●関数の表、式、グラフの関係などが視覚的に捉えられる
ように工夫されている。

　→ 1 年 p.132 ／ 2 年 p.73 ／ 3 年 p.108
●数量の関係を捉えたり、証明のしくみを理解したりする

手段として、図や表を効果的に使用している。
→ 1 年 p.108 ／ 2 年 p.54、126、129 ／ 3 年 p.210 ほ

か
● 1 年 p.219 ではヒストグラムの見方を表に整理して具

体的に示している。また、2 年 p.194 では範囲と四分位
範囲について表に整理して対比できるようにしている。

⑥写真や動画が効果的
に使用されているか。

⑥学習内容への興味・関心を高めた
り、理解を助けたりする写真や動
画を効果的に配置している。

●具体物などの写真により、数学に対する親近感をもたせ、
学習意欲を高められるようになっている。
→全学年の表紙、巻頭見返し／ 1 年 p.14 ／ 2 年 p.157

／ 3 年 p.64、165、202 ほか
●活動をする中学生の写真により、その内容をイメージし

やすいようになっている。
→全学年 p.10 ／ 2 年 p.168 ／ 3 年 p.103 ほか

●作図の手順を説明する動画や実験の動画など、生徒の理
解を助けるコンテンツが用意されている。
→ 1 年 p.147、169、170 ／ 3 年 p.90、111 ほか

教科書検討の観点 特色 具体例

④表紙や見返しは工夫
されているか。

④数学の教科書にふさわしい表紙や
見返しとなっている。

●表紙は、書名が目立ち、ひとめで数学の教科書とわかる
シンプルなデザインである。また、身近な具体物の写真
をメインビジュアルとすることで、日常生活と数学のつ
ながりを感じられるようになっている。裏表紙では、そ
のメインビジュアルと当該学年の学習内容を関連付け、
生徒の知的好奇心を刺激する文章が示されている。

●巻頭見返しでは、具体物や日常生活の事象から見いださ
れる疑問を写真と短い文章で表現することで、これから
学ぶ数学に興味・関心を抱かせ、生徒の学びに向かう力
を引き出すように工夫されている。

● 1 年巻末見返しの《図形のまとめ》では、基本的な作図
の方法を統合的に捉えられるようなまとめをしている。
また、2 年と 3 年の巻末見返しの《図形のまとめ》では、
定着がしにくい定義や定理などをいつでも振り返ること
ができるようになっている。

⑤使いやすさへの配慮
がなされているか。

⑤数学の本質的な学びに集中できる
ような配慮がなされている。

●巻末付録のワークシートである《対話シート》《ふり返
りシート》は一般的なノートよりひとまわり小さいので、
授業後は折らずにノートに貼って残すことができる。

●《対話シート》《ふり返りシート》などの巻末付録には
全てミシン目加工が施されているので、はさみを使わず
に容易に切り離すことができる。

●かき込みをする方眼などの図を、定規があてにくい本の
内側ではなく外側にレイアウトすることで、取り組みや
すくなっている。

　→１年 p.130、176、180 ／ 2 年 p.82 ／ 3 年 p.170

⑥環境・安全・健康に
配慮されているか。

⑥環境・安全・健康に配慮した紙や
インキが使われている。

●資源保護に配慮した再生紙を使用している。
●本文には、適度な光の反射で目への負担の少ない紙を使

用している。
●環境や人体への影響が少ない植物性インキを使用してい

る。
●表紙には従来よりも工夫された表面加工を施すなど、化

学物質に敏感な生徒に少しでもやさしいものになるよう
配慮されている。

⑦軽量化への取り組み
がなされているか。

⑦生徒の負担を軽減するために軽量
化への取り組みがなされている。

●本文には通常よりも軽くて裏写りが少ない紙を使用する
ことで、教科書の軽量化に取り組んでいる。
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これが好き。なんでだろう？もっと、知りたい。
心が動く、瞬間。それは、「学び」のはじまり。

感じ、考え、想像し、表してみる。
そこから生まれる、一つひとつが、あなただけのもの。

それを贈り合ったら、うれしくなる。
心が満ちて、次の「やってみたい」が湧いてくる。
ほかの誰かと混ざり合ったら、ちがう景色が見えてくる。

そんな学びが、
あなたの、みんなの世界を耕していく。

私たちは、学びのはじまりを大切にし、
その先に広がる一人ひとりの未来をともに育みたい。

心が動く、そのそばで。

日本文教出版は創業より、子どもの中に生まれる学びを大切にした

教科書・教材の発行に挑戦し続けてきました。

どんなに時代や社会が変わっても、大切にしたいこと。

その想いを、志（Purpose）に込めています。

私たちはこれからも、一人ひとりの心が動く瞬間に寄り添いながら、

その先に広がる未来をともに育んでいきます。

日本文教出版の志 - Purpose

日文Webサイトのご案内

令和 7 年度版中学校
デジタル教科書サポートサイト

その他のおすすめコンテンツ

令和７年度版 中学校教科書 特設サイト

日文 Web サイトでは、新版教科書に関する情報や、
日々の指導に役立つさまざまな情報を積極的に発信しています。

令和 7 年度から使用される新しい中学校教科書『中
学数学』『中学社会 地理的分野』『中学社会 歴史的分野』

『中学社会 公民的分野』『美術』『中学道徳 あすを生き
る』をご案内しています。

令和 7 年度から使用される新しい
中学校デジタル教科書を中心にご案内しています。

日文 Web サイトの数あるおすすめコンテンツの中から、
今回は 2 つピックアップします。

● 動画
教科書や QR コンテンツのポイントを短く簡潔に紹介します。

● 表紙
各学年の表紙と、表紙デザインへ込めた想いを紹介します。

● 教科書のポイント
教科書の特長をポイント別にわかりやすく紹介します。

● 関連コンテンツ
教科書に関連するさまざまなお役立ちコンテンツを紹介します。

● 教科書 QR コンテンツ
コンテンツ紹介のほか、実際にコンテンツを触ることができます。

● 教師用指導書
各編、資料、デジタル教材など、内容や構成を紹介します。

● 資料ダウンロード
内容解説資料、編修趣意書、年間指導計画案などを掲載します。

● 日文が大切にしていること
SDGs、特別支援教育・CUD、防災・安全、道徳教育との関連、
現代的な諸課題への対応など、教科を横断する取り組みについて
紹介します。

●基本機能からオリジナルツールまでわかりやすく紹介します。

●指導者用・学習者用の内容や特長などを詳しく紹介します。

●体験版でデジタル教科書の実際の動作やコンテンツを体験できます。

機関誌・教育情報
各教科の機関誌、授業や指導に悩
む先生方へ向けた ABC シリーズ、
さまざまなテーマを扱った教授用
資料などを電子ブックや PDF で公
開しています。

Webマガジン「まなびと」
美術、道徳、社会、人権、共生社会、
ESD、PBL、ICT など、さまざまなテー
マにおいて深掘りした連載記事を中
心に、定期的に更新しています。

https://www.nichibun-g.co.jp/digital_support3/ https://www.nichibun-g.co.jp/data/web-magazine/manabito/

https://www.nichibun-g.co.jp/r7js_textbooks/

https://www.nichibun-g.co.jp/data/education/
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著作者

おすすめラインナップ
中学校数学
ICT活用実践事例集vol.2

中学校数学　指導のABC
―主体的に学習に取り組む態度の評価編―

https://www.nichibun-g.
co.jp/data/education/
e-other/e-other078/

統計ツールSGRAPAを活用した「デー
タの活用」領域に関する授業実践を紹
介しています。

評価についての論考や授業案を紹介しています。

https://www.nichibun-g.co.jp/data/
education/abc-series/abc-series021/
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川内 充延 兵庫教育大学大学院准教授 西仲 則博 近畿大学准教授
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重松 敬一 奈良教育大学名誉教授 山口 武志 鹿児島大学教授

清水 紀宏 福岡教育大学教授 山田 篤史 愛知教育大学教授

下村 　治 神奈川県横浜市立横浜総合高等学校主幹教諭 吉岡 睦美 奈良教育大学附属中学校教諭

城田 直彦 帝塚山大学教授 日本文教出版株式会社
須藤 昭義 成蹊中学・高等学校教諭 ほか５名

特別支援教育・カラーユニバーサルデザインに関する校閲

大内 　進　星美学園短期大学
　　　　　　　日伊総合研究所客員研究員 河田 惠昭　関西大学特別任命教授 島 　恒生　畿央大学大学院教授

防災・安全教育に関する校閲 道徳教育に関する校閲
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